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はじめに

本館も開館以来6年、館職員一丸となって、御来館の方々の御期待と御要望に応え得る

べく、展示の構成や展示物の充実に心を砕いてまいりました。また、年二回の企画展を開

催すると共に、県民参加型の博物館として体験学習を重視し、学校週五日制にも対応、館

内外での体験学習会も実施いたしております。お蔭様で昨年の7月には、開館以来の入館

者数が30万人を突破いたしました。これまで御来館頂いた皆様には、厚く御礼を申し上げ

る次第でございます。

さて、本館の研究紀要は、平成4年度に第一集、同7年に第二集を発行してきましたが、

この度第三集を刊行致すことになりました。当館初代館長の館運営の基本方針のなかに、

館職員として「旺盛な研究意欲を持て」という言葉がありますが、私たちは多忙を隠れ蓑

に、今まで博物館学芸員としての研究の方は、若干おそるかになっていた嫌いがあるよう

です。

研究紀要としては、未だ第三集目で三才児と言ったところです。内容については未熟な

点も多々ありますが、活字にして出版することに意義を見い出し、今後も館職員の研修の

場として、大切に育てて行きたいと考えています。

今後とも、皆様からのご指導ご鞭捷を頂きますよう、宜しくお願いいたします。

平成10年3月31日

熊本県立装飾古墳館・副館長桑原憲彰
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線刻をもつ横穴墓

坂口圭太郎

はじめに

装飾古墳は全国で60Oあまりの事例が知られており、その装飾において様々な手法が取られている。

線刻は、装飾のなかでも被葬者に対して明確な意図をもって刻まれたのかどうかの判断が難しく、 ま

た、なかには悪戯で重ね描きされているものもあり、慎重な検討が要される。

特に、横穴墓では、開口時期が比較的古いものが多く、近年まで貯蔵庫や住居として利用されていた

ため、内部が著しく傷つけられており、埋葬に伴う装飾であると明確に判断できるものが少ない。

本地名表では、現時点において、網羅できるものについては多くの資料を提示すべきと考え、一部判

断が分かれるものについても表中に記載した。

各地域における線刻について

横穴墓における線刻は地域毎に特徴が認められる。

九州は全国でも装飾古墳が数多く存在している。なかでも横穴墓は相当数築造され、またその装飾も

多様である。最も多く見られる線刻は円文や三角文である。他に熊本県では外壁に人物や武具類が浮彫

によって表現され、その上から赤で彩色を施されているものが良く知られている。また、一部の横穴墓

では、石室あるいは家屋を意識したものと考えられる垂木状のものが確認される。福岡県では北部の横

穴墓に鳥や格子文等が認められる。

山陰では、島根県の横穴墓に船や人物、動物等が描かれている。

近畿に入ると、大阪府柏原市の横穴墓に人物や鳥や船等がみられる。

東海では人物が多く描かれ、またなかには、仏像に似た人物が描かれているものもあり、造られた時

期を考えるうえで十分に検討を有する。他には、鳥や幾何学文の図柄もみられる。

関東でも、東海地方と同様に人物が多く描かれているが、なかには仏像と指摘されるものが含まれて

おり、後世の追刻でないかとの意見もあり、東海地方の事例とともに慎重に検討しなければならない。

その他に船、馬等が確認されている。

また、千葉県茂原市と長柄町の事例では，明らかに家屋を意識したものが多数あり注目される。一方、

内陸の福島県ではこの地域独自の様相として、木の葉や渦巻文が認められる。

北陸は、日本海に面し海上交通の要衝として古代から栄えてきたところでもあり、海に関連して船や

魚等が描かれている。近年、富山県高岡市では馬と人物を描いた横穴墓が発見された。

東北の宮城県では、円文や船等が報告されている。
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今後の課題について

近年、各地でも史誌編纂等で史跡の調査が進むにつれ、従来明確でなかった横穴墓の資料が随分増え

てきたように思える。

増加資料とともに、群中における構成等の分析も重要な課題とされる。その足掛りとして、同じ墓群

の中で、装飾をもつものと、もたないものについて揚げられる。外壁に描かれる場合、その支群内のす

べてに対するものと考えられないことも無いが、飾り縁に装飾が施されるものは、墓群内の有力者であ

る個人に対する可能性もあり、規模や、立地場所等を踏まえ明らかにする必要があろう。

また、墓群内において線刻後に彩色を施すものがあるが、彩色を施さないもの、あるいは、彩色のみ

で描かれるものとの違いについても検討しなければならないだろう。
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～全国の線刻をもつ横穴墓地名表～

熊本県
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横穴纂名 所在地 図文のある場所 同文の種類 施文の方法 出土品 備考

古城16号横穴墓 熊本市古城町3－1 閉塞石 盾？ 線刻
須恵器･金環･鉄
津

〃 39号横穴墓 〃 今 文字?｢火安｣か｢火守」 や 鉄津

参 46号横穴墓 抄 玄室 船(帆船)？ 今

つつじが丘横穴B群1号墓 熊本市黒髪7丁目547のl他 淡道右側壁 平行斜線 線刻
";･t"･"･ﾔﾘ ﾝﾅ．

瀧・1獺,鯛,罰

刺〔鋤

職

今村岩の下1－1号横穴墓 玉名郡南関町今岩の下 飾り縁･奥屍床 円文･連続三角文 線刻彩色
周辺部より鋼恵器と

土師器を採集

今村岩の下Ⅲ－2号横穴塞 〃 奥屍床 連続三角文 線刻

石蘭穴観音2号横穴墓 玉名郡岱明町野口
奥屍床仕切・羨門。

飾I)ff
Iﾘ文･連続三角文･舟形

W@･i褐膨色．

溌#･線馴

石貰ナギノ6号横穴墓 玉名市石貫安易寺 飾り縁 亜IIj文･珠文･三角文 線刻彩色

参 8号横穴墓 玉名市石貫ナギノ
玄室･屍床仕切・羨

門･飾り縁

完職'IX･溌形文･連続三角文.

弓災･大刀･連続随形文

線刻彩色.

線刻浮彫

今 9号横穴墓 歩
玄室･屍床仕切・茨

門･飾り縁

墓敢円文・菱形文・弧

文･X文

線刻･線刻

彩色

〃 12号横穴墓 〃 玄室
大刀・連続X文・連続三

角文
浮彫･線刻

〃 17号横穴墓 今 玄室･奥屍床仕切 舟形･連続三角文･円文 今

〃 19号横穴墓 今 飾I)" 円文｡X文 線刻

〃 30号横穴墓 今 玄室･屍床仕切 舟形･連続三角文 線刻･浮彫

〃 37号横穴墓 〃 飾り縁 円文．X文 線刻彩色

ケ 39号横穴墓 〃 玄室･飾り縁 連続;さ角文 線刻

歩 40号横穴墓 〃 玄室 連続三角文 〃

〃 45号横穴墓 〃
玄室屍床仕切・飾り

縁
同心円文･lll形文･舟形 彩色･浮彫 鉄鉾･鉄錐

石賞･占城1－7号横穴墓 〃 玄室 不明 線刻

参 1-16号横穴蕊 玉名市石貫古城原 〃 斜線 今

参 1-26号横穴墓 今 ⑳ 三角文 参

〃 Ⅱ－3号横穴墓 〃 抄 物?･不明 今

〃 Ⅱ－13号･横穴蕊 今 今 人物･(I。 〃

脱 3 号横穴墓 玉名市富尾原 砂
シダ状平行斜線・人物．

厩
〃

参 7 号横穴墓 〃 玄室･飾り縁 連続三角文･円文 彩色･線刻

〃 10号横穴墓 参 玄室屍床仕切 舟形 浮彫

" 12号横穴墓 〃 玄室 連続三角文 線刻

" 13号横穴墓 少 今 連続二角文･円文 ケ

・ 15号横穴墓 〃 〃 斜線 〃

城迫間2号横穴墓 玉名市溝ノ上城迫間 飾り縁 舟 参

歩 4号横穴墓 今 玄室 幣状文 今

長 力1号横穴墓 玉名郡菊水町瀬川長力 飾り縁
円文・三角文・連続三角

文
線刻彩色

北 原3号横穴墓 玉名郡菊水町瀬川北原 玄室 不明 線刻

田中城横穴墓1群のl韮
玉名郡三加和町大字春岱字

和仁

玄室奥屍床前・奥
壁･右側壁

菱垣状文 〃
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横穴墓名 所在地 I司文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土品 備考

田!''城横穴2群の1難
玉名郡三加f11町大字春富字

和仁
玄室側壁 斜線 線刻

小原浦IH2号横穴墓 山鹿市小原補田 外壁 人物･馬 浮彫

〃 3号横穴墓 必 羨道 人物 浮彫

小原大塚13号横穴墓 111鹿巾小原大塚 玄室奥屍床仕切 舟形 〃

ケ 39号横穴墓 〃 羨道･外壁 叙･人物･舟･その他 〃

41号横穴墓今 〃 外壁 舟･人物
線刻・浮彫

彩色

〃 53号横穴墓 〃 玄室 垂木状の屋根 陰刻

〃 54号横穴墓 〃 ケ ② 〃

〃 55号横穴墓 抄 ケ 〃 線刻

参 75号横穴墓 今 玄室屍床仕切 舟形 浮彫

" 91号横穴墓 〃 玄室 X文･(菱形文 線刻

長 岩41号横穴墓 〃 外壁 戦 浮彫
S39年須恵器他
出土

〃 46号横穴蕊 〃 〃 舟 浮彫彩色

多 48号横穴墓 ケ 参 人物 〃

⑳ 49号･横穴墓 〃 飾り縁 連続三角文 線刻彩色

〃 55号横穴墓 歩 玄室･奥屍床仕切
連続三角文．

四角錘台形突起

線刻彩色．

浮彫･線刻

〃 56号横穴墓 〃 ケ 〃 浮彫･線刻

〃 52号横穴墓 〃 〃 人物･馬･叙 浮彫

〃 91号横穴墓 〃
玄室・奥屍床仕切・

外壁
連続三角文･彫りかけ

浮彫・線刻

彩色

今 92号横穴墓 ク 外壁 盾 多

" 101号横穴墓 抄 〃 人物･盾･馬 〃

" 108号横穴墓 今 今 人物･鞭･弓･舟 浮彫彩色

109号横穴墓令 歩 参 盾 ケ

鍋 田6号横穴墓 山鹿市鍋H1 玄室奥壁
連続三角文．

逆V字状文．
線刻

〃 7号横穴墓 〃 外壁 弓･矢 浮彫彩色

〃 8号横穴墓 〃 参 盾･弓･戦･人物･剣？ 浮彫

〃 12号横穴墓 〃 外壁･玄室 府･戦･鞆?･馬？ 浮彫彩色

今 14号横穴墓 〃 羨門 戦 ケ

多 21号横穴墓 〃 外壁 叙？ 今

〃 26b号横穴塞 参 玄室
《
〆
，
Ｄ

Ｌ
ｖ

ｒ
Ｊ 線刻

今 26d号横穴墓 今 〃 人物･その他 参

〃 27号横穴墓 や 奥壁･外壁
連続三角文・人物・戦．

鞆･刀子･盾･弓矢･剣
浮彫彩色

〃 33号横穴基 〃 外壁 琴を持つ人物？ 〃

参 46号横穴墓 抄 参 戦?(未完成） 浮彫



福岡県
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横穴墓名 所在地 例文のある場所 lXl文の種類 施文の方法 出土品 備考

鍋 田49号横穴墓 山鹿i1j鍋出 玄室 円文･連続三角文･戦 線刻

50号横穴墓〃 令 玄室奥壁 連続三角文･平行線 少

52号横穴墓今 〃 必 連続三角文 線刻彩色

今 53号横穴墓 今 玄室 連続三角文･戦 彩色･線刻

付 城67号横穴墓 山鹿市城付城･小原 玄室奥屍床仕切 連続三角文． 彩色線刻

少 72号横穴墓 劣 玄室奥屍床 I｣1文･連続三角文 彩色･線刻

城 20号横穴墓 山鹿市域字城 外壁 人物･盾 彩色浮彫

〃 21号横穴墓 〃 参 戦･盾 ケ

岩原1-14号横穴墓 鹿央町岩原塚原 玄室屍床仕切 櫓べそ？ 浮彫彩色

参 1-15号横穴墓 参 玄室･屍床仕切 連続三角文 線刻彩色

〃 1 -23号横穴墓 参 玄室側壁 平行線？ 線刻

〃 1-32号横穴墓 〃 外壁 戦 浮彫彩色

〃 V－6号横穴墓 多 前室奥壁 戦･円文 線刻･彩色
1群中よi)6世紀後半

の須恵器を採典

桜ノ上1－1号横穴墓 鹿央町岩原大野原･清水
前室奥壁・後室仕

切・後室奥壁

f字状文・連続三角文．

叙?･円文
線刻･彩色

須恵器･鉄錐･鉄

鍬･金環

御 領 横 穴 墓 城南町東阿高八尾 羨門上部 円文 線刻

牛頚横穴2号墓 城南町東阿高位田 閉塞石 戦 劣

大村横穴4号墓 人吉市城本町城本･島岡 外壁 盾･戦･剣？ 浮彫彩色

〃 5号墓 参 参 戦･剣
浮彫・線刻

彩色

〃 7号墓 〃 抄
三角文･連続三角文

級･弓･馬･他
浮彫彩色

多 11号墓 参 令 円文･刀子･戦･鞆？
浮彫彩色

浮彫

〃 13号墓 抄 〃 円文･屑･大刀
浮彫彩色
線刻彩色･線刻

今 14号墓 〃 歩 戦･車輪文･盾
浮彫彩色

浮彫

ケ 156号墓 今 外壁･玄室･飾り縁 同心円文･戦･弓
陰刻彩色

浮彫

京ケ峰横穴1号墓 錦町西蓑毛田 外壁 戦･人物
線刻彩色
浮彫

小 原横穴4号墓 相良村柳瀬井沢小原 〃 円文 線刻彩色

横穴墓名 所在地 図文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土品 備考

古 月2号横穴墓 鞍手町大字古門字兵丹 玄室 動物？ 線刻 須恵器･金環

〃 6号横穴墓 〃 歩 線刻 須恵器･金環

9号横穴墓〃 〃 参 斜格子文 線刻･彩色 須恵器･金環

城 腰 横 穴 墓 穎田町大字佐伯字城腰 今 人物 線刻
須恵器･鉄器(武

器）
消失

土手の内1号横穴墓 中間市大字垣生宇土手の内 〃 舟･弓･矢･動物？ 線刻 消失

瀬 戸 横穴墓群14号 中間市大字垣生字瀬戸口 多 円文･舟･騎馬人物･鳥 線刻･彩色



島根県

大阪府
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横穴墓名 所在地 図文のある場所 |叉1文の種類 施文の方法 出土品 備考

垣生雑漢111横穴墓3副－1号 中間ili大字頑生字羅漢II1 前室
△
１
Ｗ

山
口
日
叩け 彩色･線刻

鉄器(武器）・装
身具･須恵器

水町横穴墓群A-13-1号墓 直方市大字上境字水町49－1 玄室 鳥？ 線刻

今 B-18-I号蕊 ⑳ ケ 烏?･その他 〃
鉄器(武器）・装
身具･須忠器

相坂横穴墓14号墓 北九州市八幡西区大字本城 〃
人物･動物･縦縞

格子文
〃 須恵器

ゆ 15号巣 今 〃 縦縞･格子文 勿 須恵器

横穴墓名 所在地 同文のある場所 図文の種類 施文の方法 出士品 備考

王免横穴1 号・墓 松江市矢田町-|→王免 玄室奥壁･側壁 舟にのる人物･その他 線刻

今 2号墓 ケ ク ゴンドラ状の帆船･その他 〃

′ 7 号・墓 今 〃 矢をつがえた人物 〃

狐谷横穴 6 号墓 松江i1j山代町狐谷
玄室側壁・前天ﾘド

壁
狩人･動物 〃 須恵器

〃 12号墓 〃 〃 狩人･帆掛け舟？ 歩

参 15号墓 参 参 Qに似た文様(カエル?） 抄 須恵器

深田谷横穴墓
出雲市芦渡町大字保知石字
深川谷

後室奥壁･側壁 人物 ケ
天井に

朱あり

飯ノ 山横穴墓 西郷町岬町 玄室奥壁･側壁 人物･府･動物･家屋等 〃

横穴墓名 所在地 lxI文のある場所 I叉1文の種類 施文の方法 出土砧 備考

安福寺横穴1O号蕊 柏原市gli手町 玄門袖部 人物･騎馬人物 線刻

商井田横穴1－5号基 柏原市高井田 玄室
人物･葉･太陽?･格子文．
樹木

〃

今 1-12号蕊 参 今 I'1文･魚 参

多 1-21号墓 歩 参 人物･木の葉 今

多 1-22号墓 参 参 ･人物 ケ

秒 2－3号墓 〃 玄室･羨門
騎馬人物・鳥・格子文.
湖巻文？

今

〃 2－5号墓 参 玄室 家屋･人物･犬牙文 〃

今 2-10号墓 今 〃 人物･騎馬人物･幡・弱 砂

2-11号墓参 抄 抄 X字文 ケ

ク ウー12号墓＝
参 玄塞･玄門

舟･人物･烏･帆船･魚･太

陽･総網･格子文･忌垣
ケ

多 2-14号墓 〃 玄門 遮華文･鋸歯文 参

〃 2－23号墓 今 玄門･羨道
騎賜人物・渦巻文・幡・

人物
参

〃 2－27号難 〃 玄室
人物･献・烏･家屋･舟?．

鳥届?･弱
②

〃 2－28号墓 参 〃 人物･騎馬人物･X字文 抄

2－33靭号蕊〃 抄 玄門 格子文?･人物？ 参

多 2-33b号墓 〃 玄室･玄門 幾何学文 歩



静岡県

神奈川県
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横穴墓名 所在地 図文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土IH1 備考

高井田横穴3－2号墓 柏原巾高井田 羨道･玄門 人物･唐草文？ 線刻

〃 3－6号墓 今 羨道 人物･舟 〃

3－8号墓今 〃 玄室 人物･同心Iﾘ文 〃

参 3-8号墓(花の窟） 〃 玄門･淡道 人物･花文 今

今 3-12号墓 〃 玄室
戈を持つ人物･弓矢･人物･綾

杉文･三又?･樹木他
今

今 3－14号墓 今
玄室・奥屍床仕切・

羨道
馬･鞭･鳥勝？ 疹

参 4－4号墓 〃 玄室 鳥･盾?･家屋？ 参

ケ 4－28号墓 〃 〃 〃

参 4－34号墓 ⑱ 〃 格子文 の

〃 4－40号墓 参 〃 幾何学文 参

〃 4－7号墓 〃 〃 人物･幾何学文 〃

横穴墓名 所在地 図文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土品 備考

字刈横穴B－1号墓 袋井市大字宇刈字三沢 玄室奥壁･側壁 蓮の花？ 線刻
繩唯訓

雅胤鋪

〃 B-11号墓 参 玄室 今
雛3鋤乃

即雛繊

菅ケ谷横穴B－3号墓 〃大字国本字菅ケ谷 水鳥･鎌･騎士･馬･扇子 争 須恵器(尚杯脚）
繩嘘”

聰協鋪

春岡横穴B－3号墓 参春岡 スッポン･家･水 〃

観音堂横穴3号墓 森町飯田字本堂 人物･烏(鶴?鶴 今 弧恵器･土師器

ケ 10号墓 〃 盾 今
耳環・丸玉(ガラ

ス･鉱物）

横穴墓名 所在地 同文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土品 備考

洗馬谷横穴1号墓 鎌倉市関谷字ド坪373 玄室 線 線刻

今 2号墓 令 ケ 船にのる人物･武器？ 必

今 3号墓 〃 〃 人物 抄

〃 4号墓 今 今 三角文･人物 〃

千葉が谷横穴1号墓 参御成町22 ケ 人物 〃

森久谷横穴7号墓 藤沢市川名字森久台259 参 人物･烏 ケ

新林右横穴1号墓 藤沢市川字新林 〃 幾何学文？ 〃

坂 本 横 穴 墓 横領賀市坂本町2-13 〃 馬 少

堂後．下横穴9号墓 中郡大磯町堂後ド2066 〃 人物･盾･船･弓 〃
須恵器(杯･塾)･金

環･鉄鍍･直刀

抄 12号墓 今 歩 人物･弓 今 狐悪器(翌）

庄ヶ久保横穴8号墓 中郡大磯町庄ケ久保1844-1 〃 人物(三尊仏?） 参 須恵器(喪）

満水北横穴 1 号墓
中郡大磯町東小磯字満水
646.647

参 人物(三尊仏?） 参



－
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横穴墓名 所在地 1頁1文のある場所 図文の櫛類 施文の方法 出土品 備考

たれこやと横穴20号蕊
中郡大磯町虫窪たれに谷ロ
56

玄室 仏像 線刻
21号蕊

か？

樅現出横穴7号蕊
'l'郡大磯町国府新宿字椎現

IⅡ
牛 今

9号塞争 〃 必 今

諏訪脇横穴1号墓 中郡二宮町中里諏訪脇518 ⑳ 歩

諏訪脇横穴H-14号墓 中郡二宮町中里諏訪脇 争 〃
彩色のﾛI

能性も

S I I ヶ窪横穴1号墓 ‘1'郡二字町一色字大Hケ窪 〃 〃

各 9号墓 〃 〃 〃

趣ノ山横穴2号農
尚座郡寒川町岡田宇越ノ1I1

3049
今 人物顔(仏像?） 劣

参 4号墓 今 今 人物･枝？ 〃

羽根尾つくだ横穴4号墓 小田原IIj羽根尾字板取 〃 人物他 多
獺徽珊ズ

3認と貝-#‘

jil 野 横穴蕊 川崎11i麻生区早野889 ケ 人物･馬･他 〃
須恵器・土師器・金

環･〃子･鉄歎

久地西前田横穴2号墓 川崎11i尚津区久地487-1他 歩 人物･船 ク 直刀･土師器

王禅寺白l11横穴1 ．号墓 川崎IIj麻生区王禅寺1785 玄案内鮭
人物･馬・建物･弓矢･樹

木･魚
令

今 横穴2号墓 参 ⑳ 直線(文の文字か） 〃

参 3号墓 ⑳ 玄室奥壁
人物(地蔵?)･文字(文化
の文字か）

今

7J1I1宮ノ入横穴2号蕊 平塚市万田宮ノ入1137 玄案 人物 〃

抄 6号墓 今 令 幾何学文 今 須恵器(杯）

7号染み 今 〃 幾何学文？ 参 須恵器(杯鎧）

今 8号墓 ケ ⑳ 人物･盾?･他 少
須恵器（長頚

瓶)･鉄錐

城 111 横 穴 群 平塚市岡崎字城111 玄室天井 幾何学文？ 今
須恵器･馬具･金

環･人骨

杉久保士合横穴墓 海老名市杉久保1711-1他 玄室 抄

ケ谷横穴2号墓 横浜市緑区奈良町110 〃 人物･船･他 歩
須恵器･肝･跣鮭･36I)

耳環･がﾗｽｲ､玉

〃 3号墓 今 今 |扇状文 今

7号墓〃 今 今
鳥･'刈心円文・斜格子
文･放射状文

〃 刀子

新吉田四ツ家横穴2号墓 〃北区新吉田962 ケ 鹿?･梯子状文？ ク
土鱸･礎雛単･鯛,剛

肝･錨繊

稲荷前横穴B－3号蕊 〃港北区 玄室奥屍床仕切 線 歩

桂町過跡B地区横穴7号ま 〃戸塚区 玄室 水鳥 〃

中居丸山横穴A－2号墓 〃戸塚区鍛冶ケ町 〃 武器 参
鵤汕M魚

-1龍上月--$！

桂町横穴7号墓 〃戸塚区桂町 参 烏 歩

七石山横穴1号墓 〃戸塚区小菅ケ谷町 今 人物･武器 今

6号墓今 今 〃 人物 ク

多 12号墓 ケ 〃 船 〃

仲居丸山横穴A－1号墓 〃栄区鍛冶ケ谷345 ク 不明 〃
中執蝋A

－2罷胴-$！

羽根板取横穴3号墓 小田原11i羽根尾字板取195 〃 人物 ケ
#醗雅M食

1号段同一･力、



東京都

千葉県

9

横穴墓名 所在地 図文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土品 備考

羽沢付近横穴墓群中のl韮 足柄ド郡損町 玄室内壁 人物 線刻

農業試験場内横穴墓 足柄中郡二宮町 〃 仏像 参

横穴墓名 所在地 図文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土品 備考

熊ケ谷字カゴlll2区横穴2号墓 東京都町田市熊ヶ谷町 羨道部南壁 馬･人物 線刻 鉄鐡･人骨

横穴墓名 所在地 図文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土品 備考

押n横穴3号墓 茂原市大字押日字狸谷 玄室 人而？ 線刻

l11 崎横穴 1 号・ 墓 茂服市山崎 〃 家屋？ 今

〃 12号・墓 今 〃 家屋？ 〃

谷横穴墓群中の1基
茂原市北塚字堤前渋谷・字

白幡
秒 〃

南条横穴11号墓 "lllili南条東l1l 〃 人物 〃

外部田横穴甲号基 11i原1lj外出部字器井戸 少 人物･魚･烏 令

〃 乙号墓 歩 参 人物･鳥 多

大和、横穴墓群中の1基 市原11i大和田字緑岡 歩 人物 今

池和田横穴墓群中の1基 市原'li池和田字宮部田 歩 人物 歩

浅間台横穴3号墓 市原市上原浅間台 抄 人物 〃

内田横穴墓群中のl進 宮津市四大和字内lll･立畑 ク 〃

岩坂大満横穴I群1号墓 宮津市岩坂･大満 玄室･羨道 帆船･網？ 〃

岩坂大満横穴I群2号墓 〃 抄 船 参

岩坂大満横穴Ⅲ群3号墓 ケ ケ 馬?･五輪塔？ 参

亀田大作谷横穴1号墓 宮津市亀田 〃 人物?･馬?･船？ 〃

鴇谷東部横穴11号墓 長柄町大字鴇谷 玄室 人物･馬･鳥 〃

源六谷横穴6号墓 是柄町大字源六谷 〃 人物 ク

〃 7号墓 参 参 人物 〃

千代丸・力丸横穴3号墓 長柄町力丸籾ケ谷 参 柱？ 浮彫

今 6号墓 〃 参 家?･人物？ 線刻

" 12号墓 参 〃 家屋？ 〃

多 13号墓 〃 参 家？ 今

〃 16号墓 〃 今 家屋？ 〃

参 25号･墓 参 少 弓･刀･人物･弱 少

今 26号墓 〃 今 家屋？ 〃

〃 27号墓 今 今 家屋?･鳥･人物 浮彫･線刻



茨城県

福島県
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横穴墓名 所在地 図文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土品 備考

千代丸・力丸横穴28号墓 長柄町刀丸籾ケ谷 玄室 人物？ 線刻

多 30号墓 参 〃 家？ 今

〃 31号墓 抄 参 家?･鹿･船 浮彫･線刻

〃 32号墓 〃 〃 人物 線刻

〃 34号墓 今 〃 家屋？ 歩

〃 36号墓 〃 〃 棟木？ 〃

横穴墓名 所在地 図文のある場所 I叉|文の種類 施文の方法 出」 備考

権現111下横穴1号墓 水戸市国井町字椎現山 玄室 線刻
須恵器(提瓶）

土師器(杯）

〃 2号墓 〃 〃 楼閣･胃･連続三角文 参

幡横穴 6 号墓 常陸太田市幡町 〃 烏･船・三亜塔･寵?･他 今

" 11 号墓 抄 〃 孔雀･家・・蝿L､ﾄ?･人物 歩
玉翻(勾玉他)・須恵

器直刀･金環

高 貰 横 穴 墓 常陸太111市 今 〃

かんぷI)穴横穴2号墓 H立ili川尻町|-王町 〃 連続三角文･格子文･盾 線刻彩色

11号蕊〃 〃 〃
連続三角文・格子文．

府･艮方形
〃

参 14号墓 わ 〃 連続三角文 〃

多 17号墓 〃 今 斜行平行線 ケ

猫淵横穴9号墓 金砂郷町大字高柿字猫淵 今 人物. 線刻

横穴塞名 所在地 図文のある場所 I叉1文の種類 施文の方法 出土品 備考

中田装飾横穴墓 いわき市招ノ内字中田 参奥壁･側壁 並列三角文
線刻縁取り

後彩色
磯･直刀･郷･%M･"

溺恵静･鱸箪他

6C末頃

築造か

館 1I1 横穴6号墓 いわき'ij植田町飢1II 〃 渦巻文･馬(裸馬） 少

千代鶴横穴3号墓
いわき市常盤水野谷町字千
代鶴他

玄室右側壁 人物･弓(槍?)･動物 ケ

御台横穴A群5号墓 いわき市内郷御台･尚安場 玄室左側壁 人物･木の菜 参

満戸迫横穴A群7号墓 双葉町新山字満戸迫 玄室奥壁 人物 線刻

〃 Z群84号墓 〃 参 〃

岩＃|：迫横穴4号墓 双葉町大字測字岩井迫 〃 三角連続文 〃 土師器
中世の雛I

､，謝肚

上迫横穴6号墓 双葉町字上迫 今 家･倉庫 〃

稲荷迫横穴1号墓 双葉町大字中田字稲荷迫 今 人物･烏･家(船 今 須恵器片
7C頃

築造か

北目枇穴墓群中の1基 双葉町字北目 〃 今

船 蒲 横 穴 墓 鹿島町塩崎字船藩 疹奥壁･側壁 人物･鹿･樹木？ 線刻

大窪横穴3号墓 〃江垂字大窪 玄室奥壁
武人（甲冑を纏い、弓矢

をもつ)人物
今

今 10号墓 今 参 家屋？ 少



文祁

rlll.f.力､？
－

石川県

－

｜
’

｜
｜
｜
’

富山県

宮城県

地名表の注釈他

今回、宮崎県の地下式横穴墓について表中には記戦しなかった。別の機会に改めてまとめたい。

地名表作成にあたって、「装飾古墳」森貞次郎薪、「日本装飾古墳の研究」斎藤忠薪、「熊本県装飾占墳分布調査報告襟」熊本県教委編、「装
飾古墳の世界」国立歴史民俗博物館編、「出雲の横穴墓」山陰横穴墓研究会編などの地名表を参考に、現地調査や該当する各地の教育委員会へ
問い合わせ等を行い作成した。作成に当たって多くの研究者にご協力を噸いた。

※l C群中でB群1号墓と同様の線刻が調査で見つかっている。また同じ群中の2雌の閉塞石にも線刻があり、内l些については羨門から見
て内面に「＃」の線刻が確認されている。 以上は調査軒である美濃、氏のご教示による。

ll

古墳名 所在地 同文のある場所 I叉1文の穂類 施文の方法 出土品 備考

糖塚横穴3号墓 鹿島町北海老字岩穴前 玄室奥壁 家屋?(切妻を表現か） 線刻 直刀片
7C前半

築造か

下山根横穴1号・墓 楢葉町大字北川 今 卿 少

浪岩横穴A－9号墓 小高町泉沢浪岩 ク 人物 〃

地部池横穴2号墓 須賀川市大字滑川字十質池 玄室天井 文字?(屋根を表現?） 〃

横穴墓名 所在地 図文のある場所 図文の櫛類 施文の方法 出土IM

聖川寺山横穴3号墓 雄町聖川寺1I1
玄室奥壁･側壁・天

■
凸ｌ＃

船･格子文 線刻

〃 16号墓 参 〃 何 〃

法皇 111 29A号墓 加賀市勅使町 玄室奥壁･側壁 盾 陰刻 須恵器･土師器

出雲横穴 1号墓 志賀町出雲 参 葉？ 〃

印内ラントウ横穴1号墓 〃印内 玄室奥壁 菜？ 線刻

鈴内l山岸為重横穴5号墓 珠洲市若山町鈴内 ケ

’

|格 子月 参

岩坂藤瀬1I1横穴1号墓 〃岩坂町 玄室奥壁･天井 船･人物 〃

岩坂向林横穴1号墓 〃 玄室奥壁 束木？ 〃 直刀

今 2号墓 ケ 今 参 参 須恵器･土師器

岩坂塚亀横穴8号墓 今 今 〃 〃

横穴墓名 所在地 同文のある場所 図文の種類 施文の方法 出土品 備考

富山県江道横穴27号墓 高岡市江道字間宮 羨道入口側外壁 線刻 人骨
7C頃

築造か

横穴墓名 所在地 同文のある場所 同文の種類 施文の方法 出土品！ 備考

高岩横穴18号墓 鹿島台町56番屋敷 玄室 珠文･船･動物 線刻彩色

追戸A地区横穴1号墓 桶谷町追戸 今 ｢大｣の文字 線刻
須恵器片

馬具(轡片）

矢本横穴28号墓 矢本町矢本字~上沢目 〃 同心円文 歩
玉類･刀子･鉄鐡

直刀･その他

混内山横穴6号墓 三本木町蟻が袋挽内1l1 多 〃

〃 7号・墓 ケ 〃 参

蜂谷森横穴墓 小牛田町北浦字蜂谷稗 〃 武器？ 線刻彩色？



かまと'

竈門寺原遺跡出土土器の蛍光X線分析

三辻利一

長谷部善一

はじめに

阿蘇山外輪山に源を発する菊池川は流域に多くの沖積平野、河岸段丘を形成し遥か昔から多くの人々

にその肥沃な恩恵を与えてきた。その歴史は、旧石器時代から現代まで途切れることなく、連綿と受け

継がれ現代にいたる。

今回は、竈門寺原遺跡A区で検出した、1号墳出土の須恵器及び土師器の胎土分析結果を示し、竃門寺

原1号墳の性格について考察する。

第1部

1 地理的環境

篭門寺原遺跡は、菊池川中流域に位置し、行政区分では玉名郡菊水町大字寺原に所在する。菊池川は、

山鹿市を抜けた地点から菊水町北部で大きく蛇行し、竈門地区にて南に流れを変え沖積平野である玉名

へ向い有明海に注ぐ。（第1図）

蕊鐙議蕊識蕊#懇
潔聾

塵望
＝も承-4

諺甑

雀

第1図竃門寺原遺跡周辺古墳時代墳墓分布図
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表1 篭門寺原遺跡周辺古墳時代墳墓地名表

備考

旧石器～古墳時代

円墳・箱式石棺
前方後円墳・家形石棺

円墳・横穴式石室

指定種別所在地遺跡名号鴎
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
哩
田
皿
晦
泌
Ｗ
鴫
的
加
劃
躯
詔
型
妬
茄
”
銘
酌
鋤
剖
詑
調
誕
弱
鏥
諏

地

菊水町大字竃門字寺原
〃 大字竃門字天御子

参 大字高野字古閑
〃 大字江田字中道
〃 大字江田字中小路
〃 大字江田字中小路

参 大字江田字皆行原
〃 大字江田字土喰

〃 大字江田字清原
〃 大字江田字清原

〃 大字江田字清原
〃 大字江田字清原
〃 大字瀬川字白石
〃 大字瀬川字白石
〃 大字江田字馬場
〃 大字瀬川字中原
〃 大字瀬川字白石・本村

〃 大字下津原字東
〃 大字大屋

′大字久井原字高野
〃 大字内田字古閑
〃 大字内田字浦田浦
〃 大字内田
〃 大字久米野字千が谷

〃 大字江田字皆行原

〃大字江田字氏無
〃 大字原口字浦谷
〃 大字瀬川字白石
〃 大字瀬川字長力
〃 大字瀬川字北原
〃 大字瀬川字うぐいす原

〃 大字瀬川字中原
〃 大字江田字寺lll
〃 大字江田字寺山
〃 大字江田字牧野

参 大宇久井原字傾成が塔

〃 大字瀬川

磁門守腺遮朔、

尺御子山古墳
笥野古閑古墳
皆宮古墳
皆宮舟形石棺
工田穴観音古
尺神平石棺墓
士喰箱式石棺

京塚古墳
工田船山古墳
蕊空蔵塚古埴
家坊主古墳
青水原家形石
唖塚古墳
大久保舟形石
11原北池の本
勝山古墳
下津原東三獺
大屋横穴墓群

久井原高野横
勾田古閑横穴
ﾒﾘ田深田浦椴
勾田今城横穴
久米野千が谷
皆行原狸が揃

公ご横穴墓淵
'甫谷とんごll.

隆坂横穴墓
艮力横穴墓
作喧織‘方童謝

磁門守腺遮朔、

尺御子山古墳
笥野古閑古墳
皆宮古墳
皆宮舟形石棺
工田穴観音古
尺神平石棺墓
士喰箱式石棺

京塚古墳
工田船山古墳
蕊空蔵塚古埴
家坊主古墳
青水原家形石
唖塚古墳
大久保舟形石
11原北池の本
勝山古墳
下津原東三獺
大屋横穴墓群

久井原高野横
勾田古閑横穴
ﾒﾘ田深田浦椴
勾田今城横穴
久米野千が谷
皆行原狸が揃

公ご横穴墓淵
'甫谷とんご'1．

隆坂横穴墓
艮力横穴墓
作喧織‘方童謝

県指定史跡

国指定史跡

清原舟形石棺を含む
前方後円墳・家形石棺
前方後円墳
前方後円墳・装飾古墳

国指定史跡
国指定史跡

国指定史跡

家形石棺

星群

洋
墓群

洋
穴墓瀞
舎･奮報

星群

洋
墓群

洋
穴墓瀞
舎･奮報

県指定史跡
装飾横穴墓

1-1腺ホーンM画弥

芋山宮の東横穴墓
寺山小原坂横穴豊
交野横穴墓

項成が塔石棺墓關
公坂古墳

1-1腺ホーンM画弥

芋山宮の東横穴墓
寺山小原坂横穴豊
交野横穴墓

項成が塔石棺墓關
公坂古墳

遺跡の標高は海抜25m前後の狭い河岸段丘上に位置しており、背後に洪積台地が迫り、台地上に向かっ

て緩やかな傾斜が見られる。

2竈門寺原1号墳について

今回の調査区のなかでは、一番南に位置する調査区である。（第2図）

この調査区のすぐ下には、菊池川に伴う、湿地帯が深く台地の中に入り込んでおり舌状地を呈してい

る。河川改修以前は、この地まで水が流れ込んでいた事がこの地形から判断される。

南端が舌状に飛び出したA区は、周りからの比高差が約7mから8mあり菊池川から見ると大きくせ

り出しているように見える。

この調査区において1号墳は検出された。墳丘はすでに削平を受け、主体部痕跡と周溝のみであった。

（第3図）

1号墳は、周溝外径で13.5mを計る円墳であり陸橋部中心を通る主軸方位は、S-39o-Eを測る。主体部

は、石棺石材、遺物とも石棺掘込みのなかにわずかに残されていた。周構内からは、須恵器・土師器と

も良好な状態で検出できた。

この遺跡では、1号墳以外にも円墳が2基確認されているがここでは詳しく触れないので調査報告書

を参照して頂きたい。

14
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第2図遺跡周辺地形図
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3遣物

主体部は、削平を受けたときと思われるが石棺石材とともに撹乱を受けていた。しかし、調査時点で

撹乱の土が底部に近いところの土とほぼ同じ土であることと、時期差がみられる遺物が混入していない

事などから出土した須恵器・土師器については、1号墳出土遺物として扱う事とした。

I 須恵器（第4図）

須恵器は主に、主体部掘込みから石棺石材とともに個体数にして3点、周溝内から1点、 計4点出土

している。

腿（1）

周溝内からの出土である。口縁部は緩やかに外反する頚部を持ち、口縁下部に1条の突帯が巡らされ、

頚部下部と胴部上面に接する間に波状文が見られる。

また、胴部の最大径に当たる部分にも上部波状文より細かい同様の文様が施されている。

底部は欠損しているが丸底であったと推定される。

、
＃

’4 1

姉'

皇
〃

》

鐵

、

》

第3図 1号墳遺物出土地点
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表2 1号墳出土器観察表

須恵器

土師器

小型丸底壷（2）

口縁部は、頚部より直で立ち上がり、短部はわずかに外半する。頚部中央に1条の突帯が巡りその直

下で胴部に向かってくびれている｡胴部最大径は上部に位置している。底部は欠損しているが丸底であっ

たと推定される。胴部外面には、回転ケズリによる成形痕跡が残る。

透かし付き樽型躍（3）

1承3程度の破片からの復原である。中央部に容器としての区切られた部分が有り、両端に装飾と思わ

れる透かしがある。透かしは製作過程のなかの半乾き状態時に鋭利な刃物によって外面から内面に向

19

恥 器種 出土地点 法最 色調 胎士 調整

1

，
－

3

4

腿

小型丸底壷

透かし付き
樽型曜

樽型睡

周溝部

主体部一括

主体部一括

主体部一括

口径
器高

最大胴部径

口径

器高

最大胴部径

口径

器高
横幅

口径
器高

横幅

7.7cm (復）
10.6cm (復）
11.4cm (復）

9.6cm (復）
14.0cm (復）
14.1cm (復）

9.2cm (復）
19.3cm (復）

.8cm (復）

不Iﾘ1

17cm (復）
26.9cm (復）

明灰色(内外面とも）
外面に自然釉付着

外：黒灰色
内：暗灰色

外：暗配色

内：明灰色

外：暗灰色
内：明灰色

細砂粒を少量含む

小砂粒を少量含む

小砂を少量含む

砂礫を少過含む

外一回転ケズリ
内一へラ削り調整

外一カキ目調整
内一へラ削り

外一価I転ケズリ
内一回転ケズリ

外一回転ケズリ
内一回転ケズリ

恥
一
一
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
－
ｕ
ｌ
哩
一
過
一
Ｍ
｜
喝
一
随
一
Ⅳ
｜
肥
一
四

器種

杯

杯

杯

杯

杯

杯

杯

小型丸底壺主

体部一括

小型丸底壷

小型丸底壷

高杯･杯部

高杯･脚部

術口縁部

複合口縁部

壷？甕？

出土地点

周溝部

周溝部

周瀧部

周満部

周溝部

周溝部

周溝部

口径
器高

周溝部

主体部一括

主体部一括

主体部一括

周溝部

周瀧部

周溝部

法

口径

器高

13.2cm

6.2cm

口径
器高

15．8cm

5.5cm(復）
口径
器高

15.0cm

4.9cm

口径

器高
15.0cm

5.7cm(復）
口径

器高
14．9cm

5.4cm (復）

口径

器高
14．3cm

5.2cm (復）

I~1径
器高

14．6cm

5.6cm (復）

胴部最大径
９
９
９

6cm

5cm (復）
9cm

口径
器高

胴部雄大径

9．7cm

7.3cm (復）
10.0cm

口径

器高

胴部最大径
(復）

Ⅲ
、
ｍ

ｃ
ｃ
ｃ

２
３
３

●
●
●

０
０
２

１
１
１

底部最大径 14.1cm

口縁部最大径 19.4cm

口縁部最大径 .lcm

色調

外
内

茶褐色

茶褐色

外
内

謝
謝

褐色
褐色

外
内

謝
謝

褐色

褐色

外
内

身
謝

褐色
褐色

外
内

謝
謝

褐色

褐色

外
内

茶褐色

茶褐色

外
内

謝
謝

褐色
褐色

外：茶褐色
内：茶褐色

外：茶褐色
内：茶褐色

外：茶褐色
内：茶褐色

外
内

茶褐色
茶褐色

外
内

茶褐色
茶褐色

外
内

茶褐色
茶褐色

外
内

茶褐色
茶褐色

外
内

茶褐色
茶褐色

胎土

砂粒･長石を少量
含む明燈色

砂粒･長石を少量
含む明燈色

砂粒･長石を少量
含む明燈色

砂粒･長石を少量

含む明燈色

砂粒･長石を少量
含む明燈色

砂粒･艇石を少量
含む明燈色

砂粒･長石を少量
含む明燈色

小石･長石を多く
含む

砂粒･長石を少量
含む

小石･長石を多く
含む

砂粒･長石を少鼓

含む明燈色

砂粒･長石を少最
含む明燈色

砂粒･長石を少蝕
含む明燈色

砂粒･長石を少量

含む

砂粒･長石を少量

含む

調整

内外面ともﾖコナデ

内外面ともﾖコナデ

内外面ともﾖコナデ

内外面ともﾖコナデ

内外面ともﾖコナデ

内外面ともﾖコナデ

内外面ともﾖコナデ

外面は縦ナデ
内面はﾖコナデ

外面は縦ナデ
内面はﾖコナデ

外面は縦ナデ
内面はヨコナデ

内外面とも丁寧な
ﾖコナデ

外面は脚部で外方1句に
丁寧なナデ

外面は縦方向にナデ
内面は削りが見られる

内外面とも丁寧な
ﾖコナデ

外面は縦方向にナデ
内面はﾖコナデ



かつて切り込まれ、それぞれ両側に10ヶ所（推定）ずつ施されている。

器面には、中央（樽：容器）部分に一単位6本の波状文が3列、透かし部分に、同じく波状文が5列

施されている。透かし部分との境界には、沈線による区画がなされている。

中央樽部分と透かし部分との間には、板状の間仕切りがあり中央部が容器として使用できる状態とさ

れる。透かし部分を横から見たところでは、中央に縦に透かしが入り、直行するように2ケ所横透かし

が入るとともに、小さく斜めから4ヶ所切り込みが見られる。さらに、横透かしと平行するように刺突

文が4ヶ所施されるc

樽型臨（4）

1／3程度の破片からの復原である。胴部は、中央部から両サイドに向かって緩やかに狭くなり中央か

ら3本目の沈線で端部に向かって急に絞られていく。端部は、突帯状に1状巡る。注ぎ口を中心に左右

に3ヶ所ずつ沈線で区切られた範囲が見られ、一単位それぞれ、中央部寄りから3．4．3本の波状文が5．

4．4本ずつ施される。

Ⅱ土師器（第5図）

土師器は総数15点出土し、うち主体部から小型丸底壷2点、高杯2点、周溝部から、杯、壷、複合口

縁土器、小型丸底壷が10点出土している。

小型丸底壷（12～14）

8･10は、内面に一部輪積み痕跡を残しているが、それ以外はナデ調整により丁寧な仕上げとなってい

る。表面は、ナデ調整の後、刷毛目による器面調整が行われている。

高杯（15.16）

脚部のおもての器面調整は細かい研磨が施されており、端部近くでは、刷毛による調整痕跡が残る。

杯（5～11）

すべて周溝部からの出土である。口縁部で直行する短部を持つものと、やや外半するものと2タイプ

ある。口唇下部で刷毛目調整のあと、よこナデが施されているものと分類される。

壺形土器（17）

口縁部のみの出土である。口縁端部で一条の突帯が巡り、ナデによる成形が施される。頚部には刷毛

目調整後、ナデ調整が行われているが一部に刷毛目が残る。

複合口縁壺（18．19）

口縁部頸部で一条のゆるい張り出しが見られる口縁端部付近でやや厚みが増しており、胴部にかけて

緩やかに狭くなっている。

胴部は、表面に刷毛目が残り内面は、ナデによる調整痕が見られる。

4蛍光X線分析を実施するにあたって

出土資料を一部破壊し、化学分析を実施するにあたり現在でもそのやり方には賛否両論がある。破壊

せずとも、分析値が導き出せる方法が開発される可能性は将来開発されるだろうが、現在その方法が確

立され最も妥当なデータを持つのがこの蛍光X線分析である。

蛍光X線分析とは実際にどのような分析方法で、どのような結果が得られ、どの程度の試料が必要な
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のかを知るため、今回は直接、三辻利一教授の研究室へ資料を持参し試料採取を行い、分析方法につい

てお話を聞く機会に恵まれた。

今回分析を実施した試料数は、l号墳出土の須恵器・土師器の総数19点である。

須恵器

このなかでは特異な形をした「透かし付き樽型睡｣、色調・形も明らかに朝鮮半島のものか福岡県朝倉

地方における初期須恵器窯からの資料と考えられる「小型丸底壷」の産地同定を主眼とし、その他の資

料について、生産地の同定が考古学的見地からと化学分析からの見地に一致点が見出せるか試みとして

行った。

須恵器について、考古学的見地からは第4図1及び4について、明らかに大阪陶邑出土のI形式の古

い段階の須恵器であると思われ生産地は「陶邑古窯跡群」と判断した。

1の腿は、胴部の最大径が肩部よりやや下がり、併せて、口唇部下の突帯部の緩やかな形等から、 I

形式3か4段階ではないかと推定される。

また､4の樽型腿は、製作時期判断の参考にされている「一般に体部のふくらみが少なく横に長い形態

から、次第に中央部が膨れて体部の短いものに変化する傾向が認められる｡」という特長が見られないこ

と、端部成形の成形手法等から1とほぼ同時期の資料であると判断される。

3については、口縁部の立ち上がり及び頸部の一条突帯、焼成及び胎土の表面観察について、1 ．4と

ほぼ同じと判断したが、器形については例が見られなかったため、陶邑産ではないかという消極的な意

見に留めている。

その後、陶邑出土資料を実見させて頂き比較観察したが1 ．4の須恵器について、 I形式3．4のTK

216･TK208形式と想定される。

3は色調・胎土・焼成・器形など、1．3．4の須恵器とは違いが多く、陶邑古窯跡群の資料を実見した

限り違うと判断された。

その後、朝倉地方（小隈窯跡・山隈窯跡）の資料を実見した結果、陶邑以外で作られた初期須恵器か、

朝鮮半島から持ち込まれた陶質土器と想定した。

九州大学考古学研究室の調査で出土し、報告されている資料で類似する資料があり朝倉地方の須恵器

であると思われたが、最後まで朝鮮半島の陶質土器の可能性も捨て切れなかった。

土師器

須恵器と違い、土師器については表面観察では形式の違い、焼成の違い等が見出せず、すべて一括資

料として扱った。このなかから何がわかるか、何が出来るか見当もつかなかったが、須恵器と同時に分

析実施しその可能性を探った。

以上の観察結果をふまえ、蛍光X線分析を三辻利一教授に依頼し、次のような結果が示された。

21



第2部

蛍光X線分析について

1 はじめに

古代土器の産地推定法の開発研究は窯資料出土須恵器の分析から出発した。全国各地の窯跡から出土

した数万点の須恵器片を蛍光X線分析法で分析した結果、K、Ca、Rb，Srの4元素が特に有効に地域

差を示す元素であることが見つけられた。窯間の相互識別は定性的にはK-Ca分布図やRb-Sr分布図

でもできるが、定量的には2群間判別分析法という統計学の手法が適用される。

この方法を適用するためには、考古学的にも、また、元素分析のデータからも、いくつかの産地候補

を選ばなければならない。この中から任意に2つの母集団を選び出して2群間の判別分析法を適用するの

である。その際、窯または窯群の領域を決定するために、ホテリングのT検定が応用される。こうして

決められた各母集団の領界は古墳出土須恵器にとっては母集団への帰属条件となる。

この条件を満足する母集団が産地と決定される。

この方法を窯跡の数が少ない初期須恵器に適用する場合には、在地窯と陶邑群間の2群間判別分析が

有効であることが示されている。この方法によって、全国各地の古墳から陶邑産の須恵器が検出されて

いる。これに対して、各地に見つけられている少数の地方窯の製品はほとんど伝播せず、地方窯周辺の

古墳にしか検出されていないことも分かった。

本報告でも、篭門寺原遺跡から出土した初期須恵器についてはこの方法が適用された。

他方、弥生土器や土師器などの窯跡が残っていない土器については直接、須恵器の産地推定法を適用

する訳にはいかない。しかし、地域差を示す因子として提示されたK、 Ca，Rb、Sr因子は人為的なこ

とが原因で地域差を表している訳ではない。粘土のもつ科学特性は母岩が支配する。

つまり、地質的なものが原因となって地域差を表しているのである。そうであれば、同じ地域で産す

る粘土を素材として製作した土器の分析地はよくそろうはずである。逆に言えば、土器胎土を分析して

分析値がよく合えば、同じ粘土を素材として作製した土器であると判断できる。

これまでの土器や粘土の分析データを見る限り、同じ化学特性をもつ粘土はそんなにいくつもある訳

ではない。また、古代窯業では粘土や燃料を求めて窯を設定しており、破損品も多く、よくできた製品

を供給するのが一般的で、粘土そのものを運んだという証拠は出ていない。これが窯跡出土須恵器の分

析結果の一つの結論である。

本報告では、竜門寺原遺跡から出土した土師器胎土は器種によって異なるかどうかという観点から

データを解読された。

2分析方法

蛍光X線分析は表面分析である｡試料表面の数十分の1mmといったごく薄い表面の分析データをもたら

す。したがって、表面を含めて均質と考えられる試料を作製することが必要である。そのために、土器

試料の表面を研磨して付着汚物を除去してから粉砕する。

勿論、粉末試料であるから溶液のように均質試料という訳にはいかない。近似的に均質試料と考えら
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れる試料を作るためには、出来るだけ細かく粉砕するとか、あるいは、入射X線に対して表面を大きく

とって試料の不均質性を目立たなくするとかの工夫が必要である。

しかし、無限に細かく粉砕するとか、試料表面を大きくとることはできない。筆者（三辻）は適宜、

100メッシュ以下、内径10mmの試料で分析を行っている。この条件で本研究の測定は十分である。1基の

窯または1つの窯群からの試料を50～100基程度分析すると、母集団のばらつきはよく分かるが、そのば

らつきの大きさは上記の条件が測定したときの本装置のもっぱらつきの20～30倍は大きい。自然の産物

はそれほど大きくばらついているのである。

したがって、本装置はこのような自然の産物を分析し、その特性を把握するためには、2，3点の分析

データからは十分な情報を引き出すことはできない。

そのために、本装置は迅速分析ができ、かつ、完全自動分析ができることが必要なのである。

筆者（三辻）の使っている装置（理学電気製波長分救型スペクトロメータ、3270型機）では、1試料に

つき、K、 Ca，Fe、Rb，Sr、 Naの6元素を約7分で測定する。そして、同時に48試料が搭載できる

自動試料交換機が連続されており、約5時間30分で全試料の測定を完了する。

48試料中の1個は必ず標準試料（岩石標準試料JG-1)である。 JG-1は定量分析のための標準試

料であるとともに、蛍光X線強度が一定であることを確認するためのモニターとしての役割も併せて持

つ。したがって、通常、1日に47試料、1ケ月で約1.000試料、1年間で約12.000点の試料が分析できる訳

である。

古代土器の産地推定法の開発研究にはこのような能力をもった分析装置が必要なのである。

3分析結果

今回分析した資料の分析値は､表1にまとめられている｡全分析値は同時に測定した岩石標準試料JG-

1の各元素の蛍光X線強度を使って標準化した値で表示されている。この値から％やppm濃度への変換

は容易であるが、通常、データ解析は標準化値を使っておこなわれているので、ここでは標準化値によ

る分析値を示しておいた。

はじめに、須恵器の分析値データから説明する。これらの分析値を計算式に入れて直ちに産地を推定

することは目下のところできない。まず、考古学者による須恵器の推定年代から産地候補となる窯、 ま

たは窯群を選択する。

今回分析した4点の須恵器は初期須恵器であるから、産地候補となるのは朝倉窯跡、神籠池窯、新貝

窯、それに大阪陶邑窯跡群である。

この中から、さらに有力候補となる窯群はRb－Sr分布図やK-Ca分布図でしぼられる。図1，2に

はRb-Sr分布図とK-Ca分布図を示してある。これらの図には神龍池領域や新貝領域は示していない

が､これら4点の資料は全く対応していないので、これらの窯は産地候補としてははずされる。したがっ

て、朝倉群と陶邑群が産地候補として残される。

第6図（表1，2）をみるとNo.2の小型壺はともに朝倉領域に対応しており、朝倉群産と推定される。

他方、No.1の腿とNo.4の樽型睡は陶邑領域に分布しており、陶邑群産と推定される。
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表2須恵器K-Ca分布図表1須恵器Rb-Sr分布図
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表3 分析値

表3を点検するとNo.1，4は全因子でよく似ており、同一窯での製品と推定される。No.3の透かし付

き樽型腿は朝倉群産でないことは明白である。問題は陶邑領域に入るかどうかである。

このように微妙なところに分布した資料の産地については保留しておく方が無難である。無理して産

地を決定する必要はないからである。

結論として、竃門寺原遺跡からは陶邑群と朝倉群の製品と推定される初期須恵器が出土したことは明

らかである。

次に、土師器の分析データを説明する。第6図（表3，4）にはRb-Sr分布図とK-Ca分布図を示

す。明らかに3つのグループに分かれることが分かる。この分類結果は表lにも示されている。

さらに、第6図（表5）にはNa因子を比較してあるが､3つのグループはNa因子でも明らかに異なる

ことを示している。かくして、 I群とⅡ群は全く別胎土であり、別々の場所で作られ、竃門寺原遺跡へ

供給されたものと推定されている。しかも、興味深いことには、 I群はすべて杯であり、Ⅱ群は小型丸

底壷と高杯である点である。このことは少なくとも、器種によって、素材粘土を使い分けていたことを

示している。

通常、同一場所では1種類の粘土しか使わないから杯と小型丸底壷・高杯とは別々の場所で作られて

いたものと推察される。

また、No.18の複合口縁壺もI群、Ⅱ群の土師器胎土とは異なることは明白である。これ1点のみが異

質の胎土である可能性をもつ。どこからの搬入品かは目下のところ不明である。なお、No.17の壺型土器

口縁とNo.19の複合口縁壷胴部はともにI群に分類されているが、図3から分かるように、他のI群の杯

とは少し離れて分布しているところから、異質の胎土である可能性もあるが、ここではI群と分類して

おく。

仮に、これら2点の土師器が他の杯とは胎土が異なっていても、化学特性が比較的類似しているとこ

ろから、同じ地域内の別の場所の製品であろう。そして、No.17とNo.19は全因子で非常によく似ている
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鯏鰐｜ 種別 器 種 K Ca Fe Rb Sr Na 区分

1 須恵器 凪 0．5．09 0．149 0．05 0.611 0.305 0.319

2 今 小型壷 0．329 0 426 0 81 0 307 0 332 0 224

3 今 透かし付き樽型肱 0 306 0 041 2 50 0 424 0 135 0 093

4 〃 樽型睡 0 499 0 132 2 19 0 613 0 331 0 362

5 土師器 杯 0 394 0 455 3 39 0 443 0 662 0 279 I群
6 〃 〃 0 399 0 455 3 51 0 412 0 652 0 264 参

7 〃 〃 0 397 0 478 3 45 0 456 0 667 0 289 〃

8 ク 参 0 350 0 428 3 36 0 407 0 637 0 249 〃

9 〃 〃 0 393 0 491 3 44 0 381 0 696 0 265 〃

10 〃 ケ 0 393 0 439 3 45 0 398 0 673 0 265 〃

ll 今 〃 0 367 0 485 3 30 0 392 0 679 0 268 〃

12 抄 小型丸底壷 0 399 0 310 3 79 0 392 0 463 0 208 Ⅱ群

13 〃 参 0 334 0 304 3 78 0 343 0 424 0 224 参

14 〃 〃 0 418 0 344 3 36 0 348 0 487 0 232 〃

15 ク 高杯 0 335 0 277 3 45 0 352 0 418 0 195 参

16 〃 高杯（脚部） 0 328 0 252 3 28 0 334 0 399 0 194 参

17 〃 壷形土器（口縁部） 0 412 0 436 3 96 0 525 0 765 0 270 〃

18 〃 複合口縁壺 0 228 0 671 4 71 0 191 0 483 0 176 参

19 〃 複合口縁壷（胴部） 0 410 0 463 4 01 0 552 0 757 0 275 〃



ところから、同一場所で作られた土師器と推定される。

このように、竜門寺原遺跡の初期須恵器は外部地域からの搬入品であったが、土師器も土器形式（器

種）により、別々の場所からの供給品であると言う点も興味深い。

どこからの供給品であるかは目下のところ分からないが、今後、同時期に作られた周辺の古墳のなか

に、これらと同じ粘土をもつ古墳があるかどうかが問題となる。

もし、同じ胎土をもつ土師器がほかの古墳から出土することがわかれば、それら古墳の被葬者の間に

は何らかの関係があることになり、興味のある話題を提供する事になるだろう。

三辻利一

まとめ

竈門寺原1号墳から出土している須恵器のなかで「樽型刷は他の須恵器に比べて製作年代が限られ

る資料である。陶邑において、いわゆる初期須恵器と呼ばれる段階から見られその製作年代はI形式内

とされている。さらに、全国的に陶邑産須恵器が出土している地域では、ほぼ普遍的に確認されている

資料であり地域的に偏りがあるものではないため資料の比較として利用できる。

まず、竃門寺原1号墳で確認された須恵器を陶邑編年にあてはめてみると､瞳(1)樽型腿(4)は、製作手

法、器形成形手法などからTK-208 (I形式3段階）の資料と見て良いだろう。生産地についても、これ

を裏付けるように、蛍光X線分析結果においても陶邑領域の範嬬で捉えられている。

しかし、透かし付き樽型腿は、陶邑領域の端に位置しているため(1)，(4)の須恵器ほど明確に陶邑産と

するには三辻も慎重な取り扱いをしている。制作手法、焼成、色調どれをとっても陶邑産と見てとれる

が今後の新出資料の増加を待ちたい。3の小型丸底壷について第6図（表1，表2）で福岡県朝倉地方の

初期須恵器窯の領域中に含まれる。この朝倉産須恵器は、陶邑古窯跡群I形式の3段階以前の資料とさ

れ伽耶系須恵器の影響を強く受けた「定型化される以前」の須恵器とされ、福岡県甘木市池ノ上・古寺

墳墓出土資料などに含まれる陶質土器とは区別して独自の一群の須恵器と現在までに知られている。今

回の分析結果は資料を考古学的見地から分析前に観察した結果を一部裏付けた内容となっている。

これら須恵器の制作年代は、朝倉地方の初期須恵器窯である小隈窯跡、山隈窯跡の操業時期が5世紀

前半のいわゆる陶邑古窯跡群の操業開始時期とほぼ同一時期に比定されており、またこれら3窯跡のう

ち小隈窯跡の近年の調査結果から「定型化した須恵器」が発見されていないことなどから、5世紀後半に

なると操業していないことなど、古墳時代中期（5世紀前半から中葉）の時期が考えられ、先に示した

陶邑古窯跡群I形式3段階の編年時期とほぼ合致する。

さらに、土師器については第6図（表3，表4）の結果から表面観察では予想もしなかった結果が示

されている。胎土の違う器種が器形により分けられており (I群:5～11，Ⅱ群: 12～19)生産地の違い

か、素材粘土の入手先の違いかが問題となってくるが、ここにおいても新出の資料の増加を待ちこの地

域の土師器生産・交流の課題としていく必要がある。

以上、分析結果と考古学的観察結果について記したが、これらの資料を江田船山古墳出土資料と比較

し遠く運ばれてきた須恵器について朝倉産・陶邑産の須恵器を比較する。
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竃門寺原1号墳の南1.5kmに位置する江田船山古墳は、現在まで小林行雄らによって出土須恵器の形

式・装飾品のセット関係から5世紀後半とされていたが、近年、田辺昭三、中村浩による大阪「陶邑

古窯跡群」発掘調査以後、ほぼ確立された須恵器編年のなかで論じられるようになってきた。

1985年には熊本県教育委員会による発掘調査も行なわれ周溝部や封土から埴輪や須恵器、土師器等が

多数出土されている。これら出土遺物から船山古墳の築造年代はTK23式からTK47式と考えられ、Ⅱ

形式へ移行する直前の資料してとらえられる。このことから、船山古墳出土須恵器は、竃門寺原1号墳

と比較すれば陶邑編年のなかで2形式の時期差が見られ後出する古墳といえる。

竈門寺原1号墳

現在まで知られている朝倉産須恵器の分布領域に熊本地方は含まれておらず、陶邑産須恵器と同時に

出土する資料として今後、検討課題となろう。

いままで、出土資料について主に須恵器を中心として見てきたが土師器資料について、塚原古墳群の

なかで示されている土師器編年案で杯の特徴から、やはり5世紀中頃にあてはまるとみて良いであろう。

県内の土師器編年については、更に今後資料整備を行い、細かな編年案を示す必要性が急がれている。

以上見てきたように、樽型睡それも古様式を呈している須恵器が陶邑産であることが考古学以外の手法

で確認されたことと、同様に朝倉産の須恵器も検証されたことなど蛍光X線分析結果から多くの収穫が

あった。

今回は触れていないが、竃門寺原1号墳主体部である家形石棺（痕跡及び石材のみ確認）と船山古墳

の家形石棺について検討が必要である。

今回、蛍光X線分析を行なって頂いた三辻利一先生にはこの原稿の発表が大変遅れたことを心からお

詫び申し上げつつ感謝申しあげる次第である。（1998.2）
みつじ ごしかず

三辻利一：奈良教育大学教育学部古文化財学科教授
はせくよLかず

長谷部善一：熊本県立装飾古墳館
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八
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ら
る
（
真
覚

寺
過
去
帳
）

留
教
、
八
月
二
五
日
残
、
六
一
才

一
○
年
平
山
専
念
寺
法
中
講
の
節
、
来
民
町
祐
閑
寺
の
仲
裁
で
法
中
と
の
和
議
な
る

一
一
月
二
九
日
、
当
寺
住
職
に
就
任
、
二
月
南
島
よ
り
楼
門
移
転
竣
工

川
沿
村
光
教
寺
徳
永
泰
仁
師
二
女
（
二
四
才
）
入
寺
、
仁
愛
坊
守
と
な
る

七
月
七
日
、
中
富
村
光
傳
寺
本
堂
並
び
に
仏
具
譲
渡
を
決
定

一
二
月
、
当
寺
大
梵
鐘
他
金
属
製
仏
具
類
を
供
出

桑
原
宗
因
師
死
去
に
つ
き
、
真
覚
寺
一
七
世
住
職
・
仁
愛
を
来
民
町
祐
閑
寺
兼
務
住
職
に
登
記
。

五
月
三
○
日
、
住
職
。
北
支
山
東
省
経
南
渡
海
承
認
を
受
く

旧
庫
裏
の
取
り
壊
し
と
、
庫
裏
一
○
畳
二
間
の
母
屋
、
お
よ
び
厨
房
の
立
替
え

五
月
八
日
真
覚
寺
の
宗
教
法
人
規
則
認
定
（
認
第
二
一
四
五
号
）

西
側
隣
接
地
を
境
内
地
と
し
て
購
入
登
記

本
尊
御
箔
替
え
、
内
陣
の
荘
厳
工
事

境
内
地
と
し
て
、
門
前
土
地
（
二
二
、
四
坪
）
を
山
鹿
市
よ
り
購
入
、
五
月
九
日
登
記



■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
Ｉ
６
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■

大
正
二
年
一
一
九
二
二
年

大
正
七
年
一
一
九
一
八
年

秘
曄
玩
艸
一
一
地
一
二
脚

Ｃ
二

○
五

EI n召

職 月陀
一制

Ｃ
Ｈ

侭
可
戎

J O1"EL

０
ゞ
二
も

刀
一
七嬢｜賀

1 級

墓
地
の
魎

堂
を
新
設

群
決
に
至

教。に
ー

ら て

30

正 大 治
時
代

元
号
年
代

西
暦

一
四
世
智
照

（
兼
住
）
覚
照

（
兼
住
）
法
道

歴
代
住
職
名

事
項
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明 代 時 戸 江

明
和
二
年

安
永
元
年

天
明
三
年

寛
政
七
年

文
化
二
年

文
政
八
年

文
政
一
○
年

文
政
一
二
年

天
保
四
年

天
保
年
間

二

四
一一一

弘
化
元
年

嘉
永
二
年

刀
延
元
年

文
久
三
年

元
冶
元
年

慶
応
四
年

明
治
三
年

明
治
五
年

明
治
一
○
年

一
七
六
五
年

一
七
七
二

年

一
七
八
三
年

一
七
九
五
年

一
八
○
五
年

一
八
二
五
年

一
八
二
七
年

一
八
二
九
年

一
八
三
三
年

一
八
四
四
年

一
八
四
九
年

一
八
六
○
年

一
八
六
三
年

一
八
六
四
年

一
八
六
八
年

一
八
七
○
年

一
八
七
二
年

一
八
七
七
年

（
九
世
）
不
明

一
○
世
誓
鎧
（
養
子
）

一
一
世
最
勝

一
二
世
寂
静
（
養
子
）

一
三
世
法
英
（
貫

真
覚
寺
の
手
水
盤
銘
「
奉
寄
進
南
嶋
邑
中
野
町
御
講
中
明
和
二
年
乙
酉
稔
一
二
月
吉
祥
日
」

（
室
は
壽
英
当
山
生
ま
れ
）

「
真
覚
寺
真
宗
寺
地
年
貢
地
湯
町
光
専
寺
末
寺
。
寛
永
一
八
年
二
改
メ
コ
ノ
寺
先
祖
ハ
佐
々
木
末
ト
イ
ウ
。
湯
町

光
專
寺
卜
同
ジ
住
寺
地
御
年
貢
地
ナ
リ
」
（
鹿
郡
奮
語
傅
記
）

什
物
・
三
部
経
妙
典
箱
裏
墨
書
銘

一
空
・
尼
恵
貞
（
南
島
墓
碑
）

誓
鎧
・
八
月
一
九
日
残
（
南
島
墓
碑
）

（
室
は
怒
勢
、
長
谷
川
の
西
得
寺
よ
り
入
寺
、
了
徹
の
娘
）

佐
々
木
貫
志
出
生
（
法
英
）

寂
静
の
実
母
・
七
月
二
日
残
（
三
池
・
詠
月
寺
に
て
）

／
、
わ
ひ
人

真
覚
寺
什
物
日
葡
銘
「
寄
附
主
坂
田
村
清
次
妻
文
政
一
二
丑
年
七
月
日
」

壽
英
・
六
月
一
三
日
没
「
誓
真
院
壽
英
真
尼
」
当
山
生
ま
れ
、
誓
鎧
の
室
、
最
勝
実
母
（
南
島
墓
碑
）

長
男
・
最
勝

二
男
・
行
誓

三
男
・
深
渓

当
寺
楼
門
竣
工
は
天
保
年
間
、
「
願
主
は
、
広
村
の
住
大
川
原
秀
右
衛
門
の
実
父
和
七
で
下
米
野
出
身
。
天
保
一
四
年
一
○
月

四
日
残
、
法
名
歓
喜
院
」

最
勝
隠
居

真
覚
寺
蝋
献
上
問
題
の
発
端
起
き
る
（
嘉
永
二
年
本
願
寺
達
書
）

（
三
池
の
詠
月
寺
よ
り
入
寺
、
室
は
恵
寿
）

寂
静
の
室
恵
寿
（
怒
勢
の
実
子
）
股
五
三
才
・
新
発
意
法
英
の
実
母
・
法
英
の
子
兵
部
卿
残

怒
勢
・
残
七
七
才
、
最
勝
の
案
長
谷
川
西
得
寺
了
微
の
娘
、
恵
寿
の
実
母
で
他
に
子
供
な
し

法
英
長
男
千
代
丸
（
後
の
智
）
六
月
一
三
日
誕
生
、

寂
静
・
没
「
入
都
院
樺
寂
静
」
、
法
英
の
実
父

（
佐
々
木
系
）

最
勝
・
残
八
一
才
・
法
英
次
男
「
釈
義
孝
」
残
五
才

（
室
は
須
磨
）
法
英
は
寂
静
の
実
子

一
二
月
三
日
改
暦
・
法
英
は
佐
々
木
貫
志
、
弟
は
佐
々
木

一
に
改
め
。

佐
々
木
貫
志
名
で
、
鹿
本
郡
寺
院
仏
堂
明
細
帳
（
明
冶
一
○

年
前
後
頃
）
に
あ
り
。

（
桑
原
系
）
〔
祐
閑
寺
分
院
〕

（
文
政
五
）
真
愚
の
実
父
「
智
泉
」
存
命
（
祐
閑
寺
御

絵
像
箱
墨
書
銘
）
二
八
二
二
）

（
明
治
二
）
真
愚
の
三
女
シ
イ
誕
生

（
明
治
六
）
留
教
誕
生
（
後
の
一
六
世
住
職
）

（
明
治
一
○
）
西
南
の
役
の
た
め
、
寺
族
一
同
、
下
吉
田
村

に
避
難
す
る
。



五
、
真
覚
寺
歴
史
年
表

■■■■■■■ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＩｌｌ↓ｌｌｌｌｌｌｌ（七世）一空

慶
長
九
年
件
成
の
南
嶋
村
検
地
帳
に
水
田
の
所
有
者
と
し
て
一
養
塞
雨
寺
」
の
寺
名
か
六
カ
所
に
見
え
る
§

兀
和
元
年
一
○
月
に
改
宗
、
西
本
願
寺
の
末
に
つ
く
〔
法
性
山
・
真
覚
寺
〕
（
鹿
本
郡
寺
院
仏
堂
明
細
帳
）

閑
島
与
人
畜
家
数
御
帳
に
慶
保
（
三
五
歳
）
の
名
が
見
え
る

具
宗
西
派
山
鹿
湯
町
光
専
寺
末
寺
、
寛
永
一
八
年
開
基
年
貢
地
也
（
肥
後
国
誌
）

具
覚
寺
真
宗
湯
町
光
専
寺
末
派
承
応
年
中
僧
慶
保
開
基
（
山
鹿
郡
誌
草
稿
）

付
物
墨
書
銘
・
蓮
如
上
人
影
像
「
明
暦
四
歳
戊
戌
三
月
六
日
、
仏
照
寺
下
光
専
寺
下
肥
後
国
山
鹿
郡
南
嶋
真
□
□
□
□
□

初
也
、
願
主
釈
慶
口
一

Ｅ
〃
く
、
生
忽
ワ
乞
一
」
Ⅲ
戸

口
志
郡
竹
迫
の

ゴ
キ
す
を
訓
型
辿
才

町
在
住
森
匹
即
丘

俄
文
書
．
罫
河
「
一

壺
側
藍
貞
）

空
．
五
月
一
日
残
（
南
島
墓
碑
）

空
導
師
・
八
月
一
三
日
笈
（
南
島
萱

腱
郡
②
喉
に
一
中
町
真
覚
寺
真
言

物
・
七
高
僧
御
絵
像
の
墨
書
銘
「
□

Ⅱ
麗
祁
葡
鳥
寸
誕
註
芋
十
勿
血
頂
」

八
梵
鎧
錠
文
．
（
全
空
は
合
志
伊
勢
守
媚

一
○
月
二
四
日
残
（
南
島
墓
碑
）

皿
月
一
八
日
残
（
南
島
墓
碑
）

五
体
汁
鶴

丘
叱
‐

制
計
鳶
席
｝
戸
荏
云
鴬
笥
α
聖
梛
身
力
‐
」

旧
境
内
地
内
に
古
式
の
瓦
質
火
舎
の
散
乱
が
日

、
ム
ロ
士
心
匡
必
瓢
奴
該
、
ぴ

○
月
改
宗
し
て
真

檀
」
一
房
雷

28

代 時 戸 江 代時山桃土安
時
代

天
正
五
年

天
正
一
五
年

慶
長
五
年

慶
長
九
年

元
和
元
年

寛
永
一
○
年

寛
永
一
八
年

承
応
元
年

明
暦
四
年

（
万
治
元
）

寛
文
九
年

寛
文
一
二
年

天
和
元
年

天
和
三
年

元
禄
四
年

元
禄
一
○
年

享
保
八
年

参

享
保
一
五
年

享
保
一
九
年

元
文
四
年

元
号
年
代

一
五
七
七
年

一
五
八
七
年

一
五
九
九
年

一
六
○
四
年

一
六
一
五
年

一
六
三
三
年

一
六
四
一
年

一
六
五
二
年

一
六
五
八
年

一
六
六
九
年

一
六
七
二
年

一
六
八
一
年

一
六
八
三
年

一
六
九
一
年

一
六
九
七
年

一
七
二
三
年

〃

一
七
三
○
年

一
七
三
四
年

一
七
三
九
年

西
暦

歴
代
住
職
名

事
項



南
島
真
覚
寺
境
内
蕊
所
は
、
旧
本
堂
に
向
か
っ
て
左
手
に
在
り
、
歴
代
住
職
の
墓
碑
と
峰

間
墓
碑
で
あ
る
。
し
か
し
墓
所
内
に
、
雁
代
住
職
の
悪
全
て
が
残
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
竃

歴
代
住
職
の
墓
碑
と
牧

牧
野
家
の
墓
碑
は
、
住
職
墓
手
前
一
列
と
西
側
に
残
る
。
同
家
先
杣
付
け
に
よ
れ
ば
、
牧
野
家
の
祖
は
隈
部
家
臣
の
牧
野
圭
殿
で
あ
る
鱒
初
代
牧
野
安
府
術
門
は
、
の
ち
山
鹿
安
右
衛
門
と
改
名
、
山
鹿
郡
の

惣
厭
瞳
を
勤
め
て
い
た
が
、
山
鹿
郡
の
郡
奉
行
に
任
命
さ
れ
、
；
一
年
間
湯
町
の
定
詰
め
を
経
て
、
後
郡
〃
頭
ま
で
勤
め
た
人
で
あ
る
。
勤
功
で
新
知
内
血
十
布
、
後
功
労
に
よ
り
流
十
小
加
増
さ
れ
、
一
両
石

を
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
子
孫
は
、
小
倉
戦
争
の
頃
ま
で
九
代
ほ
ど
続
い
て
い
る
牧
野
家
の
一
番
古
い
蕊
碑
は
、
延
辛
・
二
年
（
《
七
川
六
）
の
川
代
Ⅱ
牧
野
安
之
允
の
蕊
で
あ
る
。
安
之
允
は
、
熊
本
藩

四
、
牧
野
家
位
牌
と
墓
所
解
説

野
家
の
墓
碑
が
残
っ
て
い
る
。
真
覚
寺
住
職
の
墓
で
一
番
古
い
の
は
、
元
禄
←
○
年
《
六
九
七
）
の
一
枇
住
職
智

"8Ixl 山鹿典覚寺に残る11l鹿安ｲiifil''l (牧野家) r･孫 族の位牌

王
七
代
の
細
川
宗
孝
の
部
臆
付
き
を
勤
め
た
人
で
あ
る
ｃ
こ
の
頃
か
ら
典
覚
寺
と
の
関
係
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う

洲
初
は
牧
野
族
と
の
血
縁
関
係
か
ら
か
、
あ
る
い
は
聴
那
が
と
し
て
で
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
後
に
は
、

有
〃
門
備
徒
と
し
て
幾
場
し
て
く
る
。
た
だ
、
狭
い
境
内
蕊
所
内
の
住
職
慕
碑
群
に
、
入
り
混
じ
っ
て
牧
野
家
の
蕊
碑

列
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
兄
る
と
、
あ
る
時
代
に
お
け
る
僻
姻
関
係
の
叩
能
性
も
杉
え
ら
れ
る

第91xl 余紳iの家紋人I)の牧野家位牌'111
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②
牧
野
安
右
衛
門
（
山
鹿
郡
奉
行
）
一
族
の
墓
碑
類
（
同
右
）

26

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

同 同 同 同 石
塔
型
墓
碑

傘
塔
婆
型
墓
碑

石
塔
型
墓
碑

石
塔
型
墓
碑

板
碑
型
墓
碑

肥
後
型
板
碑

（
供
養
塔
）

真
證
院
輝
氏
今
信
士

蓮
光
院
教
正
勝
岸
居
士

定
壽
院
入
繰
妙
性
尼

牧
野
直
章
之
墓

寳
樹
院
入
寂
香
貞
信
尼

牧
野
伊
助
直
員
入
道
連
山
墓

圓
壽
院
香
岸
壽
貞
信
尼

了
照
院
善
理
圓
壽
尼
墓

月
照
院
樺
尼
妙
證

寂
光
院
善
理
宗
安
居
士

販
真
釈
尼
妙
恵
不
退
位

英
眞
院
道
機
宗
閑
居
士
之
塔

（
右
側
）
八
月
四
日

（
左
側
）
九
月
十
八
日

天
保
七
甲
歳
八
月
二
十
日
（
一
八
三
六
）

天
保
五
年
十
月
二
日

（
左
側
）

（
一
八
三
四
）

寛
政
三
辛
亥
天
三
月
二
十
六
日
二
七
九
二

安
永
三
辛
午
天
正
月
八
日
二
七
六
七
）

明
和
四
丁
亥
天
正
月
二
日

九
十
一
才
終

二
七
六
七
）

寳
暦
八
寅
天
二
七
五
八
）

延
亨
三
丙
寅
天
四
月
九
日
（
右
側
）
二
七
四
六
）

享
保
十
三
戊
寅
申
年
（
一
七
二
八
）

元
禄
元
戊
辰
天
七
月
朔
日
（
一
六
八
八
）

牧
野
久
馬
次
（
年
号
無
し
）

同
左
源
太

八
代
・
牧
野
駒
太
妻
（
過
去
帳
）

直
章
Ｉ
牧
野
家
七
代

（
過
去
帳
）

（
裏
面
）
七
代
養
孫
牧
野
平
助
源
直
章

嫡
子
牧
野
太
夫
源
直
□

壽
貞
’
五
代
・
牧
野
伊
助
母
の
墓
（
過
去
帳
）

傘
塔
婆
型
石
塔
（
位
牌
が
残
る
）

（
右
側
）
俗
名
「
爲
」
行
年
二
七
歳

（
左
側
）
天
明
二
壬
寅
年
實
弟
牧
野
佑
三

直
次
建
之

（
裏
面
）
實
女
奥
田
氏
妻
施
主
勢
野

宗
安
’
四
代
・
牧
野
安
之
允
の
事
（
過
去
帳
）

（
裏
面
）
牧
野
安
右
衛
門
尉
源
真
広

六
代
孫
牧
野
佐
三
源
直
次
造
立

（
初
代
牧
野
安
右
衛
門
の
供
養
塔
）



仙
真
覚
寺
関
係
墓
碑
類
（
山
鹿
市
南
島
旧
境
内
墓
所
）

一
一
一
、

墓
碑
関
係
一
覧
表
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12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
番
号

同 同 同 同 同 同 同 同 石
塔
型
墓
碑

肥
後
型
板
碑

五
輪
塔
空
風
輪
部

宝
筐
印
塔
傘
部
他

石
造
物
の
形
式

故
佐
々
木
ス
マ
墓

故
佐
々
木
智
之
墓

当
院
十
六
世
釈
法
英

当
院
十
世
稗
誓
鎧
之
墓

誓
眞
院
諄
英
信
尼

繰
一
空

尼
恵
貞

真
性
繰
霊
空
導
師

還
本
鐸
尼
妙
実
信

真
寂
繰
儀
空
霊
位

真
寂
舞
全
空
霊
位

梵
字
稗
智
間
霊
位

な
し

な
し

墓
碑
正
面
の
文
字

大
正
二
年
三
月
十
八
日
死
去
（
一
九
一
三
）

大
正
元
年
十
月
三
日
死
去
二
九
一
二
）

明
治
十
九
年
十
二
月
十
三
日
二
八
八
六
）

文
化
二
丑
年
閏
八
月
十
九
日
（
一
八
○
五
）

天
保
癸
巳
年
六
月
十
三
日
（
一
八
三
三
）

寛
政
七
乙
卯
九
月
十
二
日

（
右
側
面
）
（
一
七
九
五
）

元
文
四
戊
未
天
八
月
十
三
日
二
七
三
九
）

元
文
三
戊
午
三
月
二
日
二
七
三
八
）

享
保
十
九
甲
寅
天
二
七
三
四
）

享
保
八
癸
年
五
月
十
八
日
二
七
二
三
）

元
禄
十
丁
巳
天
（
一
六
九
七
）

な
し

な
し

年
号
・
年
月
日

寺
族
墓
同
右

住
職
墓
昭
和
三
十
一
年
建
立

住
職
墓
佐
々
木
智
建
立

住
職
墓
（
一
○
世
）

一
○
世
誓
鎧
室
の
墓

住
職
墓
（
七
世
）

七
世
一
空
室
の
墓

住
職
墓
（
八
世
）

寺
族
墓

住
職
墓
（
六
世
）

住
職
墓
（
五
世
）

住
職
墓
（
三
世
）

寺
族
関
係
か
戦
国
末
期
頃
（
二
基
分
）

開
山
墓
碑
か
戦
国
末
期
頃
（
一
基
分
）

備
考
（
両
側
面
及
び
裏
面
記
載
事
項
等
）



合
志
親
重
Ｉ
熊
太
郎

一
五

（
竹
迫
城
主
）
長
男 五

〔
南
島
真
覚
寺
〕

二
、
真
覚
寺
歴
代
住
職
略
系
図

寂 （
十
二
代
）
（
十
三
代
）
（
十
四
代
）

一
八
六
八
残
一
八
八
六
段
一
九
一
二
段

婿
養
子

鉄
堂

（
祐
閑
寺
系
）

寛
文
元
年
二
六
六
二
熊
本
西
光
寺
所
属

の
庵
寺
と
し
て
現
鹿
本
町
来
民
に
開
基

一
代
居
住

開
山
・
慶
西
ｌ
慶
保
ｌ
智
間
ｌ
玄
海
ｌ
全
空
ｌ
義
空
’
一
空
Ｉ
霊
空
Ｉ
不
明
ｌ
誓
鎧
勝域

室
・
恵
貞
室
・
壽
英

一
（
初
代
）

恵

八
七
開
山
一
五
九
九
生
一
六
九
七
残

齢

へ

二

代
一（

省
略
）

ヘ
ー

一

守 ●

代
一

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

・
永
代
居
住
許
可

（
四
代
）

兼
任
兼
任

覚
照
ｌ
法
道
Ｉ

（
五
代
） 一

七
二
三
段
一
七
三
四
残

文
政
年
間
頃
（
祐
閑
寺
）

知薊
衷泉‘ 廟

で?ミ
ノ、

代
一

丘
九
四
三
段

閑
寺
）

竜
ｌ
弁
路
宗
因
（
祐
閑
寺
廃
寺
と
な
る
）

鹿
祐
閑
寺
分
院
〕

（
七
代
）

（
八
代
） 一

七
三
九
残坊

守
・
ハ

（
九
代
）

Ⅷ
川
司
伽
批
．

九
三
三
段
一
九
九
三
残

代
）
（
十
七
代
）

覚
寺
〕

（
十
代
）

婿
養
子

一
八
○
五
段
一
八
七
○
段

ヘ

ー|－

代
一

一
八
五
八
残

一
八
六
二
段

憲
彰
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被
為
在
候
ハ
、
、
願
之
通
被
仰
付
候
様
仕
度
、
然
上
ハ
嚥
難
有
存
候
、
出
精
御
馳
走
可
申
上
候
間
、

急
合
同
寺
被
召
登
被
下
候
ハ
、
、
猶
篤
与
承
り
糺
申
度
候
、
若
又
少
も
思
召
立
不
被
為
在
候
義
二

御
座
候
ハ
、
、
乍
恐
其
段
真
覚
寺
へ
被
仰
渡
候
ハ
、
、
諸
付
届
等
不
益
之
費
も
仕
間
敷
奉
存
候
、

依
而
此
段
奉
伺

但
本
文
御
聞
済
者
不
被
為
在
候
御
義
候
共
、
年
来
真
覚
寺
亡
父
ら
志
を
受
継
、
不
残
心
配
仕
候

義
二
付
、
一
旦
被
召
登
懇
志
之
段
御
褒
詞
被
仰
出
、
猶
御
手
元
無
御
拠
訳
柄
被
仰
聞
候
ハ
、
、

実
二
納
得
仕
、
此
一
条
ハ
絶
念
仕
、
猶
品
替
之
御
馳
走
筋
勘
弁
可
仕
与
奉
存
候
、
何
れ
一
一
而
も

急
弓
被
召
登
候
様
奉
願
候
事

仇
本
如
上
人
御
遷
化
二
付
御
達
写
（
一
八
二
七
）

一
本
所
御
達
之
者
ニ
付
而
者
、
此
廻
文
着
次
第
即
日
６
日
数
五
十
日
、
諸
事
穏
便
可
し
被
相
心
得

一
然
者
当
国
御
末
寺
中
、
三
季
御
冥
加
等
為

被
下
、
此
段
為
可
得
芳
意
如
斯
御
座
候
旨

三
季
御
冥
加
等
為

一
御
法
談
先
例
之
通
一
七
日
可
し
被
相
止
一
候
事
、

一
新
規
之
作
事
者
、
右
日
数
被
二
相
止
一
候
儀
ハ
勿
論
二
候
、
尤
繕
作
事
者
日
数
七
日
被
二
相
止
〃
候

亥
四
月

島
田
左
兵
衛
権
大
尉
様

池
永
大
隅
介
様

富
島
頼
母
様

下候
事
、

之
事
、

四
月
廿
一
日

上
納
、
役
寺
浄
光
寺
差
登
申
候
間
、
宜
敷
御
取
成
可

（
肥
後
国
諸
記
よ
り
）

熊
本順

正
寺

右
亥
正
月
廿
三
日
之
日
付
同
月
廿
七
日
着

浄
土
真
宗
一
派
寺
々
住
職
相
績
之
胸
、
在
中
門
徒
講
中
杯
申
族
６
住
職
人
柄
之
儀
を
誰
彼
と

存
寄
ヶ
間
敷
儀
を
申
出
、
及
混
雑
｜
候
儀
も
間
々
有
し
之
哉
二
相
聞
候
、
住
職
儀
者
五
ヶ
寺
組

申
談
之
上
、
法
頭
江
相
達
、
不
法
儀
故
障
無
し
之
候
得
者
、
筋
会
願
出
、
御
國
法
を
以
相
續
被
→

仰
付
一
儀
二
而
、
住
職
相
当
之
法
式
欠
ヶ
不
し
申
様
致
二
寺
務
一
候
得
者
、
俗
人
と
し
て
住
職
相
績

之
節
、
門
徒
講
中
之
俗
家
ら
人
柄
望
ヶ
間
敷
儀
等
堅
不
一
申
出
様
、
尤
右
二
付
而
ハ
寺
社
方
御

奉
行
中
６
内
意
之
趣
も
有
し
之
候
間
、
在
中
一
統
不
し
洩
様
可
し
被
示
置
｜
候
、
以
上
、

五
月右

一
通
山
鹿
南
嶋
真
覚
寺
６
借
受
写
置

御
惣
庄
屋
中

（
日
野
賢
隆
氏
・
南
関
町
資
料
集
成
よ
り
）

竹
内
清
太
郎
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⑥
四
月
廿
七
日
献
上
物
懸
伺
（
’
八
五
一
）

一
肥
後
山
鹿
郡
本
村
真
覚
寺
６
昨
歳
十
二
月
飛
札
到
来
、
穂
木
之
義
申
越
、
則
伺
上
置
候
処
御
下

⑤
達
害
（
’
八
四
九
）

肥
後
国

御
末
寺
中

門
徒
中

今
般
其
表
産
物
蝋
献
上
之
儀
、
御
頼
被
仰
出
候
二
而
、
御
法
義
相
続
之
上
６
精
合
心
配
御
取
持
可

被
成
上
候
、
猶
委
曲
者
出
役
法
輪
寺
可
及
演
達
候
、
価
而
此
段
申
達
候
也

御
用
番

己
酉
七
月
少
進

一
筆
致
啓
達
候
、
先
以
ｌ
、
然
者
其
国
御
末
寺
中
・
門
徒
中
へ
年
う
蝋
上
納
之
儀
御
頼
被
仰
出

候
二
付
、
別
紙
奉
書
一
通
差
下
候
、
右
者
其
国
山
鹿
郡
南
島
村
真
覚
寺
義
、
是
迄
厚
心
配
之
趣
も

有
之
由
、
猶
委
曲
者
出
役
法
輪
寺
倶
二
示
談
有
之
、
厚
御
心
配
御
取
持
可
被
成
上
候
、
右
可
申
達

如
此
御
座
候
、
恐
き
謹
言

御
用
番

七
月
廿
八
日

少
進

肥
後順

正
寺
殿

西
光
寺
殿

九
月
九
日

山
鹿
曽
兵
衛

山
鹿
惣
庄
屋
ノ
事
也

右
写
文
政
十
三
庚
寅
正
月
山
鹿
南
嶋
真
覚
寺
６
借
受
写
置
候

（
日
野
賢
隆
氏
・
南
関
町
資
料
集
成
よ
り
）

知
無
御
座
候
内
、
再
此
度
来
状
有
之
、
其
趣
意
穂
木
一
件
思
召
立
、
御
沙
汰
之
程
難
計
二
付
、
従

来
領
法
役
筋
へ
内
外
及
示
談
候
事
柄
、
相
調
有
之
候
手
続
二
相
成
御
座
候
二
付
、
自
然
蒙
御
沙
汰

候
節
ハ
前
含
言
上
乍
仕
置
、
万
一
不
都
合
二
相
成
候
而
ハ
、
可
恐
入
義
与
奉
存
候
二
付
、
手
続
不

相
流
候
様
物
入
等
を
も
難
厭
、
同
寺
手
元
二
而
時
合
取
繕
心
配
仕
罷
在
候
趣
、
且
又
平
日
懇
意
仕

候
東
派
之
僧
、
隣
村
二
善
行
寺
与
力
申
者
、
兼
含
此
一
条
承
知
仕
居
候
二
付
、
同
寺
始
同
派
之
僧

七
八
人
毎
含
罷
越
、
此
義
ハ
双
方
ノ
御
殿
之
御
為
、
労
二
致
度
旨
示
談
申
シ
懸
、
尤
も
領
方
役
筋

へ
も
内
実
被
申
込
候
振
合
二
而
、
毎
合
取
扱
二
甚
以
迷
惑
之
由
申
越
候
、
右
ハ
旧
臘
ら
御
下
知
之

程
再
度
可
奉
伺
筈
之
所
、
其
頃
６
御
用
繁
中
奉
恐
察
、
彼
是
延
引
仕
相
伺
不
申
段
、
役
前
二
於
而

恐
入
奉
存
候
、
右
ハ
此
度
来
状
二
而
ハ
御
成
立
之
上
、
御
収
納
方
割
合
等
も
申
越
候
、
元
来
此
一

条
之
起
元
ハ
、
於
役
前
深
不
相
心
得
候
ヘ
ハ
、
三
領
主
肥
後
之
国
一
円
之
見
込
二
而
、
当
座
穂
木

五
万
本
之
内
、
壱
万
本
者
御
殿
之
御
為
方
二
可
相
成
候
、
且
両
三
年
之
内
一
一
ハ
、
年
分
御
入
用
高

之
通
御
収
納
勿
論
之
趣
二
候
、
左
候
ヘ
ハ
余
程
之
御
為
筋
与
奉
存
候
、
其
上
真
覚
寺
義
ハ
亡
父
ら

之
願
書
、
時
合
之
入
費
等
令
心
配
、
思
召
立
之
御
沙
汰
振
相
待
居
候
旨
二
御
座
候
、
別
而
一
旦
ハ

小
倉
法
輪
寺
も
出
役
之
節
掛
合
、
深
申
談
候
由
二
候
ヘ
ハ
、
願
書
之
通
リ
被
仰
付
候
者
、
法
輪
寺

御
使
僧
役
前
之
談
筋
も
相
定
可
申
義
二
御
座
候
、
猶
又
於
役
前
愚
考
仕
候
義
ハ
、
此
一
条
昨
年
来

状
二
而
ハ
、
領
主
与
御
組
合
之
仕
法
之
趣
二
相
聞
申
候
、
内
実
ハ
御
殿
御
依
用
之
義
ハ
、
領
法
二

差
含
置
候
へ
共
、
表
通
御
殿
之
御
組
合
仕
法
之
筋
二
相
当
り
候
而
ハ
、
領
法
差
支
候
由
二
御
座
候
、

自
然
御
成
立
之
上
、
其
当
分
ハ
子
細
有
之
間
敷
候
へ
共
、
後
日
二
至
り
領
主
ら
如
何
取
計
可
申
程

も
難
計
、
万
一
後
日
御
益
筋
与
申
御
名
計
相
残
、
実
ハ
格
別
御
益
筋
二
も
不
相
成
振
リ
ニ
成
行
候

而
ハ
、
何
之
御
所
栓
も
無
之
、
其
上
元
来
者
御
殿
６
御
発
寺
与
申
義
も
無
之
、
畢
寛
御
末
寺
御
門

徒
之
被
為
勤
懇
念
二
、
御
許
容
二
相
成
候
願
二
候
所
、
自
然
右
之
次
第
二
押
移
候
而
ハ
、
千
万
御

不
本
意
之
御
事
二
候
へ
共
、
三
領
主
別
而
本
家
等
ハ
大
家
、
誠
二
御
懇
家
之
御
間
柄
故
、
懇
志
二

而
御
立
行
之
義
ハ
領
主
被
致
承
知
候
ヘ
ハ
、
表
裏
二
途
之
及
沙
汰
候
与
ハ
乍
申
、
此
義
畢
寛
国
政

二
付
、
他
所
之
手
を
以
穂
木
成
行
二
不
相
成
様
之
事
迄
之
趣
意
御
座
候
歎
、
万
含
一
内
約
違
変
之

取
計
御
座
候
共
、
御
門
末
６
為
相
歎
候
ハ
、
、
国
民
之
申
条
勘
弁
も
可
有
之
候
半
、
又
実
二
無
拠

訳
柄
等
出
来
候
共
、
暫
之
内
被
仕
其
意
候
ハ
、
無
拠
如
元
取
計
可
申
哉
、
武
門
大
家
御
間
柄
之
廉

も
有
之
、
内
約
忘
却
且
而
無
之
哉
二
相
考
申
候
、
従
来
国
柄
弊
風
も
及
承
候
二
付
、
御
差
支
も
不
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③
真
覚
寺
大
梵
鐘
銘
〔
元
禄
四
年
八
月
一
一
旦
（
’
六
九
一
）

肥
之
後
州
山
鹿
郡
南
島
邑

法
性
山
・
真
覚
寺
鐘
銘
井
叙

勧
惟
眞
性
者
也
唯
寂
有
感
必
通
霊
覺
者
也
不
測
至
信
則
現
願
智
廣
大
勲
功
平
等
覆
壽
十
方

法
化
融
微
塵
刹
土
裳
宏
突
哉
郡
之
法
性
山
真
覺
寺
者
眞
宗
唱
導
之
境
念
佛
弘
興
之
胸
也
草
創

先
祖
姓
江
州
佐
々
木
氏
十
二
代
合
志
伊
勢
守
源
之
隆
岑
之
後
喬
繰
全
空
從
開
基
五
代
焉

維
歳
延
宝
九
辛
酉
年
郡
之
湯
町
藤
原
氏
森
四
郎
兵
衛
長
重
當
慈
親
十
七
回
季
起
思
勵
志
陶
冶
金

二
尺
一
寸
銅
鐘
一
躯
寄
之
干
寺
以
宜
厚
載
之
恩
以
播
曽
昊
之
徳
鴻
艫
造
化
神
器
熔
成
九
乳
模
形
六

繁
啓
景
座
金
索
組
掛
式
而
迭
扣
焉
雲
和
之
韻
崇
震
千
山
河
雅
頌
之
声
香
弥
千
幽
渓
發
揮
飛
沈
開

一一一

一
札
之
事

御
當
家
御
代
々
御
厚
恩
不
浅
被
思
召
候
二
付
御
公
儀
軽
存
間
敷
之
旨
今
度
従
御
本
寺

被
仰
付
御
尤
至
極
存
奉
候
其
旨
門
徒
中
迄
堅
可
相
守
様
二
可
申
付
事

對
御
公
儀
不
義
之
輩
御
座
候
而
何
様
二
糺
申
候
ト
モ
隆
為
門
徒
入
魂
之
仁
一
味
仕
間
而
其

趣
有
之
侭
御
本
寺
江
言
上
可
申
事

惣
而
従
御
寺
之
下
知
法
式
堅
相
守
寺
役
無
惰
怠
門
葉
勤
化
之
義
被
疎
略
間
有
敷
事
右
條

目
於
被
違
犯
者
忽
浅
如
来
之
本
願
別
而
者
蒙
祖
師
之
冥
罰
永
可
堕
地
獄
者
也
乃
誓
詞

如
件

肥
後
国
山
鹿
郡
南
嶋
村

天
和
三
癸
亥
年
三
月
二
九
日

下
問

下
問

下
問

宮
内
卿

刑
部
卿

少
進

殿殿殿

真
覚
寺

玄
海
花
押
（
血
判
）

御
惣
庄
屋
中

右
之
通
御
鯛
候
間
、
為
二
御
存
一
紙
面
写
候
而
入
二
御
披
見
》
可
し
被
し
下
候
、
以
上
、

側
安
永
九
年
御
達
写
（
’
七
八
○
）

豈
元
禄
四
年
八
月
二
日

住
持
真
覚
寺
鐸
全
空
誌

施
主
藤
原
氏
森
四
郎
兵
衛
長
重

冶
工
山
鹿
郡
中
村
住
人
大
仁
田
伊
左
衛
門
金
次

暁
萢
議
警
大
夢
而
能
諭
黄
昏
鮭
則
鐘
之
取
象
於
其
義
者
良
再
也
窩
廻
愚
案
綴
清
風
叙

宗
旨
替
寺
替
之
儀
二
付
而
ハ
安
永
六
年
御
達
之
趣
堅
相
守
、
心
得
連
之
儀
無
し
之
様
可
一
申
付
一
候
、

一
右
御
達
以
前
姿
入
い
た
し
候
者
寺
々
旦
那
二
而
仕
候
分
者
強
而
改
候
二
不
し
及
事
二
候
得
共
、
右

二
付
而
者
色
々
申
分
も
有
し
之
様
子
相
聞
候
、
依
レ
之
郷
方
之
寺
々
旦
那
二
改
候
者
共
、
又
者
夫

ト
方
之
寺
々
旦
那
二
改
候
者
共
、
此
節
双
方
之
寺
々
相
対
、
以
来
争
論
等
無
し
之
様
人
別
被
申

鯛
一
、
右
節
相
済
候
趣
一
村
限
書
付
を
以
、
四
月
中
二
此
方
へ
可
レ
有
二
相
達
一
候
、

一
前
条
之
通
今
度
夫
々
相
極
候
而
も
萬
一
以
来
格
別
之
様
子
有
し
之
、
寺
替
不
し
仕
候
而
者
難
し
叶
者

茂
有
し
之
候
ハ
、
、
委
細
之
儀
書
付
を
以
願
出
候
ハ
、
、
其
趣
二
応
シ
御
裁
許
可
し
被
二
仰
付
一
候

条
、
此
段
も
及
レ
達
可
レ
被
し
申
候
、
以
上
、

御
郡
代
中

銘
日

鳧
氏
畢
功
不
窕
不
榔

入
耳
藏
心
斯
祐
神
化

鰹
旬
響
亮
警
衆
明
斫
黄
昏

虚
圓
象
乾
含
準
坤

蕨
質
惟
陰
厭
聲
惟
陽

物
化
嘉
成
降
福
無
彊

右
銘
四
十
八
字
假
功
於
安
東
氏
守
約
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｜
、
真
覚
寺
関
係
文
献
史
料

川
山
鹿
郡
之
内
南
嶋
与
人
畜
家
数
御
帳
［
寛
永
一
○
年
四
月
一
○
旦

（
一
六
三
三
）
南
嶋
村
分
の
一
部

高
壱
石
二
斗
三
升
七
合
三
勺
四
寸
ゐ
廿
四

一
男
女
捨
壱
人
内
壱
人
坊
主
歳
三
拾
三

壱
人
父
親
同
六
拾
八

一
男
女
四
人
内
壱
人
坊
主
歳
三
十
五
（
真
覚
寺
二
世
）
慶
保

一
居
屋
敷

一
馬
壱
疋

一
家
七
軒

内
三
間
六
間
御
堂

弐
間
五
間
本
家

弐
間
三
間
座
敷

弐
間
四
間
に
わ
や

弐
間
三
間
遍
屋

弐
間
半
四
間
親
家

壱
間
半
三
間
馬
屋

立
廿
三
間
一
尺
二
寸

横
廿
間
壱
反
五
畝
十
四
歩

壱
人
同
宿
同
二
十

壱
人
同
宿
同
二
十
一

壱
人
母
お
や
同
六
十
五

壱
人
女
房
同
二
十
五

壱
人
下
女
同
十
五

壱
人
下
女
同
四
十
八

壱
人
下
男
小
作
同
十
五

壱
人
下
男
太
郎
同
二
十
三

壱
人
同
宿
同
拾
八

光
専
寺

同
寺

同
寺

高
壱
石
五
斗
三
升
六
合
ゐ
廿
五

一
男
女
八
人
内
壱
人
坊
主
年
三
十
九

壱
人
父
お
や
同
五
十
八

壱
人
同
宿
同
廿
五
光
顕
寺

壱
人
女
房
同
三
十

壱
人
母
お
や
同
五
十
五

壱
人
下
女
同
十
八

壱
人
下
女
同
三
十

壱
人
下
男
同
四
十

一
馬
壱
疋
同
寺

一
家
六
軒
内
三
間
六
間
御
堂

弐
間
半
五
間
本
家

弐
間
四
間
庭
屋
同
寺

弐
間
三
間
に
わ
や

弐
間
三
間
遍
屋

弐
間
半
三
間
馬
屋

一
居
屋
敷
立
廿
六
間
一
尺
二
寸
横
廿
二
間
壱
反
九
畝
六
歩
同
寺

（
熊
本
史
学
七
四
・
七
五
号
・
松
本
寿
三
郎
氏
史
料
紹
介
よ
り
抜
粋
）

②
玄
海
誓
詞
〔
天
和
三
年
三
月
一
一
九
且
（
’
六
八
三
）

壱
人

壱
人

壱
人

一
家
三
軒
内
弐
間
半

弐
間

弐
間
半

女
房

む
す
め

母
お
や

四
間

三
間

三
間

同
三
十

同
十
一

同
六
拾

お
さ
（
御
堂
か
）

本
家

庭
屋

同
人
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〔
諸
註
一
覧
〕

（
註
１
）
圭
室
文
雄
・
一
日
本
仏
教
三
七
号
所
収
「
肥
後
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
展
開
」

’
一
六
・
一
七
世
紀
を
中
心
と
し
て
ｌ

（
註
２
）
真
覚
寺
過
去
帳
・
享
保
一
六
年
二
七
三
二
の
一
部
、
元
文
三
年
二
七
三
八
）
よ
り
残
る
。

水
害
関
係
の
記
事
が
多
い
。

（
註
３
）
菊
鹿
町
史
Ｐ
三
九
三
「
真
宗
寺
院
」

（
註
４
）
前
掲
書
「
肥
後
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
展
開
」

（
註
５
）
本
願
寺
資
料
「
肥
後
国
諸
記
」

（
註
６
）
鹿
本
郡
誌

（
註
７
）
熊
本
県
史
料
中
世
篇
第
四
「
光
専
寺
文
書
」

（
註
８
）
「
鹿
本
郡
寺
院
仏
堂
明
細
帳
」
に
あ
る

（
註
９
）
北
嶋
雪
山
「
国
郡
一
統
・
寺
社
総
録
」
に
真
言
と
あ
る

（
註
凹
徳
丸
秋
閃
「
山
鹿
郡
誌
草
稿
」
に
は
「
字
附
嶌
ニ
ア
リ
法
性
山
ト
云
小
松
内
府
重
盛
公
建

立
七
大
伽
藍
ノ
其
一
ト
伝
天
正
五
年
薩
軍
ノ
タ
メ
ニ
焼
失
ス
肥
後
誌
其
他
観
音
堂

ア
リ
シ
ハ
享
和
二
年
二
字
赤
根
二
移
ス
」
と
あ
る
・
こ
の
寺
は
、
か
つ
て
南
島
に
あ
り
、
山

号
を
法
性
山
と
い
っ
た
。
平
重
盛
の
創
建
と
伝
え
肥
後
の
七
大
伽
藍
で
あ
っ
た
と
い
う
。

（
註
ｕ
）
郷
土
史
家
、
江
上
平
助
氏
談

（
註
皿
）
本
堂
正
面
の
向
拝
部
の
礎
石
二
基
が
昭
和
三
○
年
代
ま
で
は
原
位
置
に
残
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
移
動
し
一
基
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

（
註
哩
真
覚
寺
関
係
文
献
史
料
「
③
真
覚
寺
大
梵
鐘
銘
」
参
照

（
註
Ｍ
）
日
野
賢
隆
・
仏
教
史
研
究
第
一
四
号
「
光
専
寺
「
御
条
目
薑
離
末
免
書
」
な
ど
離
末
関
係
の

記
録
」
一
九
八
○
年

（
註
喝
）
花
岡
興
輝
「
領
国
支
配
の
構
造
」
、
永
青
文
庫
「
先
祖
附
」
湯
町
（
牧
野
）
安
右
衛
門

（
註
照
）
山
鹿
市
史
別
巻
Ｐ
四
六
一
「
山
鹿
郡
誌
草
稿
」
抄

（
註
Ⅳ
）
熊
本
県
史
料
中
世
篇
「
西
得
寺
文
書
」

（
註
肥
）
真
覚
寺
過
去
帳

（
註
的
）
前
掲
書
「
肥
後
国
諸
記
」
Ｐ
五
三
七

（
註
別
）
九
州
治
乱
記
・
新
撰
事
蹟
通
考
、
豊
薩
軍
記
巻
之
三

（
註
型
混
同
さ
れ
「
親
重
」
説
も
あ
り

（
註
磐
前
掲
県
史
料
収
載
の
慶
長
一
五
年
二
六
一
○
）
の
蓮
如
上
人
真
影
の
銘
に
は
、
「
肥
後
国

（
註
羽
）

（
註
鋤
）

へへへへ

註註註註
282726 25
ーーーー

（
註
別
）

（
註
認
）

（
註
詑
）

（
註
虹
）

南
嶋
村
光
専
寺
常
住
物
也
」
と
あ
る
。

「
鹿
本
郡
寺
院
仏
堂
明
細
帳
」
に
は
天
台
宗
と
あ
り
、
「
鹿
本
郡
誌
」
Ｐ
五
七
七
、
米
田
村
誌

に
は
禅
宗
、
「
国
郡
寺
社
總
禄
」
に
は
真
言
と
あ
る
。

永
正
一
五
年
二
五
一
八
）
隈
部
親
時
（
法
号
了
宗
）
の
創
立
後
、
加
藤
清
正
の
命
で
熊
本

に
移
転
、
跡
地
の
現
山
鹿
市
方
保
田
は
、
専
立
寺
と
な
り
残
る
。

前
掲
、
圭
室
文
雄
「
肥
後
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
展
開
」
よ
り

真
覚
寺
関
係
文
献
史
料
「
②
玄
海
誓
詞
」
参
照

細
川
藩
政
史
研
究
会
「
惣
月
行
事
記
録
抜
書
一
～
二
」

嶋
屋
日
記
の
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
五
月
一
○
日
の
頃
に
も
、
葬
式
の
件
で
「
西
光
寺
、

妙
蓮
寺
の
間
で
出
入
り
が
起
こ
り
、
寺
方
の
儀
者
甚
だ
難
し
き
旨
」
と
言
っ
た
事
や
、
文

政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
は
、
「
旦
那
寺
不
足
で
葬
式
が
出
せ
ず
云
々
」
と
言
っ
た
記
載
が

見
ら
れ
る
。

藩
で
は
古
く
寛
文
四
年
二
六
六
四
）
か
ら
櫨
栽
培
を
奨
励
。

山
下
甚
左
右
衛
門
「
鹿
郡
薔
語
傅
記
」
に
「
像
成
寺
ト
イ
フ
、
理
宗
ナ
リ
」
と
あ
る
が
、
「
道

場
寺
ト
イ
フ
、
時
宗
ナ
リ
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
期
に
時
宗
の
一

遍
も
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
。

前
掲
書
、
山
鹿
郡
誌
草
稿
に
「
光
顕
寺
迩
字
上
町
ニ
ア
リ
阿
弥
陀
ノ
石
祠
ア
リ
元
禄

ノ
銘
見
タ
リ
湯
町
光
顕
寺
ノ
迩
也
」
と
あ
る
。

一
代
居
住
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
史
料
集
成
〔
４
〕
「
仁
助
咄
」
の
中
に
以
下
の
興
味
深
い

会
話
が
あ
る
。
時
期
は
一
八
世
紀
末
頃
で
、
文
中
の
道
迷
は
庵
の
僧
侶
で
あ
る
。

「
道
迷
云
、
い
づ
れ
も
よ
う
き
か
し
ゃ
れ
・
わ
し
も
年
来
一
代
居
住
の
望
み
な
れ
ど
も
、

知
っ
て
の
通
り
、
今
は
庵
寺
と
い
ふ
は
、
自
由
に
は
な
ら
ぬ
事
じ
ゃ
。
し
か
し
こ
の
春
は

何
方
も
飢
鐘
に
て
、
御
救
米
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
見
え
た
。
幸
ひ
の
折
か
ら
な
れ
ば
、

こ
の
節
少
々
寸
志
に
て
奉
り
て
、
わ
し
が
一
代
居
住
の
願
ひ
を
致
し
と
う
ご
ざ
る
。
し
か

し
な
が
ら
御
見
懸
け
の
通
り
、
わ
し
が
手
元
に
は
貯
へ
と
て
は
少
し
も
御
ざ
ら
ぬ
・
こ
の

節
の
事
な
れ
ば
、
い
づ
れ
も
精
を
出
さ
れ
、
志
を
し
て
下
さ
れ
。

座
中
云
、
こ
れ
は
結
構
な
御
存
じ
立
ち
に
て
御
座
り
ま
す
。
佛
様
の
事
な
れ
ば
、
ど
の

や
う
に
で
も
話
を
致
し
ま
せ
う
が
、
そ
の
寸
志
と
や
ら
は
、
何
程
ば
か
り
銭
が
い
る
事
で

御
座
り
ま
す
か
。

道
迷
云
、
ま
づ
三
貫
目
あ
れ
ば
よ
う
御
ざ
る
。
」
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戸
か
ら
な
る
町
並
み
が
成
立
し
て
い
る
。
近
郷
近
在
の
買
物
の
場
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
在
町
で

あ
る
。
山
鹿
郡
中
村
手
水
会
所
を
は
じ
め
、
真
水
寺
院
と
し
て
は
脈
光
寺
、
光
運
寺
等
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
他
、
特
に
成
満
が
通
寺
（
儀
海
）
や
西
光
寺
弟
子
（
知
泉
）
掛
朧
救
等
が
注
Ⅱ
さ
れ
る

こ
の
事
か
ら
、
人
が
集
ま
る
在
町
を
標
的
と
し
て
、
布
教
を
進
め
る
熊
本
城
下
所
在
の
大
寺
院
の

姿
が
浮
か
び
上
が
る
。
知
泉
庵
も
そ
の
っ
だ
っ
た
訳
で
あ
る
。

圭
室
文
雄
氏
は
、
そ
の
普
述
の
中
で
こ
れ
ら
の
通
い
寺
、
掛
け
所
等
の
名
称
は
、
浄
土
真
宗
寺

院
形
成
の
前
段
階
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
様
な
動
き
の
な
か
、
細
川
藩
が
行
っ
た
索
解
の
改
革
に
伴
う
宗
教
対
策
は
、
宝
暦
・
一
年

二
七
五
二
の
在
家
で
の
僻
侶
の
説
法
禁
止
や
弟
子
は
帥
の
手
沁
に
慨
く
事
等
に
始
ま
り
、
翌

菫
年
に
は
、
非
合
法
寺
院
の
整
理
、
同
一
三
年
に
は
捗
院
へ
の
川
畑
の
寄
進
禁
止
等
の
対
策
が
取

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
脳
的
に
見
れ
ば
封
建
体
制
強
化
で
あ
り
、
年
貢
の
確
保
策
に
も
繋
が
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

、
吋
諦
劇
ヴ

～

や

第91Xl 知泉庵全景（入光寺所戯 ifl緋新町絵I叉1より）

こ
の
政
策
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
続
き
、
来
民
の
知
泉
庵
は
明
端
§
・
年
完
八
七
九
）
に
竈

る
ま
で
、
独
立
寺
院
と
し
て
の
寺
号
公
称
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
沿
一
乏
年
、
こ
の
知

泉
庵
も
本
願
寺
戒
末
の
祐
閑
寺
と
し
て
独
立
を
果
た
し
た
が
、
六
叫
年
後
の
昭
和
←
八
年
桑
原
宗

閃
住
職
の
死
亡
に
よ
り
、
後
継
住
職
不
在
で
廃
寺
と
な
っ
た
。

こ
の
知
泉
庵
の
知
泉
の
次
男
真
愚
が
初
め
て
届
を
橘
え
た
場
所
が
、
現
在
の
「
山
鹿
真
覚
寺
」

の
所
在
す
る
山
鹿
市
川
鹿
三
七
一
番
地
で
あ
る
。
当
時
は
汕
戸
時
代
の
踏
襲
で
、
新
規
寺
院
の
開

設
は
認
め
ら
れ
ず
、
当
初
、
祐
閑
寺
分
院
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
一
：
年
へ
八

八
○
）
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。
真
愚
の
長
男
「
留
教
」
は
、
宗
業
を
長
洲
の
消
台
寺
で
学
ん
だ
後

布
教
活
動
を
開
始
し
、
明
論
窒
八
年
へ
九
○
五
）
現
在
地
に
間
ｕ
近
間
、
奥
行
き
七
間
の
本
堂

を
新
設
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
は
、
当
時
の
山
鹿
組
法
中
と
の
間
に
軋
礫
を
醗
し
解
決
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
昭
和
川
年
（
・
九
五
九
）
、
劉
救
は
、
後
継
昔
や
粁
陳
移
岻
問
題
等
で
廃
寺
川
様
と
な
っ

て
い
た
南
島
臭
覚
寺
を
正
式
に
現
在
地
に
移
蛎
し
た
。
そ
し
て
何
年
一
川
本
山
か
ら
留
教
を

も
っ
て
、
真
覚
寺
→
六
価
住
職
に
任
命
す
る
旨
の
文
需
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
真
覚
寺

は
「
山
鹿
真
覚
寺
」
と
し
て
、
そ
の
法
灯
と
法
脈
を
保
ち
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
山
鹿
真
覚
寺
の
発
足
は
、
廃
寺
と
な
っ
た
登
か
寺
の
素
地
の
上
に
成
立
し
た
も
の
と
言
え

よ
う
ｃ
菫
か
寺
と
は
、
後
継
巷
不
足
の
た
め
廃
寺
寸
前
と
な
っ
た
南
島
真
覚
寺
、
来
民
祐
閑
寺
、

分
川
光
伝
寺
で
あ
る
。
光
伝
寺
か
ら
は
什
物
の
一
部
を
受
け
継
い
だ
。
ま
た
、
南
島
典
覚
が
所
有

の
山
林
は
、
移
岻
時
に
地
・
肥
へ
寄
付
を
し
て
い
る
。

光
伝
寺
か
ら
は
、
エ
ハ
趾
の
淵
教
が
本
蛍
を
移
築
す
る
た
め
譲
り
受
け
、
そ
の
川
材
を
筏
に
組

ん
で
運
搬
す
べ
く
菊
池
川
に
運
ん
で
い
た
が
、
祢
雨
期
の
洪
水
に
よ
り
す
べ
て
を
失
っ
て
い
る
。

過
去
に
、
地
方
の
浄
土
真
宗
小
寺
院
が
常
に
対
塒
し
て
き
た
も
の
は
、
宝
暦
の
改
革
に
始
ま
る

封
建
体
制
の
強
化
促
進
に
伴
う
宗
教
対
策
で
あ
っ
た
ｃ
そ
し
て
、
明
論
以
降
も
山
鹿
呉
覚
寺
の
法

灯
を
継
続
す
る
際
、
常
に
そ
の
行
く
手
を
遮
っ
た
の
は
、
先
の
永
教
対
策
の
残
照
で
あ
っ
た
と
言

、
え
よ
》
っ
。
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ま
た
、
現
在
の
金
剛
乗
寺
門
前
は
門
前
町
と
し
て
当
時
は
九
日
に
市
が
立
ち
、
現
在
も
九
日
町

（
こ
こ
の
か
ま
ち
）
の
町
名
が
残
る
。
こ
の
よ
う
に
中
世
時
の
山
鹿
は
、
市
場
町
、
温
泉
を
持
つ

宿
場
町
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
集
落
で
あ
っ
た
。

近
世
に
な
る
と
山
鹿
は
、
こ
れ
に
近
郷
近
在
の
買
物
客
が
集
ま
る
在
町
と
し
て
の
性
格
が
加
わ

り
発
展
を
遂
げ
る
。
こ
の
近
世
初
頭
頃
に
、
奇
し
く
も
南
島
村
界
隈
か
ら
、
ま
ず
ニ
ヵ
寺
の
浄
土

真
宗
寺
院
が
山
鹿
湯
町
に
進
出
す
る
。
光
専
寺
は
、
寛
永
一
○
年
二
六
三
三
）
以
降
に
山
鹿
の

字
東
惣
門
に
、
光
顕
寺
は
承
応
元
年
二
六
五
二
）
に
、
同
字
束
九
日
町
の
現
在
地
に
進
出
（
註

証
）
し
た
。
遅
れ
て
、
真
覚
寺
の
法
灯
の
進
出
は
明
治
以
降
の
事
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
先
祖
が
戦
死
し
た
合
戦
の
地
と
は
い
い
な
が
ら
、
梅
雨
時
の
大
洪
水
が
年
中
行
事
の
如

く
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
地
に
三
力
寺
も
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
や
が
て
浄
土
真
宗
に
改
宗
、
三
ヵ

寺
共
大
字
山
鹿
に
進
出
し
た
最
大
の
理
由
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
然
山
鹿
所
在
の
既
存
仏
教
寺
院
の
、
新
規
参
入
寺
院
に
対
す
る
排
除
の
動
き
等
が
少
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
山
鹿
湯
町
が
在
町
と
し
て
成
長
を
遂
げ
る
中
で
、
そ
れ
だ
け
の
寺
院
を
受

け
入
れ
る
経
済
的
地
盤
と
、
戸
数
の
集
合
と
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
広
大
な
沃
野
で
あ
る
菊
鹿
盆
地
の
恵
み
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
こ
の
時
は
、
山
鹿
湯
町
が
在
町
と
し
て
成
長
し
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。

中
世
以
来
、
主
要
道
路
沿
い
に
位
置
し
た
山
鹿
湯
町
は
、
南
北
朝
時
代
に
は
、
現
在
の
上
市
に

時
宗
の
道
場
（
註
辿
が
あ
り
、
人
々
の
集
ま
る
門
前
に
は
、
地
名
の
よ
う
に
市
が
立
っ
た
場
所

で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
こ
の
地
が
か
っ
て
の
長
坂
合
戦
の
地
で
あ
り
、
こ
の
合
戦
に
光
専
寺
、
真
覚
寺
、
光
顕

寺
の
三
ヵ
寺
の
祖
が
す
べ
て
、
中
世
国
衆
の
一
族
と
し
て
係
わ
り
合
い
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。

一
族
よ
り
多
数
の
戦
死
者
を
出
し
、
戦
死
し
た
先
祖
の
霊
を
弔
う
意
味
を
も
っ
て
、
現
地
に
一

堂
を
建
立
し
た
事
が
契
機
と
な
っ
て
近
世
寺
院
の
基
が
築
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
豊
後
よ
り

伝
播
さ
れ
た
浄
土
真
宗
を
受
入
れ
、
一
七
世
紀
前
半
に
没
落
し
た
中
世
土
豪
の
菩
提
寺
か
ら
の
転

身
を
は
か
り
、
や
が
て
の
信
仰
を
、
小
村
落
農
民
層
へ
と
深
く
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

子
真
愚
が
、
次
男
な
る
が
故
に
自
坊
を
継
ぐ
こ
と
が
出
来
ず
、
山
鹿
に
お
い
て
他
寺
の
伴
僧
と
し

て
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
真
愚
の
出
自
の
知
泉
庵
は
、
寛
文
元
年
（
一
六
六
二
五
月
、
僧

鉄
堂
の
一
代
居
住
の
庵
寺
（
註
詑
）
と
し
て
開
設
さ
れ
、
熊
本
西
光
寺
に
所
属
し
た
。
そ
の
後
の

天
明
四
年
二
七
八
四
）
五
月
、
初
め
て
永
代
居
住
の
庵
寺
と
し
て
許
可
を
得
た
。

鹿
本
町
来
民
の
大
光
寺
に
残
る
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）
の
新
町
絵
図
（
第
９
図
）
に
よ
る

と
、
通
り
に
面
し
た
北
側
の
家
並
み
の
家
屋
と
家
屋
の
間
に
、
幅
が
一
間
程
の
入
り
口
が
設
け
ら

れ
、
「
知
泉
門
口
」
の
文
字
が
あ
る
。
そ
の
奥
、
つ
ま
り
裏
家
部
分
に
一
堂
が
見
え
る
。
草
葺
き

の
屋
根
に
廻
り
縁
を
施
し
、
前
面
に
広
い
入
口
を
設
け
た
建
物
で
、
そ
の
前
面
に
は
上
り
降
り
用

の
踏
み
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
庵
（
仏
殿
）
で
、
こ
の
建
物
の
左
手
に
連
な
る
家
屋
が
知

泉
の
掛
屋
敷
（
庫
裏
）
で
あ
ろ
う
。
庵
の
左
手
余
白
に
は
「
西
光
寺
弟
子
知
泉
」
の
文
字
が
見
え

る
。
仏
殿
前
の
余
白
が
境
内
地
で
、
こ
の
周
囲
を
簡
単
な
柵
で
囲
み
、
裏
口
に
は
二
本
の
柱
に
横

木
を
通
す
簡
略
化
さ
れ
た
冠
木
門
が
見
え
る
。
こ
れ
が
宝
暦
新
町
絵
図
に
残
る
知
泉
庵
の
全
貌
で

あ
る
。
そ
の
後
の
明
治
九
年
二
八
七
六
）
二
月
に
は
知
泉
庵
と
公
称
し
、
同
一
二
年
二
八
七

九
）
祐
閑
寺
の
寺
号
を
得
て
本
願
寺
直
末
と
な
っ
た
。

江
戸
時
代
の
来
民
は
「
山
鹿
新
町
」
と
呼
ば
れ
、
既
に
宝
暦
の
頃
に
は
道
路
を
挟
ん
で
一
五
七

⑨
存
亡
危
機
の
時
代

江
戸
時
代
中
期
の
宝
暦
一
三
年
会
七
六
三
）
か
ら
文
化
三
年
三
八
○
六
）
に
か
け
て
、
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
で
起
き
た
三
業
惑
乱
問
題
で
は
、
南
島
真
覚
寺
は
三
業
派
に
属
し
な
が
ら
も
こ

れ
を
潜
り
抜
け
明
治
に
い
た
る
。
そ
し
て
、
明
治
初
年
の
廃
仏
殿
釈
、
そ
の
動
き
に
対
す
る
民
衆

の
廃
仏
反
対
等
の
動
き
の
中
で
明
治
を
経
て
大
正
を
迎
え
る
。

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
一
○
月
三
日
、
一
四
世
住
職
智
が
四
九
歳
で
残
す
る
。
こ
れ
を
契
機

に
当
時
の
諸
般
の
事
情
も
絡
み
、
真
覚
寺
は
開
山
以
来
初
め
て
法
灯
継
続
の
危
機
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
頃
、
真
覚
寺
は
後
継
住
職
に
恵
ま
れ
ず
、
大
正
時
代
を
通
し
て
、
他
寺
の
住
職
が

兼
務
住
職
と
し
て
入
寺
し
法
務
を
行
っ
た
。
し
か
し
大
正
末
期
に
な
る
と
、
後
継
住
職
問
題
と
共

に
寺
の
岩
原
（
現
鹿
央
町
岩
原
）
移
転
問
題
等
が
複
雑
に
絡
み
、
廃
寺
寸
前
の
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
南
島
真
覚
寺
と
は
別
に
遡
っ
て
明
治
の
始
め
頃
、
来
民
（
現
鹿
本
町
）
知
泉
庵
の
智
泉
の
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る
事
へ
の
対
策
と
い
う
よ
り
、
土
地
を
失
う
事
で
、
農
民
よ
り
の
年
貢
の
確
保
が
難
し
く
な
る
事

へ
の
懸
念
が
、
こ
の
触
れ
の
真
の
目
的
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ば
、
宗
教
施
策
と
い
う
よ
り
、
封
建

制
度
の
維
持
と
い
っ
た
面
で
の
対
策
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
触
れ
を
裏
返
し
て
み
る
と
、

寺
社
や
地
域
で
の
新
規
の
祭
礼
の
禁
止
、
新
規
の
寺
院
設
立
の
禁
止
と
い
っ
た
一
連
の
動
き
は
、

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
時
期
に
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
二
を
境
と
し
て
古
跡
、
新
地
と
分

け
、
同
年
九
月
以
後
に
設
立
さ
れ
た
寺
院
に
つ
い
て
は
新
地
と
し
て
、
再
興
、
修
復
を
許
可
し
な

か
っ
た
事
象
に
連
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
宝
暦
の
改
革
後
の
真
宗
寺
院
の
状
況
は
ど
の
様
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
七

八
五
年
か
ら
一
八
○
三
年
の
間
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
「
仁
助
咄
」
の
な
か
で
、
近
頃
真
宗

寺
院
繁
昌
の
こ
と
と
し
て
、
御
講
坊
主
と
座
中
の
人
々
と
の
会
話
形
式
で
、
報
恩
講
、
一
代
居
住
、

禄
の
多
い
寺
等
の
事
が
語
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
智
伯
と
言
う
医
者
の
口
を
借
り
て
「
在
中
は
何
方
も
真
宗
に
て
、
近
年
は
在
中
も
真
宗

寺
は
御
堂
も
太
ふ
な
り
、
荘
厳
な
ど
も
立
派
に
な
り
、
坊
様
方
も
結
構
な
御
暮
し
方
に
て
ご
ざ
り

ま
す
。
」
と
批
判
的
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
真
宗
寺
院
の
状
況
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ

続
い
て
安
永
六
年
二
七
七
七
）
に
は
、
宗
旨
替
え
に
関
す
る
達
し
も
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
九
年
に
は
、
そ
れ
以
前
に
嫁
入
り
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
家
の
壇
那
寺
の
場
合
強
い
て

改
め
る
必
要
は
な
い
が
、
嫁
の
里
方
の
壇
那
寺
、
夫
か
た
の
壇
那
寺
に
改
め
た
者
は
、
双
方
の
寺

の
間
で
紛
争
が
無
い
よ
う
に
話
し
合
い
、
四
月
中
に
書
類
を
も
っ
て
提
出
す
る
よ
う
に
と
の
主
旨

で
あ
る
。

熊
本
城
下
の
町
方
に
対
し
て
も
、
宗
旨
、
寺
替
の
節
は
、
新
壇
那
寺
と
元
壇
那
寺
の
双
方
寺
院

へ
と
く
と
掛
け
合
い
「
差
し
支
え
な
し
」
と
の
書
状
を
取
り
、
受
け
入
れ
る
よ
う
に
。
た
だ
、
嫁

入
り
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
嫁
入
り
先
の
家
の
宗
旨
と
な
る
こ
と
は
世
間
の
通
例
で
あ
る
の
で
、

双
方
の
寺
へ
届
け
る
必
要
は
な
い
。
と
い
っ
た
事
が
、
町
方
の
宗
旨
替
、
寺
替
え
の
方
法
と
し
て

触
れ
ら
れ
て
い
る
。

同
様
の
壇
那
寺
替
え
に
関
す
る
達
し
は
、
降
っ
て
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
に
も
出
さ
れ
、

元
壇
那
寺
よ
り
差
支
え
な
し
の
書
類
と
、
そ
の
裏
に
一
派
の
法
頭
と
役
寺
五
ヵ
寺
組
の
裏
書
き
に

ろ
う
。

捺
印
の
上
、
新
壇
那
寺
に
提
出
す
る
よ
う
各
宗
派
共
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
安
永
九
年

の
お
達
し
以
後
、
寺
院
間
の
紛
争
が
頻
出
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
浄
土
真

宗
で
も
肥
後
伝
播
以
来
の
一
七
世
紀
前
半
の
活
気
あ
る
布
教
の
意
欲
を
無
く
し
、
門
徒
を
奪
い
合

う
紛
争
が
多
発
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
真
宗
寺
院
が
葬
式
仏
教
の
み
の
場
と
な
り
、
沈
滞

が
始
ま
っ
た
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
真
覚
寺
記
録
中
に
も
他
寺
に
転
じ
た
家
に
つ
い
て

「
元
来
当
寺
門
徒
た
り
し
が
、
何
の
訳
あ
り
て
か
、
い
ぶ
か
し
き
事
な
り
」
と
い
っ
た
記
述
も
見

ら
れ
、
そ
の
様
な
事
例
（
註
詔
）
が
多
か
っ
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
て
、
幕
末
に
惹
起
し
た
真
覚
寺
の
蝋
献
上
問
題
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
細
川
藩
で
は
宝
暦
の

改
革
時
に
、
藩
財
政
の
赤
字
解
消
の
た
め
、
櫨
蝋
、
楮
、
養
蚕
、
製
糸
な
ど
の
産
業
を
奨
励
（
註

調
）
し
て
い
る
。
特
に
、
櫨
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
城
内
に
櫨
方
役
所
が
置
か
れ
、
宝
暦
一

三
年
（
一
七
六
三
）
に
は
藩
直
営
の
製
蝋
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
蝋
売
買
は
自
由
で
、
専
売
制
は

ま
だ
敷
か
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
藩
が
出
し
た
触
に
よ
る

と
、
櫨
蝋
売
買
問
屋
を
個
人
問
屋
か
ら
旅
人
間
屋
惣
会
所
へ
変
。
蚤
運
上
銀
を
改
定
し
、
惣
会
所

の
改
印
を
受
け
る
事
を
義
務
付
け
て
い
る
。
ま
た
他
国
へ
売
り
出
す
分
も
、
惣
会
所
か
ら
手
形
を

受
取
り
出
荷
す
る
よ
う
に
規
制
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
七
二
）
か
ら

藩
の
統
制
が
は
じ
ま
っ
た
が
、
惣
庄
屋
以
下
の
反
対
で
安
永
年
間
に
は
解
除
さ
れ
て
い
る
。
降
っ

て
文
化
一
五
年
会
八
一
八
）
に
な
る
と
藩
は
ふ
た
た
び
櫨
蝋
に
関
心
を
示
し
、
国
産
の
生
蝋
、

晒
蝋
を
売
出
し
、
取
扱
は
三
丁
目
物
産
会
所
や
八
代
出
会
所
で
行
う
事
や
、
他
国
の
蝋
の
移
入
禁

止
の
旨
を
通
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
の
物
産
に
関
す
る
藩
の
関
心
が
強
ま
り
大
き
な
収

益
を
あ
げ
る
な
か
、
嘉
永
二
年
二
八
四
九
）
に
起
き
た
真
覚
寺
の
本
山
へ
の
蝋
献
上
問
題
は
、

藩
の
方
針
等
に
抵
触
し
、
大
い
に
当
時
の
真
覚
寺
住
職
を
悩
ま
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
櫨
蝋
、
楮
等
は
、
藩
の
政
策
も
あ
り
、
か
っ
て
は
至
る
所
に
植
え
ら
れ
て
い
た
ｃ
真
覚
寺
に

隣
接
す
る
豊
前
街
道
沿
い
に
も
、
つ
い
先
年
ま
で
そ
の
一
部
が
残
っ
て
い
た
し
、
楮
は
畑
の
土
手
、

畦
等
に
植
え
ら
れ
て
い
た
が
、
土
地
改
良
、
圃
場
整
備
事
業
等
で
現
在
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

さ
て
、
十
六
世
紀
後
半
頃
、
南
島
村
と
い
う
小
村
落
内
に
寺
院
が
三
力
寺
も
成
立
し
、
そ
れ
が

浄
土
真
宗
寺
院
に
改
宗
、
そ
の
後
山
鹿
湯
町
に
進
出
し
て
い
っ
た
過
程
を
ど
の
様
に
理
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
が
。
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の
後
の
釈
教
政
策
も
概
観
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
・

壺
牌
一
・
年
（
《
七
五
：
｝
藩
は
、
僻
侶
に
よ
る
徹
家
で
の
説
法
を
禁
止
し
て
い
る
藩
の
達
し

（
党
）
の
概
略
は
以
下
の
遡
り
で
あ
る

く
れ
小
で
は
、
存
先
に
僻
侶
が
、
姓
の
家
に
入
り
込
み
人
々
を
柴
め
脱
法
す
る
や
に
聞
く
の

で
、
今
後
は
漿
叶
す
る

．
、
捕
気
の
汁
呼
が
出
家
し
、
家
に
肘
る
吻
合
も
あ
る
と
聞
く
の
で
、
弟
ｆ
に
し
た
ら
早
速
師

の
肥
に
引
取
り
、
弟
ｆ
を
血
家
に
慨
く
伽
を
禁
止
す
る
』

以
卜
の
条
々
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
了
八
肚
紀
巾
噸
に
な
る
と
、
水
教
椚
動
は
昨
院
内
に
止
ま

ら
ず
、
憎
佃
は
村
々
の
在
家
へ
入
り
込
み
、
人
を
集
め
布
教
枅
動
を
股
間
し
て
い
る
こ
と
が
測
る

こ
れ
ら
は
、
説
教
と
聞
法
を
砿
視
す
る
血
家
仏
教
た
る
浄
服
真
水
の
僻
偶
達
で
あ
る
こ
の
僻
朏

の
布
教
沽
勤
が
、
淵
の
施
政
杵
達
に
と
っ
て
は
、
放
悩
す
れ
ば
投
に
繋
が
る
小
隠
な
動
き
と
写
っ

た
の
で
あ
ろ
う
以
止
の
条
々
は
、
米
酢
や
弟
ｆ
進
に
も
よ
く
申
し
聞
か
せ
、
き
っ
と
州
背
く
こ

と
が
な
い
よ
う
、
牌
し
違
肯
の
僻
冊
が
あ
れ
ば
、
吟
味
の
上
川
家
た
り
と
も
机
許
さ
ぬ
と
結
ば
れ

て
い
る
／
こ
れ
ら
の
達
し
が
州
さ
れ
た
背
餓
に
は
、
春
先
に
真
水
の
側
侶
が
村
々
に
行
き
、
在
家

に
人
を
集
め
説
法
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
説
法
は
寺
で
聴
聞
す
る
の
が
叫
然

で
あ
る
の
で
、
今
後
は
介
家
に
人
々
を
集
め
て
説
法
す
る
の
は
紫
止
、
と
い
う
訳
で
あ
る

ま
た
喝
時
、
摘
気
の
背
、
身
体
に
障
謀
の
あ
る
も
の
が
、
俄
に
川
家
し
酢
の
弟
子
に
な
り
、
家

に
肘
な
が
ら
脱
法
ら
し
き
物
碕
等
を
行
い
、
簡
恥
な
仏
聯
に
は
跣
経
す
る
な
ど
し
て
布
施
を
斑
っ

て
渡
Ⅱ
し
、
そ
の
弟
ｆ
達
も
ま
た
出
家
し
、
ｎ
宅
が
い
つ
の
間
に
が
唯
案
の
よ
う
に
な
る
故
に

荊
気
や
、
腱
巣
等
が
成
り
雌
く
て
川
家
し
た
も
の
は
、
帥
が
酢
へ
州
き
取
る
な
り
し
、
ま
た
炳
気

で
な
い
折
は
還
俗
し
て
農
梁
に
Ｌ
ｖ
－
ち
陥
る
よ
う
に
す
べ
き
で
、
違
反
す
る
汁
に
つ
い
て
は
、
川
家

た
り
と
も
そ
の
朧
で
は
総
て
慨
か
ず
と
し
て
い
る

こ
の
述
し
は
、
堀
平
太
左
術
門
の
剛
の
侭
牌
を
年
（
・
し
几
３
）
し
川
・
し
Ⅱ
、
火
稚
行
に
仰

せ
付
け
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
の
時
期
細
川
群
に
お
い
て
は
、
稚
肚
細
川
嘔
畷
を
中
心
に
，
こ

れ
を
補
佐
す
る
卿
γ
人
方
術
門
に
よ
っ
て
喰
畔
の
改
雌
（
じ
れ
。
～
大
川
）
が
溝
手
さ
れ
た
時

期
で
あ
っ
た
聴
聞
を
第
義
と
す
る
浄
Ｉ
典
雅
に
お
い
て
は
、
喰
勝
期
前
後
に
こ
の
よ
う
な
典

雅
僻
糾
の
祇
跳
と
、
ま
た
在
家
仏
教
と
し
て
、
そ
れ
を
要
求
す
る
氏
衆
の
動
き
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
そ
の
後
の
、
犬
明
七
年
（
七
八
七
）
に
は
、
慣
牌
年
間
に
達
し
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
妓
近
、
寺
社
奉
行
所
の
裁
許
を
受
け
ず
妄
り
に
朧
雌
仙
の
修
行
を
致
す
杵
が
い
る
の
で
、

愼
勝
レ
ハ
年
の
逃
し
を
守
る
べ
き
時
の
触
れ
も
川
さ
れ
て
い
る

Ⅲ
じ
く
籏
牌
・
１
年
（
・
七
六
“
・
言
玉
川
・
火
Ⅱ
公
儀
御
触
と
し
て
、
「
寺
院
へ
の
川
畑
祷

附
、
腰
地
は
容
易
に
は
成
り
が
た
し
」
と
い
っ
た
触
れ
が
出
さ
れ
て
い
る

内
容
は
、
、
桃
所
持
の
地
所
を
寄
付
し
た
り
、
縦
波
す
る
こ
と
を
蕊
Ｉ
す
る
も
の
で
、
Ｉ
地
を

他
所
の
壌
蚊
に
寄
付
し
、
そ
の
場
所
に
新
規
の
昨
院
を
誘
致
し
、
本
昨
を
離
水
し
た
り
、
願
、
服
、

窪姦一

蕊

"81xI {l: (1765)噸の』'! 勉寺'.|!野llll.識の活動を示す手水轆銘|ﾘlfll

寺
が
隣
接
地
を
寄

進
さ
せ
境
内
地
と

し
て
州
込
む
聯
の

行
為
も
雌
川
と
し

、
姓
は
勿
揃
、
彼

・
服
、
地
頭
で
も
勝

手
に
川
畑
を
酢
院

に
寄
付
す
る
行
為

を
紫
Ｉ
し
て
い
る

こ
の
条
々
の
愈

脚
す
る
と
こ
ろ
は

ザ
院
が
匝
人
化
し

・
換
の
中
心
と
な

杯
と
な
っ
た
た
め

身
が
勝
下
に
求
胃

を
枠
え
ぶ
院
を
誘

致
し
た
り
、
廃
球

と
な
っ
て
い
る
酢

院
の
が
け
を
使
っ

た
り
、
蕊
所
が
。
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な
っ
た
と
い
う
。
真
覚
寺
の
伝
承
も
同
様
で
、
合
志
氏
滅
亡
後
、
親
重
の
子
の
熊
太
郎
は
、
家
臣

の
小
国
源
蔵
に
背
負
わ
れ
て
南
島
に
到
り
、
後
剃
髪
し
て
慶
西
と
改
め
天
台
宗
の
寺
を
創
立
し
、

寺
号
を
真
覚
寺
と
称
し
た
と
あ
る
。

伝
承
で
は
、
親
重
に
は
二
人
の
子
供
が
あ
り
、
「
真
覚
寺
慶
西
（
熊
太
郎
）
は
小
国
源
蔵
に
背

負
わ
れ
」
、
「
光
専
寺
行
圓
は
乳
母
に
抱
か
れ
」
の
違
い
だ
け
で
、
同
じ
南
島
村
に
隠
匿
と
な
っ
て

よ
つ
め
ゆ
い

い
る
。
明
治
に
な
り
、
名
乗
っ
た
姓
も
同
じ
「
佐
々
木
」
姓
で
、
紋
所
も
同
様
「
四
目
結
」
で
あ

る
。
光
専
寺
は
後
に
山
鹿
の
現
在
地
に
移
転
す
る
が
、
南
島
村
内
の
中
之
丁
に
そ
の
跡
地
と
伝
承

す
る
所
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
寺
院
の
始
祖
を
考
え
る
に
、
光
専
寺
も
真
覚
寺
も
、
祖
は
同
じ
で

は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
近
世
初
頭
に
山
鹿
が
在
町
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
始
め
た
時
期
に
、
南
島
村
か
ら

人
々
が
集
ま
る
山
鹿
の
地
へ
「
光
専
寺
」
と
し
て
進
出
、
そ
の
跡
を
兄
弟
等
を
住
職
に
真
覚
寺
と

し
て
残
し
、
後
に
光
専
寺
末
寺
に
組
み
込
ん
だ
可
能
性
が
強
い
（
註
堅
。
什
物
等
に
見
ら
れ
る

両
寺
の
本
末
関
係
は
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
一
七
世
紀
中
頃
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

南
島
真
覚
寺
は
、
こ
の
様
に
天
正
一
五
年
に
合
志
氏
の
子
孫
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
た
が
、
当
時

は
天
台
宗
（
註
翌
で
、
後
の
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
二
に
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
、
西
本
願
寺

の
末
に
つ
い
た
と
い
う
。
改
宗
時
期
に
つ
い
て
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
説
も
あ
る
。

さ
て
、
浄
土
真
宗
の
肥
後
へ
の
伝
播
は
、
石
山
本
願
寺
の
膝
元
、
泉
州
門
徒
衆
よ
り
豊
後
国
へ

伝
え
ら
れ
、
豊
後
は
臼
杵
の
善
法
寺
を
経
て
肥
後
へ
至
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
当
時
の
肥
後
の
主

要
寺
院
は
、
殆
ん
ど
豊
後
の
寺
院
の
下
部
組
織
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
県
北
で
は
、
山
鹿

郡
方
保
田
村
に
所
在
し
、
そ
の
後
熊
本
に
移
転
し
た
西
光
寺
と
本
末
関
係
を
結
ん
で
い
た
寺
院
も

多
い
（
註
型
。
慶
長
一
○
年
か
ら
元
和
九
年
ま
で
の
「
木
仏
之
留
」
（
肥
後
国
諸
記
）
の
記
載
の

門
末
と
し
て
は
、
実
に
山
鹿
郡
内
で
は
六
つ
の
寺
名
等
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
間
の
事
情
を

物
語
っ
て
い
る
。

肥
後
国
誌
草
稿
に
よ
れ
ば
、
山
鹿
郡
に
お
い
て
は
、
古
い
時
期
の
二
～
三
の
例
外
を
除
い
て
、

天
正
年
間
か
ら
寛
文
年
間
に
至
る
間
に
、
二
四
寺
の
真
宗
寺
院
の
創
建
を
終
わ
っ
て
い
る
。
内
訳

は
、
天
正
年
間
四
、
慶
長
六
、
元
和
一
、
寛
永
六
、
正
保
一
、
承
応
二
、
明
暦
一
、
寛
文
三
で
あ

る
。
（
註
弱
）

肥
後
に
お
け
る
真
宗
伝
播
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、
山
鹿
郡
方
保
田
村
に
西
光
寺
を
得
た
こ
と

が
、
後
の
県
北
に
お
け
る
浄
土
真
宗
寺
院
創
設
と
布
教
の
口
火
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

真
覚
寺
に
現
存
す
る
什
物
と
し
て
は
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
銘
の
蓮
如
上
人
御
影
像
裏
書

が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
七
世
紀
後
半
頃
に
真
覚
寺
も
、
真
宗
寺
院
と
し
て
の
体
裁

が
完
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
裏
書
き
に
は
、
「
仏
照
寺
下
光
専
寺
下
肥
後
国
山
鹿
郡
南

嶋
真
覚
寺
ｌ
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
す
で
に
本
末
制
度
が
成
立
し
て
い
る
事
が
判
る
。
一
七
世
紀
後

半
に
は
、
四
世
住
職
の
玄
海
の
誓
詞
（
註
妬
）
に
見
え
る
よ
う
に
、
封
建
制
下
の
本
末
制
度
の
な

か
に
真
覚
寺
も
堅
く
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
に
玄
海
が
、
本
願
寺
の
下
問
宮
内
卿
、
そ
の
他
二
名
に
宛
て
た
誓
詞

「
一
札
之
事
」
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

当
家
に
と
っ
て
は
代
々
浅
か
ら
ざ
る
御
厚
恩
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
御
公
儀
を
軽
ん
じ
な
い
よ

う
に
と
の
本
寺
か
ら
の
仰
せ
は
至
極
も
っ
と
も
の
事
で
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、

一
、
御
公
儀
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
よ
う
門
徒
中
迄
堅
く
相
守
る
よ
う
に
申
し
付
け
る

一
、
御
公
儀
に
対
し
て
不
穏
の
動
き
が
あ
る
時
は
す
ぐ
、
有
様
を
そ
の
ま
ま
を
本
寺
へ
言
上
す

る

一
、
本
寺
の
下
知
は
堅
く
守
り
、
寺
務
、
門
徒
の
教
化
も
怠
り
な
く
教
化
を
進
め
る

と
い
っ
た
三
ヵ
条
が
認
め
ら
れ
、
真
覚
寺
・
玄
海
の
署
名
と
共
に
、
花
押
及
び
血
判
ま
で
押
さ
れ

て
い
る
。
か
つ
て
の
一
向
一
摸
、
百
姓
一
摸
を
念
頭
に
お
い
た
幕
府
の
意
向
を
、
本
末
制
度
を
通

し
て
末
端
迄
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
意
図
が
読
み
取
れ
る
。

一
七
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
有
力
門
徒
の
大
梵
鐘
等
の
寄
進
が
あ
り
、
真
覚
寺
も
寺
院
と
し

て
の
充
実
時
期
に
い
た
る
。
住
職
も
開
基
よ
り
数
え
て
五
世
と
な
っ
た
元
禄
年
間
頃
の
こ
と
で
あ

う
（
》
Ｏ

そ
の
後
の
一
八
世
紀
前
半
、
真
覚
寺
も
小
村
落
の
真
宗
寺
院
と
し
て
、
農
村
へ
の
教
化
活
動
を

進
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
具
体
的
事
項
に
つ
い
て
は
享
保
年
間
頃
の
過
去
帳
が
欠
落
、
資
料

を
欠
く
の
で
、
当
時
の
藩
の
宗
教
政
策
を
通
し
て
、
農
村
部
の
状
況
を
探
っ
て
見
た
い
。

ま
た
、
他
藩
に
お
い
て
も
、
同
様
の
意
図
の
も
と
に
藩
内
の
施
政
が
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
熊

本
藩
町
政
資
料
（
註
”
）
か
ら
藩
の
達
書
等
宗
教
関
係
分
を
拾
っ
て
み
る
と
、
肥
後
に
お
け
る
そ
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⑧
浄
土
真
宗
寺
院
の
成
立
と
展
開

真
覚
寺
は
、
天
眼
一
江
年
合
志
親
電
の
長
男
熊
太
郎
が
剃
髪
し
て
、
慶
西
と
称
し
、
山
鹿
郡
南

島
の
地
に
創
厳
し
た
と
い
う
蜜
こ
の
地
を
選
ん
だ
の
は
、
合
志
一
族
が
多
く
戦
死
し
た
犬
旺
五
年

八
〃
宝
Ⅱ
の
擬
坂
城
合
戦
（
註
型
の
戦
場
で
あ
っ
た
た
め
、
一
族
の
排
捉
を
珊
う
た
め
と
伝
え

る
．
尺
正
・
さ
年
に
島
津
方
に
身
柄
を
楓
け
ら
れ
た
合
志
向
喰
が
（
註
型
翌
四
年
に
は
従
朽

九
○
人
と
共
に
大
川
で
討
果
さ
れ
、
轆
犬
服
・
血
年
に
は
山
鹿
を
灘
台
と
し
て
巾
阯
脚
衆
述
の
動

き
が
撒
蒋
と
な
る
肥
後
の
中
仙
の
雑
引
き
と
も
な
っ
た
脚
衆
・
摸
も
こ
の
年
に
勃
発
し
て
い
る

"71XI 典覚寺の手水盤に刻まれた合志氏紋所の四u紬

__1,名

-,J・

の

藩
干
早
い
長
坂
城

陵
、
蕊
じ
て
光
専

け
ら
れ
Ⅶ
村
に
随

そ
の
後
言
世
の
行

側
は
合
志
親
重
の

ｆ
で
、
合
志
氏
滅

亡
後
、
乳
雌
に
預

ヴュ、 クセ．． 1 1 ．唯

し水が
光の l肘
W M&、』｡

.､ザ 、f村
とをに
称創天

も
犬
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年
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推
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し
た
と
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で
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開
山
は
ど
え
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戦
直
後
頃
と

こ

の

様
な
状
ルヒ
下

山
鹿
の
光
専
齢

趾
住
職
と

）
に
、
行１
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よ
り

第
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表
幕
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藩
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法
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小
年
表
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バ
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○
腱
良
江
年

じじ
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卜
し
Ｌ
ハ
ニ
・

じ
じ
じ ﾉL

犬元
正

且号

享
保
七
年

宝
暦
一
年

〃
三
年

参
六
年

〃

▲
一

犬安
lﾘl水
七九

年ｲ|そ

″
｜
地

文
政
六
年

〃
凸
杢
舎

安
政
皇
年

《
、
」
２

ケ
Ⅱ
ノ
ハ
ー
Ⅷ
５

文
久
乞
年

明
治
川
年

〃
九
年

寛
政
・
・
・
年

〃
じ
年

〃
九
年

文
化
五
年

〃
九
年

"擬
兀l几｜

年ｲド

〃・単
水

リL
,‘〈年

〃
一
ゞ
を

再

友
永
六
年

爬
禄
疋
年

I

事
項

肥
後
国
衆
一
摸
（
南
島
真
覚
寺
創
立
）

佐
々
成
政
国
王
と
な
る
。

加
藤
清
正
・
小
舸
行
長
入
脚

加
藤
浦
正
肥
後
一
円
（
球
解
郡
を
除
く
）
支
配

郡
部
の
有
力
寺
院
を
城
ド
に
集
め
る
。
Ⅲ
鹿
梛
″
保
川
内
光
跡
等

細
川
忠
利
肥
後
人
岡

川
宗
門
改
め
の
た
め
、
各
呼
院
に
聴
家
端
簿
を
作
り
癖
紙
を

提
川
さ
せ
る
（
藩
）

肥
後
群
の
踏
絵
開
始

七
諦
宗
寺
院
法
度
五
条
及
び
八
条
を
制
定

ｆ
一
肥
後
延
寿
寺
、
末
寺
と
共
に
東
本
願
寺
へ
転
派

Ⅲ
幕
府
、
寺
院
の
占
跡
・
新
地
を
定
め
、
寛
永
八
年
以
前
の

創
設
を
古
跡
と
す
る
◆

幕
府
、
諦
宗
に
法
度
を
下
す
。

在
家
に
人
を
集
め
説
法
す
る
認
を
禁
止
、
弟
ｆ
は
師
が
引
き
取
る
。

非
合
法
寺
院
の
整
理

寺
社
方
本
末
改
め

一
孫
府
み
だ
り
に
寺
院
に
川
畑
を
寄
付
す
る
鞭
、
廃
寺
を
興

す
こ
と
、
改
宗
す
る
邪
を
禁
じ
る
ｃ

四
本
願
寺
、
三
業
惑
乱
発
端
起
こ
る

宗
片
秤
・
が
院
枠
は
双
力
寺
院
納
得
の
ｋ
厳
遁
に
行
う
胃
の
達

し、
肥
後
熊
本
藩
、
典
宗
の
布
教
を
止
め
、
後
復
柵
さ
せ
る

九
米
価
騰
蛍
肥
後
そ
の
他
で
騒
動

朧
雌
僻
修
行
が
社
奉
行
所
の
哉
詐
受
け
る
こ
と

九
米
価
騰
瞳

虚
艇
僻
修
行

寺
社
方
改
め

寺
院
躍
敷
、
裟

浄
ｔ
真
宗
寺
々

寺
院
臆
敷
、
蕊
所
広
め
の
梁
止

浄
ｆ
真
宗
寺
々
祖
師
会
狼
籍
等
（
鳶
役
共
は
心
付
け
る
辮
）

七
幕
府
、
三
業
惑
乱
関
係
荷
多
数
を
処
罰

西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
に
関
す
る
藩
か
ら
の
通
達

脚
度
、
宗
旨
拝
え
、
寺
梼
え
の
件
申
し
来
る

日
那
寺
替
え
の
件

寺
社
方
改
め

幕
府
、
僻
侶
の
不
律
を
戒
め
る

三
幕
府
、
詣
脚
寺
院
の
梵
鈍
を
鉄
砲
に
改
鋳
さ
せ
る
》

聯
府
仏
像
、
仏
器
等
に
鋼
鉄
の
使
川
を
禁
じ
る

肥
後
、
光
照
が
針
水
、
催
崎
に
行
き
キ
リ
ス
ト
教
を
研
究

四
、
寺
請
制
・
宗
門
改
制
廃
止

川
、
僻
侶
の
肉
食
葵
帯
蒋
髪
を
杵
叫

九
、
僻
侶
に
姓
を
称
さ
せ
る
。
・
・
無
峨
無
住
齢
院
を
廃
寺

と
す
る
←
て
太
陽
暦
を
採
川
す
る
〉
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し
、
子
に
男
子
が
い
な
か
っ
た
事
や
、
諸
般
の
事
情
も
あ
り
真
覚
寺
は
こ
の
時
点
で
、
以
後
の
後

継
者
を
失
う
事
態
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
大
正
七
年
二
九
一
八
）
隣
接
す
る
持
松
善
照
寺
の
佐
々
木
覚
照
師
が
、
真
覚
寺

住
職
兼
務
と
な
り
、
大
正
二
年
（
一
九
二
二
）
ま
で
法
務
等
を
行
っ
て
い
る
。
江
戸
時
代
善
照

寺
と
は
近
隣
寺
院
と
し
て
誼
み
が
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。
続
い
て
同
年
、
福
岡
県
三
池
郡
銀
水
村

清
福
寺
の
福
原
法
道
師
が
入
寺
、
佐
々
木
師
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
大
正
末
ま
で
兼
務
住
職
が
続
い

た
。
（
註
坦
真
覚
寺
の
岩
原
移
転
等
の
動
き
が
起
こ
っ
た
の
も
こ
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

時
期
に
本
山
よ
り
住
職
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の
が
、
一
五
世
藤
戸
了
然
師
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

地
で
実
際
に
法
務
に
携
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
詳
で
あ
る
。

そ
の
後
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
真
覚
寺
を
大
字
山
鹿
字
花
塚
三
七
二
に
移
転
、
同
一
二
月
、

桑
原
留
教
が
エ
ハ
世
住
職
と
し
て
本
山
よ
り
何
寺
住
職
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
こ
に
山
鹿
真
覚
寺
が
発

足
し
た
の
で
あ
る
。
続
い
て
昭
和
八
年
、
一
六
世
住
職
残
後
、
同
仁
愛
が
そ
の
跡
を
次
ぎ
一
七
世

住
職
と
な
り
、
平
成
五
年
二
九
九
三
）
の
仁
愛
残
後
は
、
十
七
世
住
職
の
坊
守
直
子
が
代
務
住

職
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

、
真
覚
寺
懸
案
の
問
題

か
つ
て
、
一
七
世
住
職
健
在
の
折
り
、
「
江
戸
時
代
、
真
覚
寺
で
本
願
寺
へ
の
蝋
燭
の
蝋
献
上

で
問
題
が
起
こ
っ
た
」
と
聞
い
た
事
が
あ
る
。
結
末
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
願
寺
の
資
料
（
註
坦

に
当
時
の
記
録
が
見
え
る
。

事
の
起
こ
り
は
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
本
山
か
ら
、
肥
後
国
の
代
表
的
産
物
で
あ
る
蝋
の

献
上
を
促
す
末
寺
、
門
徒
宛
の
達
書
に
始
ま
る
。

こ
の
達
書
の
御
用
番
の
添
え
書
き
に
、
過
去
に
そ
の
取
り
纏
め
役
を
成
し
て
き
た
た
め
で
あ
ろ

う
か
、
山
鹿
郡
南
島
村
真
覚
寺
が
名
指
し
で
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
委
細
は
出
役
の
小

倉
法
輪
寺
と
相
談
、
処
理
す
る
よ
う
に
と
の
本
願
寺
か
ら
の
指
示
が
、
役
前
の
肥
後
順
正
寺
、
西

光
寺
宛
に
な
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
こ
の
件
に
つ
い
て
真
覚
寺
が
同
文
書
に
現
れ
る
の
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
熊

本
・
順
正
寺
か
ら
本
山
に
宛
て
た
四
月
二
一
Ｈ
付
け
の
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
は
「
四
月
七

日
献
上
物
懸
伺
」
と
の
表
題
が
あ
る
。
内
容
は
「
献
上
の
蝋
の
穂
木
の
事
で
昨
年
の
一
二
月
に
真

覚
寺
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
伺
い
を
上
申
し
た
が
、
何
の
指
示
も
な
く
、
再
び
同
寺
か
ら
引
き
合
い

が
あ
っ
た
の
で
今
後
の
処
置
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
」
と
の
内
容
で
始
ま
り
、
領
方
役
筋
と
の

調
整
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
当
時
は
、
櫨
が
肥
後
の
産
物
で
あ
る
た
め
、
藩
が
財
政
窮
乏

の
打
開
策
と
し
て
藩
内
の
櫨
を
集
荷
し
、
問
屋
を
通
じ
て
販
売
、
商
業
上
の
利
益
を
あ
げ
よ
う
と

し
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
事
実
、
近
隣
の
現
山
鹿
市
鍋
田
に
も
幕
末
に
藩
の
櫨
会
所
が
置
か
れ
製

ば
ぜ

蝋
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
で
の
櫨
の
献
上
は
、
国
益
に
反
す
る
行
為
で
あ
り
、
藩
の
役
筋

と
の
調
整
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

懸
け
伺
い
の
中
で
、
「
真
覚
寺
儀
ハ
亡
父
ヨ
リ
ノ
願
書
」
と
か
「
年
来
真
覚
寺
亡
父
ョ
リ
ノ
志

ヲ
受
ヶ
継
ギ
」
と
か
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
事
に
つ
い
て
は
前
代
住
職
か
ら
、
順
正
寺
を
通
し
て

本
願
寺
へ
の
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
亡
父
は
一
○
世
の
誓
鎧

で
、
担
当
し
た
住
職
は
二
世
の
最
勝
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
当
の
願
書
が
残
っ
て

い
な
い
の
で
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
、
役
前
か
ら
の
進
達
文
書
の
内
容
を
吟
味
し
て
み
る
と
、
献

上
穂
木
の
量
が
多
い
の
で
、
或
い
は
減
額
、
若
し
く
は
免
除
を
取
り
付
け
る
た
め
の
願
書
で
あ
っ

た
と
も
受
け
取
れ
る
。

つ
ま
り
、
五
万
本
の
穂
木
は
到
底
入
手
困
難
で
あ
り
、
一
万
本
に
し
、
両
三
年
の
間
に
必
要
に

応
じ
て
分
割
で
献
上
し
た
い
と
の
趣
意
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
領
主
の
領
法
や
組
合
の
仕
法
に

関
す
る
調
整
や
時
々
の
入
費
、
諸
付
け
届
け
等
不
益
の
費
え
も
心
配
し
て
い
る
。
役
前
と
し
て
の

熊
本
順
正
寺
の
意
見
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
願
い
の
通
り
に
仰
せ
付
け
ら
れ
る
の
が
無
難
と
思
わ

れ
る
し
、
役
前
と
し
て
努
力
も
す
る
が
、
若
し
そ
れ
以
外
に
本
山
の
思
し
召
し
が
あ
れ
ば
、
そ
の

段
、
真
覚
寺
に
直
接
仰
せ
付
け
ら
れ
た
い
」
と
い
っ
た
長
文
の
伺
い
兼
状
況
説
明
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
「
当
真
覚
寺
も
、
亡
父
よ
り
志
を
受
け
継
ぎ
心
配
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
召
登
ら
せ
、
懇
志
に
つ
い
て
の
労
い
の
詞
を
頂
き
、
よ
ん
ど
こ
ろ
無
き
訳
柄
等
を
説
明
頂
け
れ

ば
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
落
着
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
早
急
に
召
登
ら
せ
ら
れ

る
事
を
お
願
い
致
し
た
い
」
と
言
っ
た
追
伸
で
こ
の
文
書
は
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
蝋
献
上
の
一

件
は
、
そ
の
後
の
文
書
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
い
か
な
る
結
末
と
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
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⑥
歴
代
の
住
職
概
観

先
に
も
述
べ
た
如
く
、
典
覚
が
の
附
堆
は
合
志
観
砿
の
隆
兜
熊
太
郎
が
剃
髪
し
て
、
法
叶
を
慶

内
と
術
し
た
と
あ
る
が
、
川
典
は
明
ら
か
で
は
な
い
光
＃
〃
文
将
に
よ
れ
ば
、
慶
災
・
八
年

（
・
六
・
○
｝
の
「
迩
如
ｔ
人
真
影
」
に
兄
ら
れ
る
打
側
は
光
卵
邸
の
：
肚
で
、
親
喰
の
ｆ
と
低

え
る
光
専
寺
は
創
建
叫
時
は
南
嶋
内
に
あ
り
、
後
川
鹿
湯
町
に
移
転
し
た
も
の
で
あ
る
南
陽

与
人
帯
家
数
御
帳
に
よ
れ
ば
光
専
寺
も
、
寛
、
水
○
年
（
§
六
一
：
今
頃
ま
で
は
南
嶋
村
に
所
在

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

典
覚
が
の
開
堆
が
合
志
氏
末
孫
と
い
う
こ
と
を
記
し
た
金
ｎ
文
と
し
て
は
、
応
祉
川
年
（
六

九
・
）
鋳
造
の
大
梵
鰍
が
あ
る
こ
の
小
で
几
Ⅲ
他
職
の
乍
窄
は
「
合
志
氏
八
代
の
水
孫
一
と
銘

文
中
に
記
し
て
い
る

：
阯
は
、
慶
趾
宛
、
水
・
○
年
の
人
畜
家
数
御
帳
に
そ
の
斜
が
初
兇
さ
れ
、
後
の
「
山
鹿
郡
誌

単
稿
」
（
前
哩
に
も
見
え
る
何
卉
で
は
真
覚
寺
は
、
承
応
年
中
開
雄
と
な
っ
て
い
る
続
い

て
、
南
島
境
内
雅
所
に
残
る
蕊
碑
の
残
年
か
ら
腔
代
住
職
名
を
辿
っ
て
兄
る
と
、
寅
阯
が
禰
門
、

川
阯
が
玄
海
、
玄
海
は
、
偶
然
人
手
し
た
天
和
ゞ
年
の
醤
詞
弓
札
之
蝋
」
ｎ
絵
参
暇
）
に
よ
っ

て
判
明
し
た
住
職
箔
で
あ
る
続
い
て
、
先
の
梵
鐡
銘
に
兄
ら
れ
る
血
肚
の
余
窄
、
そ
し
て
火
仙

川
家
の
間
で
僻
刎
等
で
人
の
行
き
来
が
あ
っ
た
叫
能
性
も
あ
う
Ｑ
先
の
、
尺
椰
疋
年
（
六
八
一

に
典
箆
げ
に
人
梵
蝿
を
符
進
し
た
湯
川
疵
化
の
森
川
郎
兵
衛
艮
収
と
い
う
人
も
、
心
″
門
偏
従

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

聯
末
に
な
る
と
、
町
郁
の
門
信
徒
も
現
れ
、
朧
サ
を
持
つ
商
人
の
緒
も
過
去
帳
に
兄
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
そ
の
人
達
は
、
山
鹿
腸
町
が
近
川
在
町
と
し
て
の
成
長
を
遂
げ
る
な
か
で
、
盗
水
の

帯
積
を
成
し
た
商
人
と
思
わ
れ
、
近
肚
鈩
院
を
支
え
る
樒
那
と
し
て
議
場
し
て
く
る

小
村
落
に
お
け
る
門
徒
散
も
時
代
に
よ
っ
て
変
化
が
兄
ら
れ
る
祁
両
時
代
に
比
べ
る
と
川
数

が
減
っ
た
集
落
、
企
く
門
徒
〃
数
が
雌
く
な
っ
て
仙
雛
っ
た
所
な
ど
様
々
で
あ
る
将
に
減
っ
た

の
は
地
肥
の
南
陽
村
、
無
く
な
っ
た
の
は
、
川
小
原
付
、
．
Ⅱ
金
付
、
腿
坂
村
、
鍋
川
八
幡
林
群
が

特
に
注
Ⅱ
さ
れ
る
腱
い
年
川
の
間
の
肺
院
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、
朧
代
休
職
個
人
の
盗
質

の
間
題
、
小
祥
寮
等
々
巻
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
川
は
ま
さ
に
雌
常
と
い
え
る

蒋
鈴
は
従
ｆ
で
、
案
は
典
覚
が
唯
ま
れ
の
蒜
英
で
あ
る
。
○
川
の
緒
は
、
現
在
も
諦
余
脳
製
仏

典
群
に
彫
り
込
ま
れ
て
残
る
続
い
て
上
仙
は
雌
勝
、
宗
は
怒
勢
で
腿
谷
川
村
（
現
菊
鹿
町
）

の
閥
得
寺
ｒ
徹
の
娘
で
あ
る
）
こ
の
寺
院
の
机
は
、
隈
部
家
家
厭
の
川
足
、
王
殿
亮
で
、
Ⅲ
寺
に
犬

ｆ
年
間
の
宛
行
状
（
註
Ｕ
等
数
通
が
残
る
一
続
い
て
．
一
・
仙
は
寂
静
で
、
三
池
の
泳
川
が
よ
り

人
寺
、
篭
は
典
覚
寺
唯
ま
れ
の
恵
蒜
で
あ
る
ミ
ニ
雌
が
法
英
（
後
の
佐
々
木
闘
志
）
で
、
明
治

几
年
（
・
八
七
・
・
）
に
、
戦
岡
末
の
雄
一
佐
々
木
合
志
」
に
復
帰
し
て
い
る
法
英
の
案
は
鎮
孵

で
、
彼
牒
の
蛇
が
励
雑
で
あ
る
こ
の
、
法
英
の
ｒ
が
川
肚
の
柳
で
あ
る
科
は
四
九
縦
で
残

塔、
！
ゞ
雫
、
七
仙
義
鵯
、

１ １紬
典
に
典
党
が
過
去

Ｉま脱
帷
や
現
地
潅
仰
に

Ｌ
ｖ
〆

ｌ

６

ｐ

ｒ

Ｈ

Ⅱ

甲
Ｄ
Ｂ
■ィ

よ
り
知
ら
れ
る
』

、唾
但
し
、
仇
職
塙
は

唾
没
年
の
順
序
で
舵

肖
べ
た
も
の
で
あ
り
、

ソ
．

前
後
が
入
僻
わ
る

、災
呵
能
牝
も
あ
る

少ｉ

、
九
仙
は
小
川
、
職

１
Ｊ
ｊｌ知

触
と
い
う
名
称
が

、空
過
去
帳
に
一
か
所

翠
一
ロ媚

兇
え
る
が
、
住
職

雌
か
弟
子
僻
な
の
か

１１〃
は
不
明
で
あ
る

継
特
に
覚
政
、
￥
、
娠
測

も

も

Ｈ

Ｄ

Ｏ

典

。

Ⅱ

Ⅱ

Ｈ

ジ

凸
心
毎Ｍ

の
九
年
間
の
過

ｆ朧
去
帳
が
欠
落
し
て

ｌｘ
い
る
た
め
詳
ら
か

ｌ
も
、
６
Ｊ’第

で
な
い
○
趾

l(）



こ
こ
に
興
味
あ
る
聯
例
が
あ
る
合
志
町
史
に
よ
れ
ば
、
寛
、
水
圭
○
年
の
肥
後
藩
人
畜
改
帷
に
、

厳
照
寺
、
仏
教
寺
、
真
数
寺
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
前
符
Ｚ
寺
は
仙
職
の
傍
ら
小
馬
を
礎
う
尚
持
、

姓
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
特
に
厳
照
寺
は
男
女
合
わ
せ
て
一
五
人
、
牛
馬
川
匹
、
家
臆
敷
で
一

三
軒
、
高
四
小
六
斗
七
升
川
合
と
あ
る
。
仏
教
寺
も
男
女
合
わ
せ
て
六
人
、
牛
馬
一
匹
で
、
高
派

石
八
斗
七
升
と
あ
る
の
で
、
川
寺
共
、
獅
尚
持
ち
の
緒
論
肖
姓
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。

ま
た
、
Ⅲ
じ
く
魔
、
水
○
年
作
成
の
南
島
与
人
帝
家
数
御
帳
に
見
え
る
南
陽
村
の
光
呼
寺
も
、

介
忠
の
厳
照
が
秘
で
は
な
い
が
、
腓
昨
に
従
塀
し
た
と
思
わ
れ
る
側
女
川
人
、
及
び
脇
・
頭
等
を

使
う
尚
壱
〃
１
余
の
尚
持
ち
で
あ
り
、
同
村
所
在
の
光
棚
呼
も
、
Ⅲ
規
棋
の
尚
壱
、
八
１
余
の

腱
業
経
鴬
を
打
っ
て
い
た

時
代
は
下
る
が
、
文
政
の
寺
社
改
め
に
よ
る
と
、
隣
接
す
る
鹿
央
川
広
所
在
の
妙
連
寺
は
、
家

内
五
人
中
坊
張
Ｉ
←
・
女
四
、
岡
広
所
在
の
徳
栄
群
も
家
内
Ｉ
・
人
中
、
坊
主
血
・
女
川
と

ｌ

な
っ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
農
巣
維
憐
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
妙
迩
帥

の
よ
う
な
小
村
藩
の
碓
院
で
、
Ｉ
・
人
も
の
僻
州
は
不
典
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
‐

典
覚
が
法
撤
の
光
教
矛
｛
Ｋ
墹
祁
菊
水
川
所
庇
）
で
古
式
の
小
《
《
階
を
持
つ
庫
災
を
解
体
し
た

折
り
、
１
時
脚
腸
の
尺
腓
に
雌
典
を
Ⅸ
て
る
た
め
の
櫛
の
ほ
ら
れ
た
鴨
喘
が
川
〃
に
走
り
、
か
つ

て
は
小
部
朧
に
仕
切
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
仲
人
聯
の
存
在
も
疏
わ
れ
た
。
邪
爽
、
１
馬

を
養
い
営
農
に
従
事
し
て
い
た
と
の
伝
承
も
残
る
の
で
、
こ
の
寺
院
で
も
農
業
経
営
を
行
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

典
覚
矛
の
場
合
、
蒐
永
・
○
年
時
点
で
の
史
料
で
は
農
業
維
常
の
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

汎
川
時
代
を
辿
し
て
、
何
ら
か
の
形
で
農
堆
に
関
わ
り
、
血
家
と
群
し
い
姓
澗
を
脊
蛾
に
、
仏
＄

を
常
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
た
だ
、
後
代
本
川
へ
の
蝋
献
止
の
件
も
あ
る
の
で
、
蝋
に
関

す
る
何
ら
か
の
椛
利
を
持
っ
て
い
た
小
も
巷
え
ら
れ
る
《

さ
て
先
の
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
明
治
○
年
頃
の
典
覚
寺
の
門
偏
従
数
は
、
．
、
一
○
二
人
で
、

六
里
十
八
町
に
広
が
っ
て
い
た
ゞ
こ
れ
は
雌
に
報
併
さ
れ
た
人
数
で
、
こ
の
数
に
近
い
人
数
が
、

江
戸
時
代
の
典
覚
寺
を
支
え
て
来
た
門
備
徒
激
で
あ
る
》

南
島
の
Ⅲ
典
弛
が
境
内
に
朧
代
仇
職
の
供
挺
琳
、
堪
碑
に
況
じ
っ
て
牧
野
族
の
供
従
塔
・
堪

碑
が
残
る
堪
地
の
巾
央
部
に
・
際
Ⅱ
』
ｖ
，
つ
板
碑
は
、
牧
野
家
六
代
の
係
佐
ゞ
《
が
、
疋
祉
沁
年

（
・
六
八
八
）
に
残
し
た
初
代
牧
野
安
府
術
門
を
偲
ん
で
建
吹
し
た
供
養
塒
で
あ
る
》

牧
野
家
の
先
祖
付
（
註
卿
）
に
よ
れ
ば
、
牧
野
家
は
元
隈
部
家
臣
、
牧
野
主
殿
を
祖
と
す
る

族
で
、
山
鹿
郡
の
惣
庄
屋
で
あ
っ
た
初
代
安
右
衛
門
（
山
鹿
安
右
衛
門
）
は
、
新
知
一
五
○
湖
を

拝
領
し
山
鹿
郡
郡
奉
行
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
山
鹿
湯
町
定
詰
め
と
し
て
《
宝
年
間
、
の
ち
郡
方
と

し
て
三
年
を
勤
め
、
三
○
○
打
の
知
行
を
得
た
右
能
の
上
で
あ
っ
た
。
先
机
が
隈
部
家
胞
で
あ
っ

た
た
め
か
、
初
代
安
右
衛
門
に
は
、
「
山
鹿
郡
城
村
雛
城
之
次
第
」
を
始
め
、
寛
文
頃
の
杵
諜
数

点
が
あ
る
、
〕

第4収’ l11鹿安ｲiifili'l (牧野家） 族の無ｲi (1判腸蕊所）

そ
の
後
、
ｆ
係

は
一
○
○
府
に
減

知
さ
れ
た
も
の
の
、

武
芸
州
伝
の
家
と

し
て
江
・
川
時
代
水

ま
で
九
代
続
い
た

家
柄
で
あ
っ
た

雁
代
住
職
聴
所
に

牧
野
家
の
墓
碑
が

設
け
ら
れ
た
理
曲

は
小
明
で
あ
る
が
、

真
覚
が
の
打
力
柚

肌
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
迷
い
な
い

現
在
も
典
雌
が
に

は
、
川
家
の
金
箔

家
紋
入
り
黒
漆
総

の
大
姻
位
牌
が
数

雄
残
っ
て
い
る
〉

過
去
の
あ
る
時
期
、
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こ
れ
ら
の
本
末
制
度
は
、
何
を
母
体
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
山
の
本
願
寺
、

上
寺
仏
照
寺
は
除
い
て
、
い
わ
ゆ
る
在
地
に
お
け
る
本
寺
と
下
寺
グ
ル
ー
プ
の
始
源
と
な
る
社
会

紐
帯
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
何
を
媒
介
と
し
て
何
時
頃
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

幕
府
の
本
末
制
度
確
立
の
た
め
の
法
令
と
し
て
は
、
慶
長
六
年
二
六
○
二
よ
り
元
和
二
年

ま
で
に
出
さ
れ
た
三
四
通
の
寺
院
法
度
が
あ
る
が
、
寛
永
一
○
年
二
六
三
三
）
の
諸
宗
本
末
帳

作
成
な
ど
を
契
起
に
本
末
制
度
は
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
の
「
肥
後
、
豊
後
御
領
内
浄
土
真
宗
西
派
本
末
帳
」
（
永
青
文
庫
蔵
）

で
は
、
山
鹿
郡
湯
町
「
本
願
寺
」
の
添
え
書
き
と
共
に
一
、
光
専
寺
末
寺
が
見
い
出
し
と
な
り
、

そ
の
下
部
に
末
寺
名
と
そ
の
所
在
地
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
熊
本
市
内
所
在
の
光
専
寺
末
寺
は

以
下
の
通
り
で
、
即
生
寺
（
熊
本
、
紺
屋
町
）
寛
永
一
七
年
嶺
雲
開
基
。
正
泉
寺
（
飽
田
郡
小
嶋

村
）
寛
永
一
八
年
浄
尊
開
基
。
専
照
寺
（
同
所
）
寛
永
一
五
年
了
玄
開
基
と
な
っ
て
い
る
。
正
徳

五
年
段
階
の
史
料
で
云
々
は
出
来
な
い
が
、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
は
、
肥
後
で
は
す
で
に

延
寿
寺
に
関
す
る
本
末
争
論
が
起
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
光
専
寺
末
寺
の
開
基
年
号
等
か
ら
考

え
る
と
、
光
専
寺
を
中
心
と
す
る
本
末
制
度
は
、
肥
後
に
お
け
る
真
宗
寺
院
創
設
の
盛
ん
で
あ
っ

た
寛
永
一
五
年
前
後
頃
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

次
に
、
光
専
寺
（
山
鹿
市
）
の
下
寺
衆
一
六
の
出
自
を
見
て
み
る
と
、
光
専
寺
自
体
、
三
世
行

圓
は
合
志
親
重
の
子
で
、
さ
ら
に
合
志
高
重
の
妹
は
光
専
寺
へ
嫁
し
て
い
る
。
光
徳
寺
（
城
南
町
）

は
合
志
氏
子
孫
で
、
始
め
山
鹿
郡
に
あ
り
、
中
世
末
に
隈
庄
へ
移
転
し
て
い
る
。
さ
ら
に
雲
晴
寺

（
城
南
町
）
も
合
志
一
族
、
真
覚
寺
（
山
鹿
市
）
も
合
志
親
重
長
男
の
創
立
で
、
合
志
一
族
で
固

め
ら
れ
て
い
る
。
熊
本
の
即
生
寺
も
佐
々
木
姓
で
、
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
他
の
下
寺
衆
の

詳
細
な
調
査
を
す
れ
ば
、
こ
の
数
は
も
っ
と
増
え
る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
推
察
す
る

と
、
そ
の
始
源
と
な
っ
た
紐
帯
は
中
世
の
合
志
一
族
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
事
に
な
る
。

光
専
寺
下
寺
に
は
組
み
込
ま
れ
て
は
い
な
い
が
、
一
族
が
浄
土
真
宗
寺
院
の
開
祖
と
な
っ
た
事
例

は
他
に
も
あ
る
。
た
だ
、
南
関
町
関
係
の
光
専
寺
末
寺
の
正
勝
寺
、
真
光
寺
、
正
福
寺
の
祖
は
合

志
一
族
で
は
な
い
が
、
出
田
氏
、
大
津
山
氏
等
の
庶
流
出
身
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
合
志
氏
一
族
の
グ
ル
ー
プ
の
繋
が
り
が
、
後
に
本
末
制
度
と
し
て
形
を
な
し
、
幕

藩
体
制
下
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
合
志
一
族
は
こ
の
よ
う
な
僧
侶
へ
の
転

身
の
も
と
、
近
世
に
生
き
延
び
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
本
末
制
度
も
、
江
戸
後
期
に
な
っ
て
幕
藩
体
制
の
弱
体
化
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
本
願

寺
教
団
に
お
け
る
支
配
体
制
の
崩
壊
期
が
到
来
す
る
。
仏
照
寺
下
山
鹿
湯
町
光
専
寺
下
南
関
町
正

勝
寺
と
、
正
勝
寺
下
の
同
町
の
真
光
寺
が
離
末
を
企
て
て
い
る
。
日
野
賢
隆
氏
の
研
究
（
註
妬
）

に
よ
れ
ば
、
正
勝
寺
の
場
合
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に
仏
照
寺
、
光
専
寺
よ
り
の
離
末
を
達

成
し
て
い
る
。
光
専
寺
は
慶
応
元
年
（
一
八
五
六
）
上
寺
（
仏
照
寺
）
を
離
末
、
本
願
寺
の
直
末

と
な
っ
て
お
り
、
下
寺
の
離
末
よ
り
十
数
年
遅
れ
て
い
る
。
光
専
寺
文
書
に
よ
る
と
、
仏
照
寺
が

関
係
寺
院
の
離
末
を
容
易
に
認
め
た
理
由
は
、
仏
照
寺
の
勝
手
不
如
意
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
離
末
の
動
き
は
、
下
か
ら
の
必
然
的
な
盛
り
上
り
だ
っ
た
の
で
も
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
状
況
下
に
お
い
て
真
覚
寺
が
、
い
つ
本
願
寺
の
直
末
と
な
っ
た
か
時
期
は
は
っ

き
り
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
本
末
制
度
の
縦
の
繋
が
り
の
中
で
、
下
寺
衆
間
の
連
携
、
つ
ま
り
、
下
寺
衆
の
間

の
横
の
連
携
等
は
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
南
関
町
の
正
勝
寺
も
山
鹿
光
専
寺
の
末
寺
で
あ
る

が
、
「
南
関
町
資
料
集
成
」
に
よ
る
と
、
藩
か
ら
の
宗
門
に
関
係
あ
る
御
達
等
を
、
下
寺
同
士
で

借
用
し
書
写
し
て
い
る
。
特
に
宗
旨
替
、
寺
替
に
つ
い
て
の
安
永
九
年
の
達
写
し
は
重
要
で
あ
る

た
め
「
右
写
文
政
十
三
年
庚
寅
正
月
南
嶋
真
覚
寺
ヨ
リ
借
受
写
置
候
」
、
ま
た
、
そ
の
他
に
も
、

本
如
上
人
御
遷
化
ニ
付
達
写
「
右
一
通
山
鹿
南
嶋
真
覚
寺
ヨ
リ
借
受
写
置
」
な
ど
の
添
書
が
見
ら

れ
る
。
記
録
者
の
筆
ま
め
さ
に
も
よ
ろ
う
が
、
下
寺
衆
の
横
の
繋
が
り
も
感
じ
ら
れ
る
。

⑤
寺
院
の
生
活
と
そ
れ
を
支
え
た
人
達

江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
、
真
覚
寺
住
職
の
生
活
を
推
定
さ
せ
得
る
史
料
は
、
何
も
残
さ
れ
て

は
い
な
い
。
こ
こ
に
什
物
の
一
つ
と
し
て
、
安
政
三
～
四
年
頃
作
成
さ
れ
た
一
枚
の
敷
物
が
あ
る
。

表
に
茶
色
の
柿
渋
を
塗
り
和
紙
を
重
ね
張
り
し
て
お
り
、
恐
ら
く
砿
き
臼
の
敷
物
と
し
て
使
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
枚
づ
つ
剥
が
し
て
い
く
と
、
使
用
さ
れ
た
和
紙
の
殆
ん
ど
は
、
布
施
を

包
ん
だ
反
故
紙
や
、
発
刊
本
の
紙
、
手
紙
類
で
あ
っ
た
。
門
信
徒
か
ら
の
布
施
が
僧
侶
の
生
活
の

基
盤
を
な
し
て
い
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
農
村
を
基
盤
と
す
る
真
宗
寺
院
に
お
い
て
は
、

あ
る
程
度
の
農
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

8



縁
と
し
て
大
梵
鐘
を
海
逃
し
、
い
よ
い
よ
寺
院
と
し
て
の
体
裁
が
整
っ
て
く
る
鯵
森
四
郎
は
い
か

な
る
人
物
か
小
明
で
あ
る
が
、
真
覚
寺
の
有
力
壇
那
の
・
人
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実

際
に
鋪
が
鋳
造
さ
れ
た
の
は
○
年
後
の
、
元
禄
Ｗ
年
二
六
九
〕
奥
覚
寺
九
世
の
全
空
の
時

で
あ
っ
た
。

真
覚
寺
什
物
の
；
運
如
上
人
絵
像
に
は
「
明
藤
川
年
（
六
五
八
）
戊
戌
三
月
六
Ⅱ
、
仏
照

寺
下
光
専
寺
下
肥
後
岡
山
鹿
郡
南
嶋
腫
□
口
匡
口
住
物
也
」
と
あ
り
、
寛
文
ｆ
一
年
《
六
七
二
）

記
銘
の
七
商
仙
絵
像
に
は
「
仏
照
寺
門
徒
光
専
寺
ド
肥
後
山
鹿
郡
南
嶋
村
真
覚
芋
住
物
也
」
の
鶚

ｆ
住
物
也
」
の
器

第5便’ 左手より |淵山辮および義空・霊空の墓J1 (I櫛烏墓所）

と
に
な
る
ま
た

雌
院
に
関
し
て
は
、

本
寺
・
末
寺
の
制

度
を
設
け
仏
教
各

宗
派
全
て
に
本
寺

を
定
め
、
他
は
末

が
、
そ
の
後
一
段

と
強
化
さ
れ
、
棚

家
制
度
の
確
立
に

と
繍
家
の
繋
が
り

諜
銘
が
見
ら
れ
る

こ
の
前
年
の
寛

文
言
年
（
・
六

七
二
に
は
、
宗

門
人
別
帳
（
・
川
繍
）

の
乍
刷
・
倖
雑
唯

が
制
定
さ
れ
て
い

よ
り
寺
の
綴
常
は

る宏
定
し
て
い
〃
く
こ

二
Ｌ
１
レ
ー
Ｌ

$

寺
と
し
て
何
事
に
せ
よ
末
寺
は
本
寺
の
命
令
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
し
た
心
ド
寺
の
葬
式
・

仏
事
等
に
つ
い
て
も
、
本
寺
を
招
待
し
取
り
行
う
胃
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ひ
線
府
は
本
寺
を
抑
え

る
聯
に
よ
り
、
そ
の
宗
派
全
体
を
統
制
す
る
体
制
を
作
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
真
覚
寺
の
場
合
も
、

す
で
に
一
七
阯
紀
半
ば
に
は
、
本
願
寺
を
頂
点
に
、
上
寺
（
京
都
）
仏
照
寺
ｌ
門
徒
光
専
寺
Ｉ
下

寺
真
覚
寺
ｌ
の
本
米
制
度
が
成
立
し
て
い
る
．

ま
た
、
本
寺
・
末
寺
制
度
以
外
に
も
、
宗
派
内
に
お
け
る
師
弟
関
係
、
寺
内
に
お
け
る
住
職
・

衆
徒
の
関
係
、
住
職
と
楠
家
の
関
係
の
中
に
も
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
》
真
覚
寺
川

世
住
職
の
玄
海
が
、
本
川
に
提
川
し
た
樗
罰
（
札
之
輔
）
も
、
こ
の
間
の
状
況
を
如
実
に
物

謡
っ
て
い
る
ｃ

さ
て
、
現
在
の
山
鹿
巾
ド
町
所
在
の
光
専
寺
は
、
叩
時
、
本
派
本
願
寺
を
本
山
と
し
肥
後
、
柳

川
向
藩
に
か
け
エ
ハ
ヵ
寺
の
下
寺
を
有
し
て
い
た
。
た
だ
、
時
代
に
よ
り
若
干
の
入
杯
わ
り
は

あ
っ
た
よ
う
で
、
光
楽
寺
（
現
熊
本
巾
間
橋
町
）
は
、
南
島
光
専
寺
下
が
と
し
て
寛
永
一
八
年
に

開
山
し
た
聯
が
「
木
仏
之
矧
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
寛
文
流
年
頃
、
法
義
錨
諭
に

関
連
し
て
東
派
の
延
寿
が
末
酢
に
転
派
し
た
事
例
も
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
文
化
・
・
・
・
年
金

八
世
ハ
）
時
に
お
け
る
下
が
衆
の
寺
名
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
典
覚
寺
も
、
そ
の
下
寺
衆
の
《

つ
で
あ
っ
た
〆
．

〔
所
血
地
〕
〔
所
在
地
〕

・
隈
庄
雲
晴
寺
口
角
黒
印
・
長
洲
三
宝
寺
口
角
黒
印

・
同
所
光
徳
寺
口
角
黒
印
・
叩
佐
止
宗
○
丸
黙
印

・
弱
野
全
龍
寺
匡
角
黒
印
・
筑
後
柳
川
領
湯
臆

・
南
関
旺
勝
寺
○
丸
黒
印
妙
行
寺
口
角
黙
印

・
同
所
旺
福
寺
口
角
黒
印
．
Ⅲ
図
三
池
御
領
川
崎

・
小
嶋
専
照
寺
に
角
照
印
正
明
寺
口
苅
黒
印

・
溝
ｋ
光
明
寺
口
角
黒
印
・
芦
北
川
浦

・
小
鵬
正
泉
寺
○
丸
黒
印
礼
林
○
丸
黒
印

・
熊
本
即
生
寺
口
角
黒
印
同
所

・
八
代
観
行
寺
口
色
黒
印
稗
溌
○
丸
照
印

・
南
嶋
真
覚
寺
口
角
黒
印
合
計
砿
ハ
ヵ
寺

・
南
関
真
光
寺
口
角
鼎
印

［
Ｉ



側
改
宗
に
続
く
安
定
・
充
実
期
と
本
末
制
度

創
立
時
の
宗
派
が
天
台
で
あ
っ
た
か
禅
で
あ
っ
た
の
か
、
現
在
そ
れ
を
傍
証
で
き
る
も
の
は
見

い
出
し
得
な
い
。
た
だ
元
禄
一
○
年
二
六
九
七
）
建
立
の
樺
智
間
の
碑
の
上
部
に
、
阿
弥
陀
仏

の
キ
リ
ー
ク
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
或
い
は
か
つ
て
の
宗
派
の
名
残
り
と
見
て
い
い
の
か
も
知

れ
な
い
３
い
ず
れ
の
宗
派
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
改
宗
し
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
に
つ

い
て
は
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
成
立
の
鹿
郡
薔
語
傳
記
に
は
「
寛
永
一
八
年
二
六
四
二

二
改
メ
」
と
あ
り
、
肥
後
国
誌
に
は
「
寛
永
一
八
年
開
基
、
年
貢
地
也
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
時

期
に
浄
土
真
宗
に
改
宗
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
世
に
成
立
し
た
山
鹿
郡
誌
草
稿
や
鹿
本

郡
誌
は
、
元
和
一
○
年
二
六
一
五
）
一
○
月
改
宗
説
を
取
っ
て
い
る
。
そ
の
出
典
・
史
料
は
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
真
覚
寺
の
真
宗
改
宗
に
、
二
系
統
の
説
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
恐
ら
く
、

元
和
一
○
年
（
一
六
一
五
）
一
○
月
に
も
、
記
録
に
留
め
る
べ
き
何
ら
か
の
歴
史
的
事
象
が
有
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
寛
文
七
年
二
六
六
七
）
に
北
嶋
雪
山
が
藩
府
に

孝
か
の
ち
基
う

願
っ
て
、
同
九
年
に
完
成
さ
せ
た
「
国
郡
一
統
・
寺
社
総
録
」
巻
十
一
の
山
鹿
郡
の
項
に
は
「
中
町

真
覺
寺
真
言
」
と
あ
る
。

雪
山
が
踏
査
し
た
寛
文
の
頃
に
は
、
真
覚
寺
は
す
で
に
浄
土
真
宗
と
な
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
の
宗
派
が
そ
の
侭
記
栽
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
江
戸
前
期
に
著
さ
れ
た
害
で
は
あ
る

が
、
寺
社
に
関
し
て
は
中
世
の
名
残
り
を
か
な
り
色
濃
く
残
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
と
同
時
に
、
当
時
肥
後
国
内
で
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
浄
土
真
宗
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
で
は
な

い
が
寺
名
に
付
し
て
「
真
宗
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
或
い
は
真
宗
の
誤
記
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
存
続
を
図
っ
た
中
世
寺
院
の
数
は
他
に
も
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
様
な
意
味
で
は
、
両
寺
院
が
併
存
す
る
時
期
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
開
山
時
に
隣

接
す
る
養
詳
寺
の
山
号
、
宗
派
と
共
に
そ
の
寺
院
を
引
き
継
ぎ
、
後
真
宗
寺
院
に
改
宗
し
発
展
し

た
の
が
、
法
性
山
・
真
覚
寺
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

近
世
初
頭
の
肥
後
の
地
方
小
村
落
は
、
ま
さ
に
没
落
し
た
中
世
土
豪
を
庇
護
者
と
す
る
天
台
、

禅
、
真
言
宗
か
ら
、
新
し
い
小
村
落
農
民
が
支
え
る
浄
土
真
宗
へ
の
交
替
劇
の
渦
中
に
置
か
れ
て

い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

く
う
で
ん

昭
和
三
九
年
真
覚
寺
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
安
置
し
た
宮
殿
の
箔
替
時
に
、
（
横
桟
木
）

宮
殿
の
造
り
が
束
本
願
寺
様
造
り
と
成
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
願
寺
は
、
慶
長
七
年

二
六
○
二
）
の
家
康
に
よ
る
本
願
寺
の
二
分
割
に
よ
っ
て
、
東
・
西
に
分
か
れ
る
。
一
七
世
紀

前
半
加
藤
氏
改
易
の
後
細
川
氏
が
入
国
し
た
時
期
、
県
北
部
を
縦
断
す
る
当
時
の
豊
前
街
道
は
幹

線
主
要
道
路
で
あ
り
、
同
氏
の
参
勤
交
代
の
道
路
と
も
な
っ
た
。
街
道
の
整
備
も
な
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
徳
川
家
と
緊
密
で
あ
っ
た
藩
主
は
、
こ
の
豊
前
街
道
沿
い

の
真
宗
寺
院
の
数
ヵ
寺
を
東
派
に
転
派
さ
せ
た
（
註
皿
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
事
実
、
大
谷
派
の

寺
院
が
数
か
寺
豊
前
街
道
沿
い
に
所
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
豊
前
街
道
沿
い
に
所
在
し
た
真

覚
寺
も
、
一
七
世
紀
前
半
の
一
時
期
、
大
谷
派
と
な
っ
た
事
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

真
覚
寺
が
真
宗
寺
院
と
し
て
の
伽
藍
を
完
成
さ
せ
た
時
期
は
一
七
世
紀
後
半
頃
と
思
わ
れ
る
が
、

南
島
の
旧
境
内
地
に
は
、
本
堂
向
拝
部
の
礎
石
（
註
磐
が
残
る
の
み
で
当
時
の
面
影
は
な
い
。

現
在
、
南
島
地
区
の
納
骨
堂
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
左
手
に
歴
代
住
職
の
墓
地
が
残
る
。

鹿
本
郡
寺
院
仏
堂
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
境
内
敷
地
は
七
三
○
坪
、
こ
れ
以
外
に
歴
代
住
職
墓
が

所
在
す
る
四
五
坪
の
埋
葬
地
が
付
属
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
本
堂
は
、
正
面
間
口
七
間
、
奥
行
き
七
間
半
で
、
長
さ
二
間
の
廊
下
で
本
堂
右
手

に
所
在
す
る
庫
裏
と
結
ば
れ
て
い
た
。
庫
裏
は
桁
行
十
間
、
梁
間
三
間
四
尺
で
、
合
計
三
七
坪
の

建
物
で
あ
る
。
長
屋
の
よ
う
で
あ
る
が
、
梁
間
の
三
間
四
尺
の
四
尺
は
、
板
張
り
の
縁
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
庫
裏
の
玄
関
等
の
位
置
は
不
明
で
あ
る
。
周
辺
に
瓦
片
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
本
堂
、

庫
裏
共
に
茅
葺
き
屋
根
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
本
堂
庫
裏
の
他
に
、
天
保
年
間
（
一
八

三
○
～
四
三
）
に
竣
工
し
た
楼
門
が
付
属
し
て
い
た
。
こ
の
楼
門
に
吊
さ
れ
て
い
た
大
梵
鐘
の
銘

文
（
註
型
に
よ
れ
ば
梵
鐘
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
二
の
鋳
造
と
あ
り
、
こ
の
楼
門
の
建
立
以

前
に
は
別
の
鐘
楼
等
の
施
設
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
堂
等
の
伽
藍
の
規
模
か
ら
見
れ
ば
、

郡
部
の
真
宗
寺
院
の
本
堂
と
し
て
は
大
き
い
方
で
、
庫
裏
も
同
様
で
あ
る
。

現
存
す
る
什
物
の
中
で
、
最
も
古
い
年
号
を
持
つ
の
が
蓮
如
上
人
絵
像
で
、
明
暦
四
年
二
六

五
八
）
の
銘
が
見
ら
れ
る
。
続
い
て
七
高
僧
の
絵
像
に
は
、
寛
文
一
二
年
二
六
七
二
）
の
墨
書
銘

が
あ
る
の
で
、
こ
の
時
期
に
、
浄
土
真
宗
寺
院
と
し
て
の
内
陣
荘
厳
が
完
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
、
天
和
元
年
二
六
八
二
、
湯
町
在
住
の
森
四
郎
兵
衛
長
重
が
両
親
の
一
七
回
忌
を

6



る
字
、
附
島
に
所
在
し
た
と
い
う
。
附
島
は
、
田
島
に
続
く
一
連
の
微
高
地
で
、
目
と
鼻
の
先
に

あ
る
。
記
録
で
は
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
廃
寺
に
な
っ
た
と
伝
え
る
が
、
事
実
で
あ
れ
ば
、

同
年
こ
の
地
で
起
き
た
「
長
坂
合
戦
」
の
時
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
真
覚
寺
創
立
一
○
年

＄
守
り
昨
」
ゆ
し
」

前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
養
壽
寺
の
山
号
、
そ
の
他
一
切
を
真
覚
寺
が
引
き
継
い
だ
可
能
性
は

大
変
強
い
。
し
か
し
、
先
述
の
慶
長
九
年
九
月
二
六
○
四
）
作
成
の
南
嶋
村
検
地
帳
に
、
真
覚

寺
の
寺
名
は
見
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
真
覚
寺
に
田
畑
の
所
有
が
無
か
っ
た
た
め
記
載
が
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
検
地
帳
に
あ
る
の
は
、
地
蔵
寺
と
養
壽
寺
の
二
寺
の
み
で
あ
る
。
地
蔵
寺
の

所
有
は
、
六
畝
弐
拾
歩
の
上
田
一
か
所
の
み
で
あ
る
の
で
、
寺
院
と
い
う
よ
り
、
地
蔵
尊
を
安
置

す
る
小
堂
宇
程
度
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
養
壽
寺
は
七
箇
所
の
水
田
を
（
上
田
六
、

中
田
二
持
ち
、
総
面
積
は
約
七
段
程
で
あ
る
の
で
、
当
時
寺
院
と
し
て
の
伽
藍
も
備
え
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
養
壽
寺
は
、
寺
名
の
音
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
見
て
、
後
世
に
成
立
し
た
山
鹿

郡
誌
草
稿
に
見
ら
れ
る
法
性
山
・
楊
柳
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
ｃ
（
註
皿
）
養
諄
寺
に
つ
い
て
は
、

真
覚
寺
の
前
身
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
七
年
後
の
慶
長
九
年
頃
ま
で
は
真
覚
寺
が
未
だ
養
壽
寺
と

呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
も
残
る
。

こ
の
星
生
山
・
養
壽
寺
に
つ
い
て
の
文
献
上
の
初
見
は
、
先
述
の
如
く
現
在
の
と
こ
ろ
慶
長
九

年
（
一
六
○
四
）
の
検
地
帳
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
二
九
年
後
の
寛
永
一
○
年

二
六
三
三
）
作
成
の
人
畜
家
数
御
帳
に
、
養
壽
寺
の
寺
名
は
見
え
な
い
。
替
わ
っ
て
光
専
寺
、

光
顕
寺
、
真
覚
寺
の
祖
「
慶
保
」
の
名
前
等
が
現
れ
る
。

下
っ
て
、
寛
文
九
年
二
六
六
九
）
成
立
の
国
郡
寺
社
総
録
の
南
島
の
項
に
は
、
「
付
嶋
星

生
山
養
壽
寺
観
音
真
言
」
と
並
ん
で
「
中
町
真
覚
寺
真
言
」
と
記
載
さ
れ
る
。
こ
の
記

載
か
ら
は
、
二
つ
の
真
言
宗
の
寺
院
が
隣
接
し
て
所
在
す
る
様
に
受
け
取
れ
る
が
、
こ
の
時
点
で

養
壽
寺
が
所
在
し
て
い
た
か
は
疑
わ
し
く
、
す
で
に
真
覚
寺
が
真
宗
寺
院
に
改
宗
し
て
い
る
の
は

各
種
史
料
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
後
の
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
成
立
の
鹿
郡
奮
語
傳
記

の
南
島
村
の
項
か
ら
は
、
養
壽
寺
の
寺
名
は
消
え
、
そ
の
所
在
し
た
「
付
ヶ
島
」
の
見
出
し
で
、

郡
三
三
所
二
番
札
所
「
近
流
堂
観
世
音
」
と
し
て
記
載
さ
れ
、
そ
の
末
尾
に
「
コ
ノ
観
音
、
有
働

氏
ノ
位
牌
所
ト
イ
エ
リ
」
と
あ
る
。
同
時
期
成
立
の
肥
後
国
誌
に
も
、
法
生
山
揚
柳
寺
跡
と
な
っ

て
お
り
「
廃
跡
二
観
音
堂
ア
リ
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

後
世
の
山
鹿
郡
誌
草
稿
で
は
、
附
島
の
養
壽
寺
は
「
法
性
山
・
揚
柳
寺
」
と
記
載
さ
れ
、
そ
の

観
音
堂
は
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
に
字
赤
根
に
移
す
と
あ
る
。

以
上
の
事
か
ら
養
詳
寺
は
中
世
時
に
は
、
有
働
一
族
の
菩
提
寺
と
な
っ
て
い
た
事
が
判
る
。
有

働
氏
は
戦
国
期
に
山
鹿
地
方
で
活
躍
し
た
地
元
の
土
豪
で
、
南
島
村
に
居
館
を
構
え
て
い
た
と
い

う
。
中
で
も
、
天
正
一
五
年
の
国
衆
一
摸
の
際
活
躍
し
た
有
働
兼
元
は
著
名
で
あ
る
。
慶
長
九
年

の
検
地
帳
で
知
ら
れ
る
養
壽
寺
の
七
段
程
の
水
田
等
所
有
も
、
有
働
氏
が
菩
提
寺
に
寺
領
と
し
て

寄
進
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
有
働
兼
元
は
国
衆
一
挨
の
答
に
よ
り
、
天
正
十
六
年
小
倉
で
山
鹿
重

安
等
と
共
に
、
秀
吉
か
ら
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
兼
元
も
、
天
正
五
年
の
長
坂
合
戦
で

は
、
真
覚
寺
の
祖
、
合
志
一
族
と
対
戦
し
勝
利
を
得
て
い
る
。

以
上
の
事
実
か
ら
、
中
世
時
に
有
働
一
族
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
養
壽
寺
は
、
観
世
音
を
本
尊
と

す
る
真
言
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
図
衆
一
摸
に
よ
り
庇
護
者
を
失
っ
た
後
、
徐
々
に
衰
退
し
て

い
っ
た
事
が
読
み
取
れ
る
。
養
壽
寺
は
、
慶
長
九
年
頃
ま
で
は
約
七
段
程
の
上
田
を
所
有
し
て
い

た
が
、
そ
れ
も
失
い
、
安
永
の
頃
に
は
観
音
三
三
番
札
所
と
な
り
、
寺
名
も
忘
却
さ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
享
和
二
年
に
は
、
跡
地
に
残
っ
て
い
た
観
音
堂
さ
え
も
字
赤
根
に
移
転

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

庇
護
者
と
し
て
の
土
豪
を
失
っ
た
中
世
寺
院
は
、
徐
々
に
衰
退
し
て
い
く
の
が
常
で
あ
る
が
、

そ
の
典
型
を
こ
の
養
詳
寺
に
見
る
事
が
で
き
る
。
こ
の
寺
院
の
終
焉
は
、
天
正
五
年
長
坂
合
戦
の

際
の
火
災
に
よ
る
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
衰
退
は
、
中
世
土
豪
が
没
落
し
た
国
衆
一
摸
直

後
よ
り
始
ま
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
隣
接
す
る
真
覚
寺
の
創
立
は
天
正
一
五
年
と
伝
え
る
が
、

肥
後
で
は
こ
の
時
期
を
境
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
中
世
的
な
も
の
が
解
体
さ
れ
、
新
秩
序
に
向
か
う

時
期
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
、
近
接
す
る
場
所
で
庇
護
者
を
失
っ
て
衰
退
し
て
い
く
養
壽
寺
、
そ
し
て
同
時

期
頃
に
、
戦
死
し
た
一
族
の
菩
提
を
弔
う
た
め
開
山
さ
れ
た
真
覚
寺
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
真

覚
寺
は
改
宗
し
、
浄
土
真
宗
寺
院
と
し
て
成
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
他
宗
派
の

強
い
抵
抗
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
小
村
落
の
農
民
層
に
浸
透
、
教
化
し
て
行
け
た
の
は
、
既
存

す
る
寺
院
と
い
う
強
み
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
改
宗
と
言
う
手
段
を
も
っ
て
、
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性
が
あ
る
。

ま
た
境
内
地
に
は
、
古
式
の
瓦
鷺
火
弁
破
片
等
も
散
乱
し
て
い
る
の
で
、
寺
院
の
創
建
が
好
Ｉ

遡
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

典
党
作
の
開
山
・
附
蕪
関
係
を
江
亦
時
代
の
記
録
か
ら
拾
っ
て
兇
る
と
、
宏
永
兀
年
（
・
じ
じ

・
一
）
成
戒
の
鹿
郡
駕
諦
傳
記
に
は
「
真
斑
寺
億
京
寺
地
年
典
地
湯
川
光
呼
齢
末
寺
寛
永

’
八
年
二
改
メ
（
以
下
略
こ
側
時
期
成
立
の
肥
後
倒
誌
に
は
「
眞
斑
が
真
宗
内
派
山
腿
光
呼

呼
末
寺
党
、
水
十
八
年
開
堆
年
典
地
也
」
と
あ
る
§
ま
た
、
後
肚
成
立
の
山
鹿
郡
継
峨
稿
に
は
「
典

党
が
湯
川
光
呼
寺
水
派
欣
応
年
中
僻
慶
保
附
堆
」
と
な
っ
て
い
る

文
沸
関
係
の
史
料
で
兄
て
い
く
と
、
先
ず
、
開
山
と
低
え
る
尺
旺
一
八
年
（
・
流
八
じ
）
よ
り

・
じ
年
後
の
慶
艮
九
年
（
に
ハ
○
四
）
九
〃
作
成
の
南
島
検
地
帷
に
は
、
南
島
村
内
に
養
蒜
寺
と

地
戯
〃
の
ろ
の
が
院
潴
が
兄
ら
れ
る
の
み
で
、
吋
時
村
内
に
所
在
し
た
符
の
光
専
酢
、
光
顕
が
、

典
覚
が
の
が
端
は
兇
え
な
い

次
に
、
南
賜
検
地
帳
作
成
よ
り
・
・
九
年
後
の
、
寛
永
○
年
一
六
：
一
ゞ
）
竹
成
さ
れ
た
一
山

鹿
郡
と
内
南
島
７
人
畜
家
数
御
帳
」
に
至
っ
て
、
初
め
て
光
専
難
や
光
淑
が
等
の
寺
端
が
現
れ
る

立
党
恥
に
つ
い
て
は
〃
名
は
な
い
が
、
典
覚
寺
・
・
仙
住
職
の
「
慶
保
」
の
箔
前
が
見
え
る
本
人

を
含
め
て
四
人
の
寺
族
、
及
び
御
堂
、
本
家
、
庭
雌
の
。
、
軒
の
家
雌
の
記
救
が
残
り
、
御
蛍
は
受

間
ｆ
に
・
・
・
間
の
建
物
と
あ
る
？
慶
保
は
こ
の
施
設
の
坊
、
ｒ
と
し
て
益
場
す
る
一
こ
の
記
載
は
、
「
ゐ

Ⅱ
川
」
の
光
専
が
の
攻
に
続
く
が
、
小
塔
蚊
の
た
め
か
寺
紹
の
記
戦
は
兄
ら
れ
な
い
そ
の
後
は
、

「
ゐ
Ⅱ
だ
」
と
し
て
光
顕
酢
に
間
す
る
記
城
が
続
い
て
い
る
ゞ

以
止
の
聯
実
か
ら
、
そ
の
趾
体
と
成
っ
た
巾
肚
寺
院
の
存
在
は
別
と
し
て
も
、
現
在
も
続
く
Ⅲ

呼
名
の
浄
卜
真
宗
・
・
寺
院
の
成
立
時
期
は
、
慶
腿
九
年
か
ら
寛
、
水
○
年
ま
で
の
ｔ
九
年
の
間
、

と
位
慨
付
け
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

光
専
寺
文
普
（
註
７
）
に
よ
れ
ば
、
現
在
山
鹿
下
町
所
在
の
光
専
寺
も
川
寺
三
仙
の
繰
行
側
の

頃
迄
は
南
島
に
所
在
し
た
事
が
わ
か
る
》
ま
た
、
現
在
、
山
鹿
掘
明
町
所
在
の
光
顕
寺
も
元
南
島

内
に
在
っ
た
が
、
承
応
元
年
完
六
血
ご
町
部
に
移
転
し
た
も
の
と
い
う
こ
の
寺
院
は
雅
子

姓
で
、
艮
坂
合
戦
時
の
長
坂
城
主
で
あ
り
、
族
に
多
く
の
戦
死
苫
を
川
し
て
い
る
そ
の
出
自

は
、
筑
後
黒
木
氏
の
一
族
と
い
、
フ
現
在
二
寺
共
に
山
鹿
巾
大
字
山
鹿
に
所
在
す
る
が
、
特
に
光

§蕊蕊§
､凸q

恥泊 §鍵
ｿ

卯
寺
、
光
顕
齢
は
、
江
戸
時
代
に
な
り
山
鹿
湯
町
が
在
町
と
し
て
成
腿
し
人
が
集
中
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
町
部
に
進
出
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
現
光
専
排
も
、
南
島
典
覚
酢
も
佐
々

木
姓
で
あ
り
、
合
志
氏
の
末
商
で
、
光
専
寺
の
繩
行
側
も
、
真
覚
排
の
慶
阿
も
親
飛
の
子
と
伝
え

合
戦
後
こ
の
地
に
隠
遁
し
た
と
い
う
ゞ
こ
の
こ
と
か
ら
光
専
寺
も
典
覚
寺
も
そ
の
机
は
川
じ
合
志

・
族
で
あ
り
、
腸
町
が
在
町
に
成
長
し
た
段
階
で
光
専
寺
と
し
て
川
部
に
進
出
、
跡
を
典
党
が
と

し
て
残
し
、
そ
の
後
真
覚
寺
を
ド
寺
と
し
て
組
織
内
に
組
み
込
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る

洲
初
典
覚
寺
は
天
台
宗
（
計
８
）
で
あ
っ
た
が
、
肥
和
元
年
（
ヱ
ハ
几
）
も
し
く
は
覚
永
。

§

鼠

灘 驚

現現

零

：
錘

篝
….:窪塁壁＝垂

誕罐

鍵蕊
一

劃ら

八
年
に
改
家
し
、

胸
本
願
寺
の
氷
に

つ
く
と
い
う
。
拙’

録
に
よ
っ
て
は
・
肥

神
宗
・
典
・
・
祠
宗
（
註

堂
９
）
と
す
る
も
の

も
０
１
〃
■
Ｊ

Ｑ
ｑ
ｇ
Ｇ
０
ｑ
④

ｌ
Ｐ

Ｉ
も
あ
る
が
、
改
宗

Ｉ
Ｉ

Ｐ
鋤
認
皿
Ⅷ

１
ｕ郡

し
た
の
は
那
実
で

－１側
あ
ろ
う
。
典
覚
が

四■

今‐Ｉ寺●

地
の
山
号
は
法
性
山

跡鰔
で
あ
る
、
南
島
に

典
は
、
中
仙
時
に

グ
ー
吾
Ｕ

Ｑ
■
■
■
■
■
ｒ
■
凸
■
鈩

日南
錠
謙
寺
が
あ
っ
た

例
が
、
そ
の
山
号
が

〈
叩
く
。
“
〉
。
■
土
、
》
■

第
娘
堆
山
で
あ
っ
た
｜

現
在
、
廃
寺
と

な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
寺
は
典
覚
寺

が
所
在
し
た
字
川

島
と
西
に
隣
接
す

’
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配
し
た
国
衆
（
国
侍
）
及
び
そ
の
一
族
が
祖
と
な
っ
て
い
る
。

因
み
に
、
当
真
覚
寺
の
場
合
、
先
の
通
り
肥
後
の
国
衆
と
し
て
、
合
志
郡
一
円
を
支
配
し
た
竹

迫
城
主
、
合
志
親
重
の
長
男
が
開
基
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
し
、
殆
ど
が
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ

う
（
や
Ｏ

時
代
を
遡
る
と
、
既
成
寺
院
に
門
跡
と
し
て
入
る
の
は
、
こ
れ
ら
国
衆
の
総
領
を
除
く
庶
子
達

で
あ
り
、
宗
旨
は
、
多
く
が
天
台
か
禅
宗
等
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
肥
後
国
衆
一
摸
が
起
き
、
国
衆
の
勢
力
が
一
掃
さ
れ
、

肥
後
に
お
け
る
中
世
が
終
わ
り
を
告
げ
る
と
こ
の
現
象
も
一
変
す
る
。
続
い
て
肥
後
国
に
も
、
近

世
大
名
に
よ
る
国
内
一
円
支
配
体
制
が
確
立
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
地
位
を
失
っ
た

有
力
国
衆
の
一
部
は
、
近
世
大
名
の
組
織
内
に
家
臣
と
し
て
組
み
込
ま
れ
、
洩
れ
た
者
も
次
に
は

地
方
行
政
の
官
吏
と
し
て
大
庄
屋
（
惣
庄
屋
）
等
に
任
命
さ
れ
末
端
行
政
を
担
う
地
位
を
得
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
洩
れ
た
国
衆
及
び
一
族
・
家
臣
は
、
そ
れ
ま
で
国
衆
と
し
て
支
配
し
て

き
た
村
落
の
支
配
を
続
け
る
べ
く
、
村
落
を
拠
点
と
す
る
坊
の
坊
主
と
し
て
、
寺
院
開
設
を
本
願

寺
に
申
請
し
、
そ
の
認
可
を
得
る
や
、
こ
れ
ら
道
場
、
持
仏
堂
等
を
拠
点
に
布
教
活
動
を
開
始
す

る
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
積
極
的
勢
力
拡
大
を
進
め
る
本
願
寺
の
意
図
に
も
沿
い
、
肥
後
北
部
で

も
末
寺
が
増
加
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
現
象
を
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
「
雰
落
し
た
国
衆
層
の
華
麗
な
る
転
身
」
と
定
義
付
け

を
し
て
置
き
た
い
。
以
後
転
身
し
た
国
衆
層
は
坊
の
主
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
寺
院
を
そ

真
宗
門
徒
の
師
弟
関
係
は
基
本
的
に
は
本
尊
の
授
受
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
本

願
寺
が
諸
国
末
寺
に
木
仏
を
免
許
し
た
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
よ
り
始
ま
る
宗
主
准
如
の

「
木
仏
之
留
」
も
、
こ
の
「
華
麗
な
る
転
身
」
現
象
に
さ
ら
に
拍
車
を
掛
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
願
寺
と
し
て
も
、
特
に
束
・
西
分
離
後
「
木
仏
之
留
・
御
影
様
之
留
」
（
註
５
）
に
み
ら
れ
る

免
許
は
、
新
本
願
寺
体
制
の
確
立
に
も
必
要
な
措
置
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

肥
後
北
部
山
鹿
郡
に
お
け
る
真
宗
寺
院
の
成
立
は
、
慶
長
年
間
と
寛
永
年
間
が
ピ
ー
ク
と
な
っ

て
い
る
が
、
降
っ
て
寛
文
年
間
に
至
る
間
に
、
こ
れ
ら
国
衆
一
族
出
身
者
の
多
く
は
近
世
農
村
社

会
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

の
場
に
農
村
を
教
化
、
指
導
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

③
開
山
の
動
機
と
そ
の
時
期

江
戸
時
代
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
合
志
郡
竹
迫
の
城
主
で
あ
っ
た
合
志
親
重
の
子
、
熊
太
郎
が
合

志
氏
滅
亡
の
後
、
剃
髪
し
て
法
号
慶
西
と
称
し
、
天
正
一
五
年
二
五
八
七
）
に
真
覚
寺
を
山
鹿

郡
南
島
に
創
立
（
註
６
）
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
伝
承
等
で
は
、
天
正
五
年
二
五
七
七
）
の
長

坂
合
戦
で
戦
死
し
た
実
父
の
親
重
、
伯
父
隆
賢
等
一
族
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
戦
死
の
地
に
一
堂

を
創
設
し
た
と
も
伝
え
る
。

現
在
も
、
南
島
真
覚
寺
旧
境
内
南
側
に
は
、
歴
代
住
職
の
供
養
碑
や
墓
碑
が
所
存
す
る
。
そ
の

中
に
混
じ
っ
て
中
世
時
の
五
輪
塔
や
宝
薩
印
塔
等
の
残
存
が
見
ら
れ
る
が
、
開
山
の
墓
石
の
可
能

と
こ
ろ
で
寛
永
一
○
年
（
一
六
三
三
）
作
成
の
南
島
与
人
畜
家
数
御
帳
の
坂
田
村
分
に
「
仏
家
」

の
名
称
を
持
つ
建
物
が
、
二
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
共
に
高
持
ち
の
本
百
姓
の
家
で
、
別
棟
の
建
物

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
者
が
九
尺
に
三
間
、
後
者
が
二
間
に
四
間
と
、
か
な
り
の
規
模
を

持
つ
建
物
で
あ
る
。

普
通
の
母
屋
（
本
家
）
が
二
間
に
四
間
位
で
あ
る
の
で
、
母
屋
と
変
わ
ら
な
い
規
模
を
持
つ
。

共
に
家
主
と
な
っ
て
い
る
息
子
夫
婦
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
両
親
達
の
持
仏
堂
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。

そ
の
理
由
は
、
両
親
共
に
人
畜
改
め
帳
記
載
の
父
親
の
名
前
は
、
俗
名
で
は
な
く
法
名
を
名
乗
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
は
永
順
（
五
九
歳
）
、
後
者
は
浄
林
（
八
四
歳
）
で
あ
り
俗
名
と
は

思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
に
、
在
家
仏
教
た
る
浄
土
真
宗
の
匂
い
を
嗅
ぎ
取
る
事
が
出
来
る
。

両
家
と
も
、
高
一
○
石
～
二
○
石
余
の
収
穫
を
あ
げ
る
高
持
ち
百
姓
で
あ
る
。
こ
の
事
は
裕
福

な
本
百
姓
の
持
仏
堂
が
、
や
が
て
後
の
掛
け
所
、
通
い
寺
と
な
り
、
真
宗
寺
院
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
こ
と
を
推
定
さ
せ
得
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
建
物
の
管
理
者
と
し
て
、
村
落
住
民
か
ら
招
聰
さ
れ
住
み
着
い
た
の
が
、

後
の
真
宗
寺
院
の
僧
侶
達
の
祖
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
持
仏
堂
の
管
理
者

と
し
て
、
零
落
し
た
国
衆
達
の
庶
子
・
子
孫
達
が
招
聰
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
寛
永
年
間
頃
に
山
鹿
郡
坂
田
村
の
本
百
姓
の
屋
敷
地
内
に
出
現
し
た
、

こ
れ
ら
の
仏
家
の
存
在
意
義
は
大
き
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

3
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②
真
宗
の
伝
播
と
国
衆
一
族
の
転
身

先
学
諸
氏
の
研
究
で
は
、
九
州
肥
後
へ
の
浄
土
真
宗
の
伝
播
は
、
石
山
本
願
寺
膝
元
で
あ
る
現

在
の
堺
市
、
泉
州
門
徒
巾
か
ら
豊
後
に
上
陸
し
、
肥
後
国
に
到
っ
て
い
る
事
が
判
明
し
て
い
る
。

』
一
、
巾
一
一
ク
ハ

菊
鹿
町
上
永
野
所
在
の
光
厳
寺
所
蔵
文
書
「
顕
如
の
消
息
」
（
註
３
）
に
は
、
宛
名
が
泉
州
門

徒
中
と
な
っ
て
お
り
、
真
宗
伝
播
の
経
路
を
示
し
て
い
る
。

肥
後
に
お
け
る
当
初
の
真
宗
寺
院
は
、
豊
後
の
寺
院
に
属
し
、
泉
州
寺
院
の
下
部
組
織
と
し
て

系
列
化
さ
れ
て
い
る
。
鹿
本
郡
市
の
真
宗
寺
院
は
、
多
く
が
現
在
熊
本
市
に
あ
る
西
光
寺
と
本
末

関
係
を
結
ん
で
い
る
。
西
光
寺
は
、
隈
部
親
時
（
法
号
了
宗
）
が
永
正
一
五
年
二
五
一
八
）
に
、

《
》
し
言
う
俸
〃

山
鹿
郡
方
保
田
村
に
創
立
し
た
も
の
で
、
も
と
の
所
在
地
は
、
現
山
鹿
市
大
字
方
保
田
の
専
立
寺

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
前
の
真
宗
寺
院
は
、
豊
後
臼
杵
の
善
法
寺
の
末
寺
に
な
っ
て
い
る
。

本
願
寺
資
料
を
収
め
た
『
肥
後
国
諸
記
』
に
は
、
西
本
願
寺
が
寺
号
と
共
に
、
本
尊
阿
弥
陀
如

来
像
を
免
許
し
た
記
録
が
あ
る
。
「
木
仏
之
留
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
慶
長
二
年
か
ら
寛
文
三

年
の
間
に
、
本
願
寺
が
諸
国
末
寺
に
木
仏
を
免
許
し
た
記
録
帳
で
あ
る
。
本
願
寺
が
東
西
分
裂
後
、

い
ち
は
や
く
西
本
願
寺
（
宗
主
・
准
如
）
に
帰
依
し
た
有
力
な
末
寺
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
、
慶
長
年
間
に
こ
の
木
仏
の
留
に
記
載
さ
れ
た
山
鹿
郡
に
お
け
る
門
末
の
願
主
寺
院
は
、

五
ヵ
寺
が
見
ら
れ
る
。
肥
後
国
北
部
の
隣
接
郡
部
に
お
け
る
免
許
寺
院
の
数
も
、
慶
長
一
六
年
、

一
九
年
に
集
中
し
て
い
る
。
元
山
鹿
郡
南
嶋
内
所
在
の
光
顕
寺
稗
明
専
も
、
慶
長
エ
ハ
年
に
免
許

を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
南
島
所
在
の
真
覚
寺
は
、
創
立
時
他
宗
派
で
あ
っ
た
た
め
か
、

慶
長
年
間
の
木
仏
の
留
に
は
寺
名
が
見
え
な
い
。

さ
て
、
戦
国
末
期
の
地
方
小
村
落
に
、
浄
土
真
宗
の
道
場
や
小
寺
院
を
創
設
し
て
い
っ
た
人
々

は
い
か
な
る
階
層
の
人
達
で
あ
っ
た
か
。
圭
室
文
雄
氏
は
、
そ
の
研
究
論
文
（
註
４
）
の
中
で
菊

池
家
浪
人
の
事
例
を
挙
げ
「
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
浪
人
出
身
者
が
か
な
り
い

た
で
あ
ろ
う
」
事
を
推
察
し
て
お
ら
れ
る
。

肥
後
国
誌
や
各
寺
院
に
残
る
寺
伝
等
で
は
、
殆
ど
の
場
合
、
中
世
時
に
地
元
の
狭
い
範
囲
を
支

か
っ
て
川
舟
着
場
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
は
埋
め
立
て
ら
れ
消
滅
し
て
い
る
が
、

ひ
や
く
し
や

説
を
残
す
百
歳
が
池
は
、
蛇
行
す
る
菊
池
川
の
三
ヵ
月
湖
の
跡
と
思
わ
れ
る
。

な
り
ひ
ら

業
平
伝

ワ
ー



先
学
・
研
究
者
の
研
究
結
果
に
よ
れ
ば
、
熊
本
に
お
け
る
浄
土
真
宗
の
伝
播
と
寺
院
の
成
立
は
、

は
じ
め
に

蒜

小
村
落
に
お
け
る
近
世
浄
土
真
宗
寺
院
の
成
立
と
展
開

蝋
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第1図南島周辺地形図（卍印南島真覚寺）

戦
国
末
期
か
ら

江
戸
初
期
に
か

け
て
時
期
的
波

を
描
き
な
が
ら

成
立
し
て
い
っ

た
と
い
う
。
し

か
も
、
殆
ど
在

地
他
宗
の
強
い

抵
抗
を
受
け
る

こ
と
も
な
く
、

絶
対
的
優
位
の

も
と
（
註
１
）

宗
教
的
未
開
拓

地
と
も
い
え
る

肥
後
国
内
に
広

が
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

今
回
は
こ
の

よ
う
な
状
況
を
、

天
正
一
五
年
に

村

所
在
真
覚
寺
の
場
合
Ｉ

仙
南
島
真
覚
寺
の
位
置
と
地
形

真
覚
寺
創
設
の
地
は
、
現
在
の
山
鹿
市
大
字
南
島
字
田
島
一
七
三
四
番
地
（
第
１
図
）
で
あ
る
。

寺
に
残
る
什
物
に
は
「
肥
之
後
州
山
鹿
郡
南
嶋
村
真
覚
寺
」
等
の
墨
書
銘
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
南

島
村
は
、
旧
豊
前
街
道
沿
い
に
位
置
す
る
小
村
落
で
、
村
の
始
源
地
と
思
わ
れ
る
本
村
を
中
心
に
、

内
曲
や
中
ノ
丁
等
の
字
名
を
持
つ
小
集
落
が
水
田
内
に
点
在
し
て
い
る
。
周
辺
の
字
名
に
は
、
六

田
、
ロ
ノ
坪
、
下
須
田
、
下
須
木
等
の
古
代
、
中
世
時
の
名
残
を
留
め
る
地
名
（
第
２
図
）
も
見

ら
れ
、
村
の
成
立
時
期
の
古
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
六
田
・
ロ
ノ
坪
は
古
代
条
里
制
の
名
残
で
あ

形
寸
篭

り
、
下
須
田
（
下
司
田
）
は
、
荘
園
領
主
か
ら
下
司
職
に
与
え
ら
れ
た
給
田
、
つ
ま
り
荘
官
所
有

田
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
面
堂
寺
な
ど
廃
寺
跡
を
推
定
せ
し
む
る
字
名
も
残
っ
て
い
る
。
現

在
、
真
覚
寺
旧
境
内
地
に
は
、
南
島
納
骨
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
当
該
地
は
、
蛇
行
す
る
菊
池

川
の
左
岸
に
当
た
り
広
大
な
菊
池
川
の
氾
濫
原
に
位
置
す
る
。
現
在
、
こ
の
一
帯
は
水
田
と
な
っ

て
い
る
が
、
か
っ
て
梅
雨
期
の
大
洪
水
時
に
は
集
落
の
所
在
す
る
微
高
地
を
残
し
、
一
面
の
大
湖

水
が
出
現
す
る
箇
所
で
あ
っ
た
。
南
島
の
地
名
も
、
恐
ら
く
こ
の
状
況
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
字
名
の
田
島
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
寺
の
所
在
地
は
周
囲
よ
り
若
干
高
く
島
状
を
な
し
て

い
わ
感
る

い
る
が
、
寺
院
跡
の
前
面
を
菊
池
川
の
小
支
流
で
あ
る
岩
原
川
が
北
流
し
て
い
る
。
寺
院
は
、
こ

の
よ
う
な
場
所
に
立
地
し
て
い
た
た
め
、
度
々
水
害
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。
真
覚
寺
の
過
去
帳

（
註
２
）
に
も
、
大
洪
水
の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
激
し
い
時
に
は
本
堂
の
床
上
浸
水
も
あ
っ

た
と
い
う
。
江
戸
時
代
、
南
島
村
の
北
方
菊
池
川
沿
い
に
は
、
修
理
は
民
費
に
よ
る
堤
防
が
設
け

ら
れ
、
洪
水
か
ら
村
を
護
っ
て
い
た
。
ま
た
沿
岸
近
く
に
上
津
留
、
下
津
留
の
字
名
も
残
る
の
で
、

ば
っ
し
ょ
う
ざ
ん
し
ん
か
く
じ

山
鹿
郡
南
島
に
開
山
さ
れ
た
「
法
性
山
、
真
覚
寺
」
と
い
う
一
地
方
小
寺
院
を
通
し
て
、
山
鹿
地

方
に
お
け
る
浄
土
真
宗
寺
院
の
創
設
と
展
開
を
辿
っ
て
見
た
い
と
思
う
。 桑

原
憲
彰

1
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